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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　人を呪のろわば穴二つ。されど、呪うことはさして難しいことではない。


　必要なのは覚かく悟ご。覚悟なき者は、代価に喰くらわれる。


　汝なんじが代だい償しようを厭いとわず刻むならば、秘紋ルーンは運命を呼び、その覚悟に微笑ほほえむだろう。


（後略）



～著者不明『刻まれた石の運命』～






　──噓うそつきは嫌きらいだ。

　薄うす暗ぐらい書庫の奥おくで黒い頭巾フードを目ま深ぶかにかぶり直し、目を通していた本を閉じる。

　それから古ぼけた表紙の黒くろ革かわに爪つめを立て、笑えみを浮うかべた。

「──本まで、噓をつくんだ」

　ああ、ひどいな。自分はこれほどまでに正直者なのに──ただし、例外はあった。

　噓は裏切りだ。先に相手が裏切った瞬しゆん間かんから、善良さは邪じや悪あくさに反転する。

　いや、元々善良ではなかったのだろうか。無む垢くでいられたのが遠い昔すぎて覚えていないけれど、今もなお心臓が軋きしんでいる。この痛みの報むくいは必ず受けさせる。そう。

「裏切り者には、死の接せつ吻ぷんこそふさわしい」

　本に記されたある秘紋ルーンを反はん芻すうし、頭巾フードの下で蛇へびのごとき緑の目を不ふ穏おんに光らせた。
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　秋も終わり、冬に突とつ入にゆうしたころ。

　大国の皇城にふさわしい威い厳げんをまとった漆しつ黒こくの城じよう砦さい──ヴィッセン帝てい国こくヴァイスハイト城は昼間にもかかわらず奇き妙みような静けさにつつまれている。

　その要因の一つ、皇太子アルトゥールがしかめ面つらで城内を闊かつ歩ぽしていた。

　父である皇こう帝ていクレメンスから呼び出しを受けたせいだ。

　撒まき散ちらすあからさまに不ふ機き嫌げんな雰ふん囲い気きに、すれ違ちがう人間の顔は引きつっている。

　話しかけられたくないので、遠巻きにされるのは大だい歓かん迎げいだ。

（……イヤな予感しかしない）

　自分自身のことではなく、どちらかといえば婚こん約やく者しやに関するイヤな予感である。




　アルトゥールの婚約者──リュカリス・ディオ・アルビレオ。

　四方を大国に囲まれた小国、アルビレオ星せい王おう国こくの第二王女だ。

　ヴィッセン帝国とは建国以来戦いくさが絶えず、ここ百年にいたっては冷戦状態にあった。

　そんな二国間でなぜ政略結けつ婚こんがまとまったのかといえば、その対立の原因にある。

　アルビレオ星王国は特殊な力によって大国と渡わたり合あうだけの国力があった。

　対するヴィッセン帝国は四大大国の一国に数えられる科学大国だ。

　智ち者しやを尊び、科学を讃さん美びする帝国がもっとも先進的にして排はい他た的と謳うたわれる要因は、科学で実証できない事象を忌いみ嫌きらうことにある。

　当代の皇帝が穏おん健けん派はということで強きよう硬こう派はの活動は下火になっているものの、この根深さがアルビレオ星王国との対立の原因であり、今回の政略結婚の目的だった。

　リュカリスは星王国の王族で唯ゆい一いつの無能力者で、最上位の騎き士し〈星騎士パラデイン〉の称しよう号ごうを得ているがゆえに、政略結婚の相手として抜ばつ擢てきされたのだ。

（国益を損そこねる星王国への偏へん見けんと、戦の火種をなくすきっかけを作る好機だからな）

　アルビレオ星王国は永世中立国なので、この政略結婚に同盟のような効力はない。

　帝国でなにがあろうと国として支し援えんしないし、自国の問題にも首を突っこませることはないだろう。自国を守るために武力を誇ほこりながら、自分たちから他国を攻せめはしない。

　それが永世中立国としての、アルビレオ星王国の立場というものである。

　そして先日、リュカリスと連名で企き画かくした晩ばん餐さん会はおおむね成功した。

　ただその際に『ある勘かん違ちがい』があきらかになったのだ──まさか騎士姿のリュカリスを『第二王女と双ふた子ご』で『影かげ武む者しや』だと勘かん違ちがいするとは斜ななめ上すぎる。

　確かに帝国人の常識で『あの星王国の王女が単身で敵国に乗りこむわけがない、なにか仕し掛かけがあるはずだ』と疑うのはわかる。

　アルトゥールとて一時期深読みしすぎて誤解していたので他人のことを言えた義理ではないが、予想通り裏があると疑う帝国人らしい性しよう分ぶんを目の当たりにしたら乾かわいた笑いしか出ない。

（まぁあいつの女装姿と男装姿の違ちがいは一種の詐さ欺ぎだけどさ）

　銀ぎん朱しゆ色の長ちよう髪はつと切れ長の天藍石ラピス・ラズリの目に、凜りんとした面おも立だちは変わらない。

　騎士姿では凜り々りしさ一いつ辺ぺん倒とうの婚約者は、女装姿だと深窓の姫ひめ君ぎみに見えるのだ。

　女装の際、騎士姿では巻いているサラシを取っている影えい響きようも大きいか。

　化け粧しようはしていないのに、装よそおい一つでこうまで変わるのかと驚おどろいたのが懐なつかしい。しかも当人に身分や性別を詐さ称しようしている意識はないのだから、疑うたぐり深ぶかいのも良よし悪あしだ。




　そんなことを思い返しているうちに、アルトゥールは執しつ務む室についた。

　樫かし扉とびらを叩音ノツクすれば、中から「入れ」と低声が聞こえてきたので入室する。

　室内には皇帝しかいない。王おう冠かんも上うわ襟えりに毛皮フアーのついた背マ外ン套トも取とっ払ぱらっているせいか、謁えつ見けんでの装いより身軽に見える。少し垂れ目がちな緑色の目が細まった。

「随ずい分ぶんと腰こしの重いことだな。日が暮れるかと思ったぞ」

「……生憎あいにくと多た忙ぼうな身の上なので」

　言外に『たいした用事じゃなかったら承知しないぞ』という意味をこめて返せば、皇帝は肩かたをすくめる。

「第二王女に対する気き遣づかいの一割でも分けてもらいたいものだ」

「研究室ラボに戻もどっていいですか」

「やれやれ、せっかちは嫌きらわれるぞ」

　わざとらしくかぶりを振ふる仕草に、アルトゥールはイライラしてきた。

　父王クレメンスは歴代皇帝の中で珍めずらしく、星王国への偏見も差別意識もない穏健派だ。

　強硬派の頭を無理に押おさえつけず、公平な執しつ政せいを行おこなう。小さな反感はあれど大きな問題に発展しない手しゆ腕わんはさすがの一言だし、政策の合理性などは理解している。

　しかし、頭で理解していることと心から受け入れることは違う。

　アルトゥールは元々人間不信気味だが、中でも貴族が嫌きらいだ。強硬派の主張にしたって、星王国と事を構えるとすれば『戦争』を起こすことと同義である。

　戦争が起きて、それを企くわだてた王おう侯こう貴族がどうなろうと知ったことではないが、一いつ般ぱん市民が犠ぎ牲せいになるのは違う。

　だから父王の王侯貴族らしい狸たぬき爺じじいっぷりが神経を逆さか撫なでしてくるのだ。

　どうにも馬が合わない皇帝とのやり取りにストレスを溜ためていると、相手はようやく本題に入ってくれた。

「我わが息子むすこのそっけなさはいつものことだな、まぁよかろう。……さて、おぬしを呼びつけたのは他でもない。強硬派がなんぞ騒さわぎそうだ、身辺には気を配るがよかろう」

「……そうですか」

　強硬派が鬱うつ陶とうしいのは年中なので、アルトゥールは適当に頷うなずいておく。

「それと星女王から密書が届いてな」

「……以前もですが、よく強硬派に騒がれずにやり取りできますね」

「ふっふっふ、そこは国家機密というものだ」

　茶目っけたっぷりに片目をつぶる父親には、胡う乱ろんな目しか向けられない。

「おぬしの目つきには凍こごえてしまいそうだな」

「密書の内容は？」

「本当にゆとりのないヤツだ。……婚儀には雑務が多かろう。星女王の配はい慮りよで星王国側の参列者の中から一人、第二王女を手伝うための使者が参るそうだ」

　アルトゥールはまばたきを繰くり返かえす。

（どう考えても、あいつの仕事を肩代わりするための人員派は遣けんだろ）

　手伝うための使者とは、物は言いようだ。

　リュカリスは戦せん闘とう関連や単純な作業には向いているが、頭を使う仕事はできない。

　そのあまりの脳筋族っぷりに呆あきれはするものの、婚こん礼れいの準備に支障はないはずだ。

（……俺おれの処理能力の範はん囲い内だしな）

「わかりました。……使者は、星王国の高官の誰かですか」

「いや？　密書には第一王子ゼノン・ディオ・アルビレオと記き載さいされておった。第二王女と父を同じくする兄らしいな、彼かの女じよにも話してやるとよかろう」

「──────は？」

　衝しよう撃げき的な報しらせに、アルトゥールは呆ほうけた声しか出せなかった。

　第一王子ゼノン・ディオ・アルビレオについて、アルトゥールが知ることは少ない。

　アルビレオ星王国の王族は、父親の違う兄弟が多いという。

　その中で、婚約者のリュカリスと唯一同じ両親を持つ兄だと聞いている。

　それと彼について知っているのは──




（同担拒きよ否ひ過激派の隠かくれ妹大好き人間を寄越すって、陰いん謀ぼうしか感じないんだけど）




　やはりイヤな予感というものは当たるようにできているらしい。

　アルトゥールのこめかみを伝う汗あせは、これから巻き起こるであろう嵐あらしを予期させた。
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　その日、リュカリス・ディオ・アルビレオは愛あい剣けんの手入れをしていた。

　ヴィッセン帝てい国こくの皇都に来てから、そろそろ一ヶ月は経たつだろうか。

　皇城の最上階に与あたえられた一室でくつろいでいると、白衣の青年が訪おとずれた。

　迎むかえ入いれた青年──婚こん約やく者しやのアルトゥールは黙だまっていると精せい巧こうな彫ちよう像ぞうのようだ。美しすぎて悪夢のような魔ま性しようの美び貌ぼうなのだが、今日はいつもより顔色が悪い。

　着き崩くずした上品な装よそおいの上から白衣を羽織っているので、少し前まで研究室ラボにいたのだろう。我わが婚約者は皇こう太たい子しでありながら、科学者としても名を馳はせているのだ。

（どうしたのかな。紅茶を飲んだらすっきりするかな？）

　なかなか口を開こうとしないのも、なにかあったせいなのかもしれない。

　そう思ったリュカリスはいそいそと茶器を用意した。

　紅茶を出してから、テーブルを挟はさんで向かいの席につく。

　アルトゥールが無言で陶坏カツプに口をつけたのを見計らい、リュカリスは声をかける。

「夕食ができたから呼びに来てくれたの？」

「…………違ちがう」

　リュカリスが首をかしげれば、彼かれは深々と息をつく。

　見るからに嫌いや々いやなのが伝わってくるのだが、ここまで言いづらそうにしているアルトゥールは初めて見た。憂ゆう鬱うつそうに菫すみれ色いろの瞳ひとみを伏ふせた彼は口火を切る。

「──遠くないうちに、婚こん礼れいを行おこなうことになった」

「本当!?」

　そう歓かん声せいを上げてから、「……あれ？」と首をかしげる。

　婚約のお披ひ露ろ目めのようなものは、アルビレオ星王国で行なった。アルトゥールの命を狙ねらう暗殺者の乱入で内々に終わってしまったものの、次はヴィッセン帝国で婚礼となるのは順当といえば順当だ。

（うーん、婚礼ってそこまで言いづらいことには思えないけど）

　政略結けつ婚こんに婚礼はつきものなのだから今さらだろう。

　リュカリスが不思議に思っていると、アルトゥールの表情がさらに曇くもっていく。

「ただ………………はぁ」

「え、帝国の婚礼ってなにかすごいことをしないといけないの？」

　アルトゥールの見た目は華はなやかだが、派手好みではない。

　リュカリスも剣けん舞ぶくらいしか披ひ露ろうできないが、アルトゥールは華やかな場が苦痛なのかもしれない。

「……アンタの国から、式典の準備を手伝うために使者が来るんだとさ」

「使者！　わあっ誰だれかな？　カリオス殿どのは宰さい相しようだから留守されたら困るし、使者っていうからには陛へい下かもないよね。やっぱり外交官とか？　外交官って誰が就ついてたっけ」

　咄とつ嗟さに思い出せないリュカリスが考えこんでいると、またため息が聞こえてくる。

「アンタ、相変わらず記き憶おく力りよくが貧ひん弱じやくだな」

「だって、王宮の役職って意外と多いし複雑じゃないか。騎き士し団だん関係だけで、私の記憶力はいっぱいいっぱいだよ！」

「自信満々に言うことでもないから」

　やれやれと肩かたをすくめるアルトゥールの顔色はよくなってきた。

　内心ホッとしているうちに踏ふん切ぎりがついたらしい。彼は一息で言った。

「使者は、第一王子ゼノン・ディオ・アルビレオだとさっき──」

「ゼノン兄上っ!?」

　リュカリスは音を立てて立ち上がる。倒たおれそうになった椅い子すを押おさえたまま前のめりになると、アルトゥールが仰のけ反ぞった。

「本当に、本当にゼノン兄上が使者なの!?」

「さ、さっき皇こう帝ていから聞いたから確かだよ。とりあえず、座すわれ。圧あつ迫ぱく感がすさまじい」

「ゼノン兄上が来るんだ！　何ヶ月ぶり──もしかして一年ぶりかな!?　久しぶりにゼノン兄上と会えるんだ！　しかも婚礼の手伝いをしてくれるなんて！」

　婚約者がなにか言っているが、浮うかれているリュカリスの頭には入ってこない。

　星王国の王族事情はわりと複雑だ。

　当代の星女王メーデアはより強い力を遺のこすために七人の王配を迎え、子供は八人いる。

　双ふた子ごという特とく殊しゆ例を除けば、父親が同じ兄弟はほぼいない。

　ほぼ──つまり、例外はある。

　第一王子ゼノン・ディオ・アルビレオはその例外で、リュカリスの同父兄あにだ。

（ゼノン兄上は婚礼に出席してくれないだろうって諦あきらめていたのに！）

　なぜならゼノンは大のヴィッセン帝国嫌いなのである。

　理由は明白だ。何百年も昔のことだが、当時の帝国で主流だった強硬派が『異能力者は悪あく魔まゆえに狩かるべきだ』と称しようして星王国人を捕ほ縛ばくして実験台送りにしていたのだ。

　リュカリスでさえわかるほどあからさまな嫌けん悪おなので、欠席もありうると思っていたところに朗報だ。婚礼本番には参列してくれないかもしれないが興奮してしまう。

「きっと私が王女として国民の役に立てるって認めてくれたんだ！　ゼノン兄上が帝国に来たら、君にも紹しよう介かいするね。アルトゥールなら、きっと兄上と話が合うよ！」

「……話が合う……」

　なぜかアルトゥールが微び妙みようそうな顔をしている。

　ひとしきり興奮して落ち着いたリュカリスは椅子に座り直した。

「前にも話したかもしれないけど、ゼノン兄上は修しゆ行ぎようの旅に出ているから年に一度の神ム前バ試ラ合ザの期間くらいしか国くに許もとにはいないんだ。各国を転々と修行しているから、帰き還かんしたら旅先の様子をよく陛下に話していたなぁ。だからか、ゼノン兄上はすごく博識なんだ！」

「旅先の様子……もしかして、アンタの兄って間諜スパイ──いや、そう……」

　彼かれはもごもごと口ごもってからかぶりを振ふった。

「アンタがそこまで喜ぶとは思わなかった」

「うん！　すごく嬉うれしいよ！」

　リュカリスはぶんぶんと何度も頷うなずき、微笑ほほえむ。

　するとアルトゥールは心なしか椅子ごと後あと退ずさったようだったが、気にせず続ける。

「会うのが久しぶりだからっていうのはもちろんあるけど、一番は大好きな兄に君を紹介したかったんだ──私の大切な婚約者だって」

「はっ……!?」

「だから今から楽しみで仕方ないんだ！　君はゼノン兄上がいつ来るか聞いてる？　ゼノン兄上の機動力なら一週間もかからないと思うんだけど……アルトゥール？」

　返事がないので再度呼びかけてから驚おどろく。顔を真っ赤にしたアルトゥールが唇くちびるを震ふるわせていた。リュカリスの視線に気づくと机に突つっ伏ぷしてしまう。

「ゆ、油断した……！　兄弟の話をしているからって安全じゃなかった……！」

「安全？　え、今なにかと戦っているの!?　戦せん闘とうなら、私も力になれるよ！」

「戦闘とかどうでもいい！　いきなりぶっこむのはやめろって何度も言っているだろ！」

「ぶっこむって、なにを？」

　確かにそんなことを言われた覚えはあるが、リュカリスに心当たりはない。

　きょとんとしてしまうと、彼はこめかみを押さえた。

「で、またこれだよ。……先が思いやられるんだけど」

「う、うん？　やっぱり婚礼でなにかやらなきゃいけないのかな？」

「そういうことでもない。……報せは今朝方届いたらしいから、そのうち到とう着ちやくするんじゃないの。今のところ、婚礼の日取り自体は未定だとさ」

「そっかぁ、今朝か！」

　ということは、すでに同父兄あにが帝国入りしているのは確実だろう。

　近いうちに再会できそうだ！　わくわくしてから、はたと思い至る。

「あれ、式典の準備はするのに日程はまだ未定なの？」

「まぁ脳筋族のアンタでもさすがに気づくよな」

「やっぱり私が星王国人だから手間取っているのかな」

　この政略結婚の目的が目的なため、リュカリスとて楽観はしていない。

　実際、皇城入りした翌日の夜に暗殺者と対面したし、歓かん迎げいされてはいないだろう。

「……急に持ち上がった縁えん談だんだから時間がかかっているんだろ」

「なるほど！　私には結婚した兄弟がいないから、こういう時の勝手がわからなかったんだけど、そういうものなんだね」

　ふむふむと頷けば、彼はかすかに息をついた。

　どこか安心したようにも見受けられ、内心不思議に思いつつ帝国での生活を振り返る。

「思ったよりあたたかく迎えてもらえたけど、まだ帝国についての知識も足りないし、これからが本番だよね！　兵へい法ほうでは迅じん速そくさが大事だけど、下準備もしっかりしないと！」

「……あたたかく……？」

　胡う乱ろんな目つきで呟つぶやくアルトゥールに笑いかける。

「みんなに少しでも受け入れてもらえるようにがんばるね！　ゼノン兄上も来てくれるし、俄が然ぜんやる気になったよ！」

「今以上のやる気とかこわすぎるからやめろ。……アンタはいつでも楽しそうだな」

「うん！　だって、楽しいのは当然だよ！　今もアルトゥールと話しているし──」

「んぐっ……ごほごほ！」

　紅茶を飲んでいたアルトゥールがむせた。リュカリスは目を丸くしてから立ち上がり、テーブル越ごしに背中をさする。

「変なところに入ったのかな？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫だから……いいから、座れ。顔を近づけるな」

「え？　う、うん」

　覗のぞきこもうとしたリュカリスの顔は、アルトゥールの手に遮さえぎられ、押しやられる。

　なので大人しく引き下がりつつも、最後に顔色を確かく認にんしてから息を吞のむ。

　そっぽを向いて頰ほお杖づえをつくアルトゥールの頰が赤い。

　咳せきこんだせいにしてはどこか気き恥はずかしそうで、菫すみれ色いろの目を伏ふせている。

　その様子に、リュカリスまでなぜか顔が熱くなってきた気がした。

　釣つられて火ほ照てった頰ほおをさすり、ごまかすように陶坏カツプを手に取る。

（な、なんだろう。また心臓が痛い……）

　きゅんと胸むねの奥おくが締しめつけられる感覚はいまだ慣れない。

　この奇き妙みような沈ちん黙もくは、アルトゥールが夕食の支し度たくを思い出すまで続いたのだった。
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　最近、リュカリスの朝の日課に『日程表の確認』が追加された。

　アルトゥールから婚礼の準備のため使者として同父兄あにが来ると教えてもらった日から、日程表の×印は増えている。リュカリスは三つ目の×印を書きこんでからにこにこした。

「いつかなー！　いつかなー！」

　到着が待ち遠しくてならないが、日々は確実にすぎていく。

　今やれることを少しずつこなしていく必要があった。

（今日は午後からアマーリアたちが参城する日だしね）

　アマーリアとは、強硬派筆頭貴族といわれるオーフェルヴェーク公こう爵しやく家けのご令れい嬢じようだ。

　アルトゥールの従妹いとこで、少し前まで従兄いとこの婚約者を見定めようと変装し、リュカリス付きの侍じ女じよとして潜入していた縁えんで親しくなった帝国人である。

　彼かの女じよは参城する日に帝国の宮きゆう廷ていでの作法を教えてくれているのだ。騙だましていたお詫わびだそうで、気にしていないものの作法を学べるのはありがたいので好意に甘あまえている。

　だから今日は騎き士し服ではなくキトンに着き替がえようとしていたところ、室内に叩音ノツクが響ひびく。

　懐かい中ちゆう時ど計けいを確認してみると、短針は『七』を指し示していた。

「……誰だろう？」

　アマーリアの潜入が判明してから、お付きの侍女はいない。

　騎士団の朝礼の関係で、毎朝四時に起きるのが習慣のリュカリスには特別早い時間帯ではないが、ここはヴィッセン帝国である。

　早朝から訪ねてくる相手に心当たりはなかったが、出で迎むかえてからさらに驚く。

「アルトゥール!?　こんな朝早くにどうかしたの？　もしかして、なにか問題が……!?」

　しかも、城にいる時はいつも羽織っていると言っていた白衣姿でもない。

　朝が苦手な婚約者の来訪に表か情おを引きしめていると、彼に不服そうな顔をされた。

「……なに、その反応。俺おれがこの時間に起きていたらおかしいわけ？」

「だって、こんな早くに起きている君を見たことないよ。横になっているのが好きだと思っていたけど、今日は珍めずらしいね」

「アンタ以外に言われていたら嫌いや味みだって判断しているところだな」

　嫌味とは？　リュカリスがきょとんとすれば、アルトゥールはため息をついた。

「あー、はいはい。……俺だって仕事があれば早起きくらいするさ」

「仕事？　そっか、アルトゥールも大変だね。私にも手伝えることがあれば言ってね！」

「……手伝いはいらないけど、アンタが前に言っていた軍隊の演習」

　やおら顔を背そむけたアルトゥールのぼそぼそ声に、リュカリスは首をかしげる。

（軍隊の演習……私が体が鈍にぶっちゃうから参加したいって頼たのんだヤツだよね？）

　いろいろあって演習のことは後回しにしていたけれど、それがどうしたのだろう。

「アンタ、脳筋族だしバカだし記憶力も悪いけど、ここに来てから勝手に動き回るのは控ひかえていたみたいだし……だから、つまり……」

「う、うん？」

「担当には、もう話は通してある。でも俺から紹介した方が参加しやすいなら──今から演習場に連れて行くけど、どうする」

　その言葉に、リュカリスは目を丸くしてしまう。なかなか反応を返せないでいたら、耳の先をますます赤くしたアルトゥールが睨にらみつけてくる。

「……黙ってないでなにか言えよ」

「う、その……あ、ありがとう！」

　大きな声で礼を言ってから、慌あわてて口を押おさえる。思いのほか廊ろう下かに反はん響きようしたのだ。

　リュカリスはそわそわと視線を泳がせ、それからアルトゥールの両手を摑つかむ。彼がたじろいだのはわかったが、気にしていられなかった。

　彼と知り合ってから心臓の調子がおかしいのだが、いつにもまして鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。

「私が演習のこと、なにも言わないから気遣ってくれたんだよね。……アルトゥールは忙いそがしいのに、本当にありがとう。すごく、嬉しいよ」

「うっ……！」

　へにゃりと笑いかければ、なぜかうめいた婚約者に手を振りほどかれる。

「別に！　引き受けたからには、顚てん末まつがわからないと気持ち悪いだけだ！」

「確かにアルトゥールは責任感が強いもんね。えっと……騎士服に着き替がえてくるから、ちょっと待ってもらっていいかな？」

「…………早くしろよ」

　寝しん衣いから気楽な室内着に着替えていたものの、この恰かつ好こうで外に出るのは望ましくない。

　急いで騎士服をまとってから、部屋の外で待つアルトゥールと一いつ緒しよに歩き出す。

「演習なんて久しぶりだ！　帝国ではどんな訓練があるのか楽しみだよ」

「────悪かったな」

「え？」

「ここが帝国だから、アンタも自由に動けないだろ」

　思いもよらない言葉だった。

　アルトゥールは正面を見つめたままだったが、リュカリスは笑って首を振る。

「確かに制限はあるけど、わかっていたことだし、別に不自由はしてないよ」

「……アンタは噓をつけないから、無理に我が慢まんしているわけじゃないってわかるけどさ」

「もちろん！　無理なんてするわけないよ。それに、アルトゥールが今みたいに私のことを気にかけてくれるだけでも、充じゆう分ぶん嬉うれしいんだ。私は恵めぐまれているよ」

「アンタに羞しゆう恥ちって概がい念ねんはないわけ？　よくそんなこと恥はずかしげもなく言えるよな」

　顔をしかめている彼に、やっぱりアルトゥールはかわいいなぁとにこにこと笑う。

　目元が赤らんでいるので照てれ隠かくしだとわかるからだ。

「本当のことは口にしないと伝わらないからね！　君が気にかけてくれる以上に、私も君のことを大切に思っていることが伝わっているといいんだけど」

「────イヤってほど伝わってくるから悩なやんでるんだろうが」

「え、悩み？」

「アンタの聞き間ま違ちがいだ。……それより、演習のことだけど」

　悩み事があるのかと眉まゆ尻じりを下げたら、アルトゥールに否定される。

　そして『演習』の単語に、リュカリスもハッとした。

「あ！　そうだった。私も輿こし入いれのために軍隊について調べたけど、武器とか戦術の情報しか見つけられなかったんだよね。やっぱり強いのかな？」

「真っ先に調べるのが軍隊についてとか、アンタの筋肉信しん仰こうは筋金入りだな」

「国防は大事じゃないか！　国民を護まもるために必要な力だ。どんな国の軍隊だって弱いより、強い方がいいに決まっているよ」

　リュカリスは螺ら旋せん階段を下りながら、握にぎり拳こぶしを作って力説する。

「弱ければ、選せん択たく肢しなんてないに等しいんだよ。選択肢を増やすために、強くなるんだ。強くなれば、『戦わない』という選択だって意味のあるものになる」

「……星王国の理念だろ、それ」

「うん！　私はこの理念が大好きなんだ。強いからこそ、いざという時以外に武器を取らない──その勇気を、私も見習いたいと思うから」

　どこか興味深そうに耳をかたむけてくれていたアルトゥールが「ふぅん」と呟く。

「じゃあ、うちの軍隊はアンタの期待には応えられないだろうな」

「へ、どういう意味？」

「うちは血統以上に優ゆう秀しゆうな学者が優ゆう遇ぐうされる国くに柄がらだからだ。噓うそでも弱いとは言わないけど──まぁアンタの勘かんが取とり戻もどせるくらいの相手はできるだろうさ。俺にはアンタの動きのどこが鈍っているのか全然わからないけど」

　アルトゥールが肩かたをすくめ、かぶりを振った。リュカリスは少し考えてから訊きく。

「……学者が優遇されていると、軍事力に影えい響きようがあるの？」

「単純に士気の問題。……うちの学者がいろいろな意味でうるさいせいでな」

「士気かぁ。士気も大切だよね。勝率に大きく関わる部分だよ」

　大真面目に頷いていると、彼は呆あきれ返かえったようだった。

「……前々から思っていたけど、アンタは今、敵国にいるって認にん識しきがないわけ？」

「確かにヴィッセン帝国が故郷の仮想敵国だったことは否定しないよ」

『我らが愛すべき故郷』は、アルビレオ星王国を指す際の比ひ喩ゆだ。

　あくまで穏おだやかに肯こう定ていしてから笑えみを作る。

「でも、私は君と結婚するわけだし、帝国が自分の国になるんだ。戦いを回かい避ひするための政略結婚だけどさ、君の大切な国民が傷つく事態は避けたいことだから」

　いつものように思ったことを口にすれば、アルトゥールの唇が震えたように見えた。

「そう……」

「あ、君だけのじゃなかったね。私にとっても大切な国民になるんだ。……だから少しでも受け入れてもらえるように、がんばらないとね！」

　リュカリスがあらためて気合いを入れたころ、二人は一階に到着した。

　話していたらあっという間で、早朝のせいかひと気はまばらだ。おかげで人の視線はあまり気にならないが──とまで考えて、リュカリスは「あ」と気づく。

（もしかして登城初日、私が人目を気にしていたから早起きして……？）

　違うかもしれない。リュカリスの勝手な想像なのかもしれない。

　でも、アルトゥールが優やさしいことを知っている。彼は照れ屋だから、さり気なさすぎてわかりづらい時もあるけど──嬉しくて、にやけてしまう。

　アルトゥールが首をめぐらせた時、リュカリスは咄嗟に口くち許もとを隠した。

「……アンタ、なにしてるの？」

　怪け訝げんそうに見られても答えられなかった。

　自分の想像が当たっているか確かめたい気持ちはあったが、肯定されたら逆に心臓が一度ならず二度くらい止まってしまいそうだったからやめておく。

　なんとか笑ってごまかしてから大広間に入ると、衛兵たちがアルトゥールに敬礼した。目礼だけする彼かれに合わせて、リュカリスも会え釈しやくをしつつ大玄げん関かんを出る。

　吹ふき抜ぬけの正面フアサードから見上げる空は明るい。何度目にしても慣れない晴れやかな青だ。

（我らが愛すべき故郷は一年中極夜だからなぁ）

　それがアルビレオ星王国にまつわる『神秘』の一つでもある。

　リュカリスが呼吸すると、かすかに白く染まった吐と息いきが空に昇のぼった。

「冬に入ったせいか、最近肌はだ寒さむくなってきたよね。今日も息が白いし」

「……アンタ、あの薄うすいキトンを着ていても体感温度は狂くるってないんだな。俺はてっきり頭と同じで鈍どん感かんにできているのかと思ったよ」

「んー、体を動かせば冬でも暑いからねぇ。キトンくらいでちょうどいいよ！」

「ちょうどいいとか、新しん陳ちん代たい謝しやよすぎてヤバイな。俺には無理」

　ぶるぶると首を振る彼に笑ってから、リュカリスは目を見開いた。

「え……粉雪……？」

「は？　粉雪とか、さすがに早す────本当だ」

　否定しようとしたアルトゥールの声も啞あ然ぜんとしている。

　ヴィッセン帝国の冬入りは星王国より早いのかと思ったが、彼もびっくりしているということは例年より早いのだろう。どうりで息も白いはずだ。

「青空に粉雪っていうのもきれいだねぇ」

「この程度なら問題なさそうだし、演習場はこっち。前庭を突つっ切きった方が近い」

「はー！　わくわくするよ！　早く参加し、た…………」

　何気なくあたりを見回し、言葉を失う。

　ついてこないリュカリスを不ふ審しんに思ったのか、先に歩き出していたアルトゥールが振り向いたのは視界の端はしに映っていたものの反応できない。

　リュカリスの視線の先には、旅装の男が一人いる。門兵に丸めた羊皮紙のようなものを見せると、ゆっくりとした足取りで入城した。

　威圧感のある体格。吹ふ雪ぶく粉雪と戯たわむれるように、襟えり足あしだけ伸びた銀ぎん朱しゆ色の髪かみがなびいている。切れ上がった目は伏せられていたが、自身を注視する目に気づいたらしい。

　天藍石ラピス・ラズリの双そう眸ぼうは鷲わしのように鋭するどく光り、不ふ機き嫌げんに眇すがめられる。

　首から提さがった『左右一対ついの翼つばさと三日月』の紋もん章しようがきらめいた時には駆かけ出だしていた。




「──────ゼノン兄上ッ！」



















　リュカリスは走りながら両りよう腕うでを広げる。勢いをつけて同父兄あにに抱だきつこうとしたが、サッと避よけられてしまった。

　それはいつものことなので気にせず、さすがの反射神経だ！　と目を輝かがやかせる。

　無視して歩みを進めるゼノンにまとわりつき、リュカリスはにこにこと話しかけた。

「ゼノン兄上！　お久しぶりです！」

「…………」

「兄上、旅はどうでしたか？　どちらの国に行かれていたんですか？　またお話を聞かせてください！　私、兄上の旅先の話が大好きなんです！」

「………………」

「アルトゥールからゼノン兄上が使者としていらっしゃると聞いて、毎日楽しみにしてました！　帝国もとてもいいところなので、婚礼までゆっくり──」

「────惰だ弱じやくな」

　ぴたり、と足を止めたゼノンが低い声で吐はき捨すてる。そして同父妹いもうとに向けるものとは思えないほど冷えきった目で見下ろした。

　ゼノンの周囲には変わらず粉雪が吹きこんでおり、体感温度をより下げているようだ。

「貴様には、星に守護されし国の王女としての誇ほこりはないのか。二枚舌の蛇へびどもなぞと馴なれ合あうなど……恥はじを知れ」

「ゼノン兄上はいつも誇り高くてかっこいいですね！　私も見習いたいです！」

　返事してくれた！　リュカリスは頰を上気させて微笑む。

　すると、ゼノンは舌打ちして歩みを再開させてしまう。リュカリスはそのままついていこうとしてから、呆あつ気けに取とられる婚約者を目に留とめてハッとした。

「あ！　アルトゥール、ごめんね！　私、一つのことしか考えられないから演習のことが吹き飛んじゃって……！」

「…………アルトゥール？　貴様が？」

　慌てて頭を下げていたら、ゼノンも興味を持ったようだ。

　観察する同父兄あにに婚約者は居い心地ごこちが悪そうだったが、リュカリスは明るく言った。

「はい！　彼がアルトゥール・フォン・ヴィッセン皇太子殿でん下かです。とても頭がよくて優しい、私の大切な婚約者です！」

「──大切？」

　ゼノンは片かた眉まゆを跳はね上あげて呟く。粉雪が粉雪という程度ではなくなってきた気がするものの、気にすることなく首しゆ肯こうする。

「そうです！　彼が婚約者であることは、私の人生における最大の幸運と言っても過言ではないと思います。だから尊敬するゼノン兄上にも紹介したかったので嬉しいです！」

「貴様の紹介なぞ興味も微み塵じんもないわ」

　ふんと鼻を鳴らすと、肩のところを留め金で留めた外套クラミスを翻ひるがえして先に行ってしまう。

　リュカリスも追いかけたかったが、アルトゥールを置いてはいけない。とりあえず、顔をしかめながら赤面している器用な婚約者の腕を摑む。

「絶対に同担拒否過激派って噓だろ……どう見ても同担以前の問題じゃないか……？」

「どうたんきょひかげきはってなに？」

「アンタが知る必要はないことだ」

　……なるほど！　リュカリスは力強く頷いた。

「私に必要なことだったら、アルトゥールは教えてくれるもんね。聞かないでおくよ！　それより、ゼノン兄上が！　急がないと見失っちゃう！」

「……軍隊の演習はいいわけ？」

　アルトゥールに意外そうに見られた。

　確かに脳筋族と評判のリュカリスらしくないかもしれないが、表情を引きしめる。

「君がせっかく時間を作ってくれたのにごめんね。でも演習の参加は後日あらためて時間を作れるけど、ゼノン兄上の挨あい拶さつ回りは今日しかないんだ！」

「いや、案内諸もろ々もろは従じゆう僕ぼくに任せておけばいいだろ。アンタが付き合う道理はない」

「うっ！　それは、そうなんだけど……」

　もっともな指し摘てきに、しゅんと肩を落とす。

　脳筋一族とよく言われる星王国の王族の中でもゼノンは頭がいい。二番目の異父兄あにキーリに煽あおられでもしない限り冷静沈ちん着ちやくだし、心配する必要はないとわかっている。

　けれど、妙みような胸むな騒さわぎを覚えるのだ。会えて嬉しいのに、平へい穏おんに終わらないような……。

「くそっ……結局これか……！」

　目を丸くして顔を上げれば、アルトゥールが髪を乱暴にかきむしっていた。

「……確かにアンタの兄弟、従僕を待つのか待たないのかわからないし……付き合えばいいんだろ。付き合えば！」

「アルトゥール！　ありがとう！」

「うっ……」

　ぱあああっ！　自分でもわかるほど表情が明るくなった気がする。

　満面の笑みのリュカリスに、アルトゥールは若じやつ干かん怯ひるんだようだが、なにかを振りきるように歩き出す。慌ててついていくと、同父兄あには皇城の正面フアサードに立っていた。

　羊皮紙を広げて誰かを待っている様子だが、リュカリスたちに気づくと眉をひそめる。

「……なんだ」

「あの、ご一緒してもいいですか？　婚礼の話をするのなら、当事者になる私たちもいた方がいいかと思いまして！」

「愚ぐ妹まいごときに話の半分でも理解できるわけがなかろう、同席など無意味だ」

「確かに！　でも、大丈夫です！　私がわからなくても、アルトゥールはしっかりしているので、あとでわかりやすく教えてくれますし！」

　力強く請うけ負おえば、兄きよう妹だいのやり取りを交こう互ごに見るアルトゥールの頰きよう筋きんが引きつった。

「待って。いろいろと突っこみたいけど、俺が教えるって決定事項なわけ……」

「あ！　そうだよね、君の仕事を増やしちゃうもんね……いくら私の察しが悪くても、最初から理解を放ほう棄きしちゃダメだった！　私なりに考えてみるよ！」

「…………もういいよ。アンタなりはイヤな予感がする、俺が教えればいいんだろ……」

「本当？　アルトゥールがいてくれるとやっぱり安心するよ、ありがとう！」

　嬉しくてにこにこしていると、アルトゥールは疲つかれきった顔をした。大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　その時、舌打ちが聞こえてくる。顔を上げれば、ゼノンの形相がすさまじかった。

「──茶番は終わったか。この私の面前でくだらないやり取りは慎つつしめ」

「そうでした！　ゼノン兄上はお仕事で来られたんですもんね。兄上は緊きん張ちようとかされていませんか？　私は初めての謁えつ見けんの際、とてもわくわくしたんですが」

「…………チッ」

「……なにここ……温度差が激しいんだけど……」

　アルトゥールの顔色の悪さは気になったものの、そんな風に談だん笑しようしているうちに従僕がやってきた。ゼノンが羊皮紙を見せると、確認した従僕は一礼する。

「お話は伺うかがっております。まだ謁見の準備が整っておりませんので、『緑の間』にてお待ちください。……皇太子殿下はいかがなさいますか」

「……問題ないなら、同席させてもらう」

「畏かしこまりました。そのように取り計らいます。……こちらでございます」

　従僕はリュカリスには一いち瞥べつもくれなかったが、同席しても大丈夫そうなのであとに続く。案内された『緑の間』は謁見室にほど近い場所にあった。

　その呼こ称しようの通り、柔やわらかな緑色を基調とした内装の部屋だ。優美な印象を与える調度品ばかりで、壁かべ一面の絵画を眺ながめていると、視界を粉雪がちらちらと横切る。

　発生源は同父兄あにゼノンだ。前庭で目にした粉雪も、ゼノンの力によるものだろう。

（ゼノン兄上は〈星装ネフエロマ〉をまとわなくても、常から全力で力を揮ふるうための特訓を欠かさないんだからすごいなぁ！）

　腕を組んだまま、目を閉じて直立不動の同父兄あにに話しかける。

「ゼノン兄上が準備だけでも、婚礼に参加してくださるなんて嬉うれしいです！」

「かしましい。貴様には言葉を慎むという概念がないのか」

「兄上とたくさんお話ししたいんです！　だって久しぶりに会えたし、婚礼が終わったらまたしばらくお会いできないと思うので！」

「……………………」

「うわあ」

　ゼノンの粉雪の威力が高まる中、従僕が顔を出した。

　従僕は一いつ瞬しゆん、室内の白さに眉をひそめたが深々とお辞じ儀ぎする。

「……大変お待たせいたしました。支し度たくが整いましたので、ご案内いたします」

　そうして従僕の先導のもと、三人は謁見室に向かったのだった。
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　リュカリスたちが入室すると、謁見室には緊きん迫ぱくした空気が立ちこめていた。

　玉座まで続く赤い絨じゆう毯たんを挟んで、初登城した日にも見た覚えのある年とし嵩かさの官かん吏りたちが並んでいる。皆みな一様にしかめ面つらのまま、三人の歩みを見守っていた。

　目元だけは柔にゆう和わな強面こわもての皇帝と、冷然としたたたずまいが印象的な美貌の皇后が、玉座から見下ろしている。ヴィッセン帝国では令嬢のたしなみだというお辞儀──カーテシーの礼を取ろうとしてから、リュカリスは自身の服装に気づく。

（あっ！　演習場に行くつもりでいたから騎士服のままだった！　ど、どうしよう）

　騎士服で謁見するのなら、騎士としての礼がいいのだろうか？

　迷いながら拳を左胸に添そえてから片かた膝ひざを折ろうとしたら、皇帝の声がかかる。

「第二王女よ、おぬしは我が後こう継けいの婚約者だ。そう硬かたくならずともよい」

「は！　皇帝陛下のお気遣い、痛み入ります！」

　リュカリスが敬礼すると、右みぎ隣どなりに立つゼノンの片眉が跳ね上がったように見えた。

　重臣たちは舞まう粉雪が気になっているようだが、皇帝は厳格な声で続ける。

「……さて。そちらが星の国の勅ちよく使し殿どのか」

「このゼノン・ディオ・アルビレオ、我が愛すべき故郷より使者の命を受けて参じました。広大な大地を統すべし王よ、ご壮そう健けんそうでなにより」

「長旅ご苦労であった。アルビレオ勅使の来訪を歓迎する。婚礼の日程はこれより決めることになるが────」

「失礼ながら異国の王……その婚礼に関して、使者として提案したいことがあります」

　同父兄あには堂々とした声で述べて、優ゆう雅がに一礼した。そして──




「この婚約は妥だ当とうではないと、進言させていただきたい」




　謁見室にそのよく通る一声が響き、沈黙が流れる。

　目を見開いたリュカリスは右隣を振ふり仰あおいだ。重臣たちも先ほど以上にゼノンを注視し、何事かを耳打ちし合っている。兄の口許には笑みさえ浮かんでいた。

「ああ、高こう邁まいなる帝国諸君！　勘違いしないでもらいたい、人選があまりにも不適合であった。それを使者として、このゼノン・ディオ・アルビレオは痛感し、猛もう省せいしたのだ」

「ゼノン兄上、どうしてそんな……？　妥だ当とうじゃないって、どういうことなの？」

　人前なので敬けい称しようをつけて呼ぶべきだとわかっていたが、衝しよう動どうが理性を上回った。

　困こん惑わくする妹を見下ろすと、兄は冷ややかに天藍石ラピス・ラズリの瞳を細める。

「皇都を訪れた私は、帝国の民たみたちが囁ささやく噂うわさを耳にした。曰いわく──化け物をいただく皇太子が哀あわれだ、皇太子ならばもっとよい姫ひめ君ぎみを迎えられるのに……とな」

「姫君……」

　化け物との謗そしりは気にならないのに、『もっとよい姫君』の言葉には胸が痛む。

　アルトゥールは自分のことより他人を優先する優しい人だ。さらに見み目め麗うるわしいとくれば、引く手数多あまたであろう。未来の火種をなくすための政略結婚といえど、リュカリスのように戦うことしか能のない人間よりも──とまで考えたところで、腕を引っぱられる。

　次の瞬しゆん間かん、リュカリスの目の前にあったのはアルトゥールの背中だった。

「婚約者に対する侮ぶ辱じよくは、俺への侮辱にも値あたいする。使者といえど、撤てつ回かいしてもらう！」

「アルトゥール……」

　肩を怒いからせる婚約者に、リュカリスはもちろん、重臣たちも息を吞んだ。

　しかし、ゼノンは冷れい笑しようをひらめかす。

「侮辱したのは私ではない、この偉い大だいなる帝国の民だ。私は事実を述べたにすぎない。そして、帝国の民は賢かしこい。さすがは『奇き跡せき』をも作れると豪ごう語ごする賢けん者じやの国の民だ」

「……なにを言いたいわけ？」

「すでに私の判断は述べているはずだ。この婚約は妥当ではないと」

　アルトゥールばかりを矢や面おもてに立たせてはいけない。

　リュカリスは両手を握りしめてから前に進み出た。

「ゼノン、殿下。私は星女王陛下より、この輿入れに際する役目を賜たまわりました。アルビレオ星王国とヴィッセン帝国の長年の溝みぞを埋うめ、両国がより発展するように──」

「貴様は帝国に赴おもむき、幾いく日にちをすごした？　なぜかような噂が流れるのか、それは時間を無む為いにするばかりの貴様が至らないからだ。帝国人に受け入れられる兆きざしがないのであれば、貴様が嫁とついだとしても無意味。役目を果たす以前の問題だ」

　遮って返された正論に、ぐうの音ねも出ない。

（そうだ。帝国人に受け入れてもらうためにがんばるって、口だけだった）

　リュカリスが帝国に来てからしていたことといえば、まずは皇帝、皇后との距きよ離りを縮めようという奮ふん闘とうが多かった。けれど、もっと大切なことがあったはずだ。

　それは国民。国は民がいてこそ成り立つと、星女王もよく口にしていたのに！

　ゼノンに言われて初めて、市し井せいの人間と交流していなかったことに気づく。

　星王国人が『化け物』ではないと理解してもらいたいなら、後回しにすべきではなかったのだ。落ちこむリュカリスから目を逸そらしたゼノンはあたりを見み渡わたした。

「この無能なる愚妹が、大層な役目をまっとうできるはずがなかったのだ。恥ずべきことに、我らが領域内から出すべきではない者を送り出してしまった。ああっ敬愛すべき星女王陛下の慧けい眼がんも曇っていたと評さざるを得ない。ゆえに、再度申し上げる。幸い婚礼は行なっていない。知る者ぞ知るとはいえ、この婚約を白紙に戻すなら、今であると！」

　誰もが、その朗々たる口上に圧あつ倒とうされていた。

　いつになく口数の多い兄に驚いていたリュカリスも遅おくれて「えっ!?」と叫さけぶ。

　白紙!?　目を白黒させていたら、アルトゥールが反論する。

「一使者の意見が通るとでも？　確かに婚礼はまだだ。けどすでに話はまとまっているし、俺も彼女も合意している。白紙に戻す道理はない！」

「私は貴国の体面を考え、提案して差し上げたまでのこと。この無知蒙もう昧まいなる妹が皇太子妃ひという重役を務められると、本気で信じているわけではあるまい」

「彼女は身みの程ほどを知っている。少なくとも使者殿よりは、ずっと」

　静かに力強くされた断言が、室内のざわめきを殺した。

　見上げたアルトゥールの横顔は凜として美しく、有う無むを言わさぬ迫はく力りよくがある。

　そんな中、片眼鏡モノクルをかけた老ろう爺やが進み出た。以前宰さい相しようと呼ばれていた覚えがあるのだが、彼はアルトゥールを気にかけながらも口を開く。

「畏おそれながら陛下。勅使殿のご提案は不ぶ躾しつけではありますが、一理あるのではないかと」

「ほう？」

　一連のやり取りを静観していた皇帝が興味深そうに顎をさする。

（……なんとなく、皇帝陛下は母上に似ている気がする）

　皇帝は星女王と違ちがって臣下に丸投げはなさそうだが、なんらかの考えがあって成り行きを見守っていたのはわかる。

「陛下の慈じ悲ひ深ぶかきご決断に異を唱えるわけではありませんが、なにぶん急ではありませんか。この件については、私どもにも精査させていただかねば」

「──そうです、陛下！　無能の第二王女とは伺っておりましたが、〈星騎士パラデイン〉など……我らとて承知しておりませぬ！」

　宰相を皮切りに、重臣たちが口々に言い立てはじめた。

　見るからに苛いら立だっているアルトゥールがすかさず言い返す。

「この婚姻は決定事項だ！　お前たちが承知していなかろうと関係ない！」

「皇太子殿下！　事は我が国の命運を左右するのですぞ！　慎しん重ちようなご決断を！」

「俺は冷静に判断している。自分たちのことを棚たな上あげして、俺によく言えたもんだな！」

「あ、アルトゥール……落ち着いて」

　リュカリスはおろおろしながら仲ちゆう裁さいに入る。

「自分の国を愛し、憂うれうのは当然のことだ。確かに私は長年敵国だった国の王女だから、彼らが不安に思うのは仕方がない」

「リュカリス……」

　もどかしそうに眉まゆ根ねを寄せる婚約者に微笑みかけて続けた。

「君の方が、私以上によくわかっているとは思うけどね。私なら大丈夫だよ、心配してくれてありがとう。みんなに受け入れてもらえるように、私がもっとがんばれば──」

「どうしてそうなるんだよ！　アンタががんばる必要はない！」

「────では、こういう条件はいかがだろうか」

　一瞬の間さえ見み逃のがすことなく、ゼノンが割って入った。

　騒そう然ぜんとしていた謁見室が静まり返る。

　注目を浴びても涼すずしい顔で立つゼノンに、皇帝が先を促うながした。

「申してみよ」

「賢さかしき王よ、感謝します。……期限を設けるのです。この愚妹が期限内に帝国人に受け入れられなければ、私が連れ帰る。婚約も白紙に戻す──そういう条件です」

　朗ほがらかな笑みを浮かべて一礼する同父兄あにを、リュカリスは不安げに見つめた。

（ど、どうしたんだろう。今日のゼノン兄上、いつもと様子が違うような……？）

　謁見室に入るまでは、リュカリスもよく知るゼノンだったのに。

　そもそも星女王以外に敬語を使う同父兄あにの姿は初めて目にした。

　相手が皇帝だから一応配はい慮りよしているのかなぁとなかなかひどいことを考えてしまったが、そんなのんきな状じよう況きようではなかった。

「おお、それはいい！」

「蛮ばん族ぞくの──いえ。部外者の提案に乗るのは不本意ですが、なかなかの妙みよう案あんですな」

「晩ばん餐さん会で少々見直しはしましたが、やはり星王国の王女は……そこまでの覚かく悟ごを我々にもわかる形で示してくださるのなら、承しよう認にんして差し上げるのも吝やぶさかではありませんね」

　諸もろ手てを挙げて賛同する重臣たちに、アルトゥールが詰つめ寄よっていく。

「なんでこいつが──俺の婚約者が覚悟を示さなきゃならないんだ！　それ以前に、一度締てい結けつしたものを反ほ故ごにすることこそ帝国の信用に関わるだろうが！」

「で、ですが殿下、先方からの提案なわけで……」

「先方？　使者といっても、基本は婚礼に参列するだけの客人だ。使者のあきらかに一方的な私見が、星女王の意思を代弁しているというのか？　少なくとも、俺は向こうに滞たい在ざい中、それらしきことを星女王から言われた覚えはない」

　アルトゥールが『星女王』と口にした瞬間、ゼノンがまとう粉雪の密度が上がった。

　同父兄あにの笑みが少し引きつって見えたが、皇帝が宥なだめるように片手を挙げる。

「アルトゥール、気を静めよ。……宰相たちも、客人の前で恥をさらすな」

「皇帝陛下が高みの見物を決めこんでいるせいなのに、よく言えたものですね」

　ばつが悪そうに引き下がった臣下たちと違い、アルトゥールは鼻先で笑う。

　皇帝は肩をすくめると、意味深にアルトゥールとリュカリスを見比べる。

「いやはや、おぬしが面前で声を荒あららげるとはな。長生きはするものだ」

「……皇帝陛下」

　アルトゥールの地を這はうような低声に、皇帝は考えこむ素振りを見せた。

「ふむ、両者とも一理ある」

「向こうには一理もないです」

「いいや、アルトゥール。……この婚姻の目的は、そこの第二王女が申していた通りだ。両国の溝を埋め、よりよい発展をしていくため──それが大義名分である。ゆえに、確かに国民の理解というものは必要だろう」

「……なにを言っているんですか」

　怪訝そうなアルトゥールだが、リュカリスも戸とま惑どっていた。

　元々察しが悪い方だというのに、あまりに展開が急すぎて思考が追いつかない。

　ただなにかとんでもないことになっているのは、緊迫した空気から伝わってくる。

「そうだな、期限は半年……いや四ヶ月ほどが妥当か。その期間内に、我々にもわかる形で成果を見せてもらおう。その成果が出なければ、白紙もやむを得まい」

「はぁっ!?」

「なにも第二王女のみに課すわけではない。アルトゥール、おぬしも共に挑いどむのだ。二人の絆きずなが深まれば、国民からの理解も得られる……まさに一石二鳥な婚こん前ぜん修しゆ行ぎようであるな」

「どこが一石二鳥だ、このタヌキジジイ！　婚前修行ってなんだよ！」

　うんうんと頷く皇帝に、アルトゥールがとうとう敬語をかなぐり捨てて怒ど鳴なった。

「星女王には余から話を通しておこう。アルビレオ勅使は長期滞在ということになるが、不自由なことがあれば気軽に従僕を使ってくれ」

「──いえ、民を統べる賢しき王よ。突とつ然ぜんのご提案にご迷めい惑わくをおかけする分、私は皇都の宿に泊とまるので気遣いは不要。その慈悲の心だけ受け取りましょう」

「左様か。まぁ宿暮らしに飽あきたら申してくれ。以上をもって解散だ。皆の者、大たい儀ぎであった！　……后きさきよ、部屋に下がるか。疲れたであろう？　ゆっくり休むといい」

「……はい、我が君」

　皇帝が優しげな声で労いたわると、今の今まで微び動どうだにしなかった皇后が立ち上がる。控えの侍女に目配せしてさっさと退室する姿に呆気に取られるも、入れ違いに守衛たちが入ってきた。その軍ぐん靴かの音が合図のように、ゼノンも臣下たちも一礼して出て行く。

　そんな中、皇帝に食ってかかる皇太子を、守衛たちが取り押さえる。

「解散じゃないから！　ふざけるな、おい──俺に触さわるな！　放せ！」

「で、殿下、謁見の時間は終わりですので……！」

「皇帝陛下、失礼いたします」

「よきに計らえ」

　終始戸惑っていたリュカリスが軽々と運ばれていく婚約者を追いかければ、背後で閉ざされる扉とびらの音がやけに耳についた。
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　守衛たちによって最上階の私室まで運ばれたアルトゥール・フォン・ヴィッセンは荒あれていた。冬とう眠みん明けの熊くまのように室内をうろつきながら、行き場のない怒りを吐き出す。

「あいつらは何様のつもりなんだ。覚悟だと？　自分たちには覚悟なんてないくせによく言える……これだから貴族なんてきらいなんだ！」

　謁見室でのやり取りすべてが、アルトゥールの癇かんに障さわった。

　帝国の平民にも星王国人に対する偏見は残っているが、そんなものは強硬派の差別意識には遠く及およばない。そして、強硬派の大半は貴族だ。

　戦いくさになっても戦場に出ることなく、安全圏に引きこもるヤツらが他人に『覚悟』を求めるのだ。

　アルトゥールは人嫌いだが、王侯貴族の一員として高貴なる者の義務ノブレス・オブリージユは心得ている。

　だから最初は『皇太子』の義務で政略結婚を受けたし、戦を引き起こす要因をなくそうと努めているのに、政まつりごとに携たずさわる人間がああなのだから救いようがない。

　そばに立つリュカリスがずっと困った顔をしていることには気づいていたが、どうにも苛立ちがおさまらなかった。彼女が普ふ段だん通りの穏やかな声で話しかけてくる。

「あの人たちに悪気はないよ、きっと」

「どこが！　悪気だらけだろうが！　アンタもアンタだ。あそこまでボロクソに貶けなされて腹が立たないのか!?」

　同父兄あにである使者の態度はあまりにも冷ややかだ。というか、アルトゥール以上に口が悪いのではなかろうか。リュカリスはきょとんとしてからのんびりと笑う。

「うーん。だって、本当のことだから」

「はぁ!?」

　我が耳を疑う。こいつはなにを言っているのだ？

　彼女に傷ついた素振りはなく、いたって普ふ段だん通どおりの様子である。

「私が無能力者なのも、剣の腕しか取とり柄えがないことも、王女として不足していることも、全部事実だよ。ゼノン兄上は正直な人で、忌き憚たんなく短所を指し摘てきしてくれているだけなんだ。私が改善できるように思いやってくれる、優しい人なんだよ」

「あのさぁ！　優しいヤツがクソミソに罵ののしるわけないだろ！」

「君にばかり辛つらい役目を背負わせてしまってごめんね……私も主張するべきだったね」

　しょんぼりと肩を落とすリュカリスに、アルトゥールは髪をかきむしる。

（なっっんで、そうなるんだよ！）

　リュカリスはなにも悪くない。帝国人側の勝手な言い分にもっと怒っていいのだ。

　どうしてリュカリスばかりが──星王国人だけが努力して、帝国人に歩み寄る必要がある。帝国人とて同じだけの努力をするべきだろう。

　そもそも、星王国は帝国から手出ししなければ武器を取ったりしないのだ。

　アルトゥールは今回の政略結婚に際し、遊学の体ていで二ヶ月ほど星王国に滞在したが、『帝国人』であることで嫌がらせを受けた記憶はない。向こうは自国民に影響がなければ、帝国そのものに微塵も興味がないのはあきらかだった。

「でも、どうしよう。元々帝国の人たちと打ち解けるためにできることはするつもりでいたけど、四ヶ月以内に結果を出せなかったら本当に婚約が白紙になっちゃうのかな……」

　珍しくため息をつく婚約者の姿に、ようやく気持ちが落ち着いてきた。

　そうだ。問答無用で押し切られてしまったが、このままでいいわけがない。

　アルトゥールは深呼吸し、考えを整理していく。

「……これまでの関係上、今すぐ国民に受け入れろっていうのには無理がある。そんなものはあらためて考えなくたってわかることだ」

「うん、そうだね」

「なのに四ヶ月以内で結果を出せ、は早計すぎる。今は認められなくても、もっと長い目で見れば可能性はある──と俺は思う」

　そう言いながら、アルトゥールは真しん剣けんな顔で相あい槌づちを打つリュカリスを見つめる。

　断言できるのは、婚約者がリュカリスだからだ。

　リュカリスはとにかく素す直なおだし、異常なほど前向きだ。戦闘になると人が変わったように機き敏びんになるが、基本的におっとりとした気質で他人と争ったりしない。

　さらに騎士道精神が根づいているせいか、特に女から圧倒的な支持を集める姿を腐くさるほど見てきた。それは帝国に来てからも変わらなかった。

（……星王国人を嫌っていた高飛車な従妹も絆ほだしたしな）

　だからリュカリスを通じて、星王国人への偏見をなくすことは不可能ではないはずだ。

「アンタの同父兄あにだろうと、あんな勝手な言い分を受け入れていいわけがない。……条件を撤回するように、今から皇帝を説得してくる。アンタは部屋に戻って──」

「待って！」

　リュカリスが身を翻そうとしたアルトゥールを引き止める。腕を摑まれ、縮まった距離に内心動どう揺ようを隠せない。慌てて手を振ふり払はらい、適切な位置まで下がる。

（こ、こいつ、相変わらず心臓に悪い……）

　最近意図して近づきすぎないように気をつけていたのに、油断も隙すきもない。

　そんな場合ではないのに鼓動が早鐘を打っていて、アルトゥールは胸元を押さえた。

　挙動不審な婚約者を気にすることなく、リュカリスは驚くべきことを口にする。

「条件は撤回しなくていいんじゃないかな」

「はっ？　アンタ、自分がなにを言っているのか理解しているわけ？」

　いくら頭が弱いといっても、さすがに限度がある。

　彼女が破談を望んでいるわけでないのはわかるが、アルトゥールにも意図が読めない。

「婚約が白紙に戻るのはイヤだよ。だけど、ゼノン兄上たちの言い分はもっともだ」

「いや、もっともな部分はこれっぽっちもなかったから」

「そうかな？　君が言っていたように、すぐ受け入れてもらうのは難しいと思う。でも、諦めなければみんなに祝福してもらえる結婚はできるはずだよ！」

　握り拳を作って力説するリュカリスに、アルトゥールは目を見開く。

　祝福してもらえる結婚……そんなこと、考えたこともなかった。

　そう語る彼女の天藍石ラピス・ラズリの双眸は希望に光り輝いている。

「期限つきは少し難しいと思うけど、受け入れてもらうための努力なんて、結婚前でも結婚後でもやることは同じだ。私は少しでも認めてもらってから結婚したい！　ただ、君の負担は大きいだろうし……条件つきは、やっぱりイヤかな……？」

「リュカリス……」

　今の自分は彼女以外と結婚したいと思えないので、白紙に戻されるのは冗じよう談だんではない。突きつけられた条件も無茶苦茶だし、納なつ得とくもできないが────前向きな姿から一転して不安そうに瞳を揺らす婚約者を見ていると、アルトゥールは降参するしかなかった。

（そうだ。そんなアンタだから、俺は『皇太子』って人形をやめたんだ）

　思わず笑ってしまいそうになるほど、実にリュカリスらしい言葉ではないか。

　彼女らしさを大切にしたいならば、その意志は尊重すべきだろう。

　アルトゥールは深々と息をついてから、一応最後の抵抗を試みる。

「政略結婚に祝福もなにもないだろ」

「でも、恋れん愛あい結婚だからって祝福されるとは限らないよ」

「……へえ。アンタなら祝福されて当然だって言うと思ったから意外だな」

「私の父上──第一王配と星女王陛下は恋愛結婚だけど、祝福されたわけじゃないからね。陛下が反対する臣下たちを拳で黙らせて認めさせた逸いつ話わは、故郷じゃ有名だよ！」

「うわあ……」

　もはやうめき声しか出ない。あの女じよ傑けつならばやってのけるだろう。

（にしても、その家庭環かん境きようの中でどうやったらこいつみたいなのが育つんだ……？）

　複雑な家庭環境だと断だん片ぺん的な情報だけでもわかるのに、リュカリスは天てん真しん爛らん漫まんそのものだ。使者として来たゼノンの人格形成の方がまだ納得できる。

「だから、どんな結婚でも全員に認められるのは難しいってわかってるよ。……あのね」

　その囁くようなあらたまった調子に、アルトゥールはイヤな予感しかしなかった。

　これは、アレだ。精神的に殺しにかかってくる、いつものアレである。

　察知できても回避できるかは別であり、今回も逃げることはできなかった。

「私は心から本当に、君が婚約者でよかったって思っているんだ」

「はっ……？」

「アルトゥールとだから、ゼノン兄上の条件だってどうにかできるって希望を持てる。なによりせっかく君と結婚するのに、誰にも祝福してもらえないのは悲しいじゃないか」

　今の自分は間ま抜ぬけ面づらをさらしていることだろう。

　しばらく思考回路が凍こおりつき、脳みそも理解を拒きよ絶ぜつしていた。しかし意味がじわじわと浸しん透とうしてくれば、今度は全身が燃えるように熱くなる。

　ふわりと笑うリュカリスは男装していようと、もう女にしか見えない。ついでにまぶしすぎて目を背けたいのに、アルトゥールの視線は釘くぎづけのまま逸らせなかった。

「な、な、な……」

「私のことなら心配いらない。なにを言われても、なにをされても平気だよ！　……前にも言ったよね？　私は誰が敵でも、君が味方でいてくれるなら毎日幸せだって！」

「んぐぅ……！」

　とどめの一いち撃げきに、アルトゥールは膝から崩れ落ちる。

　死んだ。今、確実に死んだ。なにが死んだかといえば、心臓あたりが。

（く、くそ……！　か、かわい……いなんて……俺は！　微塵も！　思わないぞ！）

　心の中で必死に抗あらがいながら、両手で顔を覆おおう。

　先ほどの間抜け面以上に大変な有あり様さまになっていることは自覚していたので、リュカリスが慌てふためこうと無反応を貫つらぬく──貫こうと、した。

「だ、大丈夫？　どうかした？　やっぱり、気乗りしないかな？　君が撤回してもらった方がいいと思うなら、私もゼノン兄上に撤回してもらえないか頼んでみるけど……」

「……くっ……だれか俺を殺せ……」

「へっ!?　こ、殺せってなに!?」

「アンタが……それでいい、なら……俺も、別にいい……はぁ……」

　歯を食いしばったまま、なんとかその返事だけする。ため息は無限に生まれそうだ。

　どうにか表情を取とり繕つくろってから立ち上がろうとした瞬間、全身に衝しよう撃げきが走る。今度は精神的ではなく、物理的にだ。

「アルトゥール、ありがとう！　白紙にならないよう、一緒に考えようね！」

「ぎゃあっ！」

　衝撃の正体は、抱きついてきたリュカリスである。

　アルトゥールが咄嗟に突き飛ばすと、彼女は「へ？」と不思議そうにしていた。

　一瞬だったが、いい匂においがすると思ってしまった自分を殺したい。

（…………これまで以上に気をつけないと、俺がヤバイ）

　どうしてこいつは抱きついておいて平然とした顔ができるのか。

　リュカリスは簡単に『好き』だと口にする。無料配布のごとき気軽さだ。

　けれど、『君が大切だ』と繰り返す彼女の心に噓はなく、媚こびを売っているわけでもないことは、身をもって感じている。

　だからこそ、自分の気持ちに気づいてから思い悩むはめになっていた。

　やはり、リュカリスは好意の種類をわかっていないのだ──と。

　自分から伸のばしそうになる手を理性でねじ伏せ、咳せき払ばらいして気を取り直す。

「なんでもないから、アンタも気にするな」

「うーん、わかった！　君がそう言うなら気にしないよ！」

「……アンタの単純さを感謝すべきなのか、呪のろうべきなのか……」

　矛む盾じゆんしているが、少しは気にしてほしかった。

　念入りに距離をはかりながらため息をつくかたわらで、リュカリスは首をかしげている。

「とはいえ、なにをしたら帝国人に受け入れてもらえるのかな？」

「……婚礼を強行突とつ破ぱする算段をするなら今のうちだぞ」

「それは最終手段だね！　うーんうーん……そもそもなにをもって受け入れてもらえたことになるのかな？　交流を深めればいいのかな？」

　なにやら哲てつ学がく的なことを言いはじめる。だが、言われてみればそうだ。

　期日を決めたのは皇帝であるものの、あの使者は『期限内に帝国人に受け入れられなかったら連れて帰る』とのたまっていたが、その判断基準は設けられていない。

（……難なん癖くせをつけようと思えば、いくらでも文句をつけられる曖あい昧まいさだよな）

　なにせ『受け入れられた』とはきわめて主観的な状態と言える。

　まぁこちらの有利にも働くかもしれない曖昧さを指摘する必要はない。

「軍人相手なら拳と拳で語れば、通じ合えると思うんだけど、一いつ般ぱん市民だしねぇ」

「軍人以前に、なんでもかんでも拳で片づけようとするのはやめろ」

「やっぱりなにかの催もよおし物ものを通じて交流を深めるのが一番かな？」

「もう拳で語り合う以外ならなんでもいい気がしてきたから、それでいいんじゃない」

　拳けん闘とううんぬんのあとだと余計まともに聞こえるが、催し物は定じよう石せきだろう。

　こいつでも常識的な発想ができるのか……と感かん慨がい深ぶかさを覚える。

「君が滞在中は特になかったけど、故郷だと神ム前バ試ラ合ザ以降にいろいろな催し物が連続するんだよね。星せい神じん祭さいとか星せい誕たん祭さいとか……帝国ではどんなものがあるの？」

「大規模なものは皇帝の生誕祭と、智ち者しやの祭典に……年明けの舞ぶ踏とう会とかもあったか」

「ちしゃのさいてん？」

　聞き慣れない単語だからか、彼かの女じよの発音はたどたどしかった。

　子供のような好こう奇き心しんいっぱいの目に見上げられ、アルトゥールは不覚にも胸が高鳴ってしまう。うめき声不ふ可か避ひである。

「んぐ、ぐ……ち、智者の祭典っていうのは……学者が研究成果を発表する場──学会みたいなものだ。年に二回、方々から人が集まるから規模は大きいんじゃないの……」

　力なく答えると、リュカリスは難しそうな顔になった。

「むう、学者……そっかぁ、一般市民と交流を深めるって感じではなさそうだね。新しい催し物を考えた方がいいような気がしてきたよ」

「そうだな。……俺も一考してみるけど、こういう催し物は不得手だから期待するなよ。アンタもしたいことがあれば、事前に一言くれればできることはするから」

「ありがとう！　アルトゥールは本当に優しいね、心強いな」

　にこにこと喜ぶリュカリスに、どことは言わないが疼とう痛つうを覚える。

（………………催し物か……）

　こめかみを押さえ、何度目かのため息をつく。

　アルトゥールは智者の祭典にも四回に一回くらいしか出品しないほど、人前に出るのが好きではない。人混みも嫌いだし、なにより平民の大半は足を運ばないため、無理して出展する意義を見み出いだせないからだ。その間に研究した方が有意義というものである。

　だが、リュカリスなりに考えた答えが『催し物』ならば成功させてやりたい。

（というか、婚礼以前に確かめたいことも確かめられてないんだけど……）

　こんな風に懊おう悩のうすることすら、昔の自分からは想像もつかないことだ。

　──はっきりするまでは、極力近づきすぎないようにしよう。

　頭を悩ませ続けるリュカリスの姿を横目に、アルトゥールはそう決意を固めていた。
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　同父兄あにゼノンが使者として挨拶をすませた日の午後。

　親しくなった公爵令嬢のアマーリアと、その侍女ブランカが来訪するため、リュカリスは騎士服からキトンに着替える。

　男装は普段着だが、『王女』として輿入れするのにふさわしくないという常識はあった。そのため、謁見する時と作法を学ぶ時は『王女』らしい装いをしているのだ。

　そして今まさにアマーリアから帝国の作法を教わっていたのだが、どうにも気もそぞろになってしまう。リュカリスが陶坏カツプを落としかけたところで、講義は中断された。

　バルコニーに用意した小さな円えん卓たくの向かいにアマーリアが腰かけている。彼女は大きな青い目を吊つり上あげ、二つに結ゆい上あげた亜あ麻ま色の巻き毛をぴょこぴょこと揺ゆらす。

「このアマーリア様が教えて差し上げているのに上の空だなんてどういう料りよう簡けんですの!?」

「あ、そうだね。アマーリアがせっかく時間を割さいてくれているのにごめんね」

　怒るのももっともだと、リュカリスは素直に頭を下げた。

　すると、座ったまま踏ふん反ぞり返かえっていたアマーリアがため息をつく。

「ふぅ、毒気が抜かれますわ。……おまえの上の空の原因、今日到着したとかいう星王国の使者のせいでして？」

「あれ？　君、午前中に登城していたの？　よく知っているね」

「おまえは本当にお間抜けですのね。星王国人が皇城を訪問するだなんて、確かここ数十年はなかった出来事ですわ。噂になるに決まっていましてよ」

　なるほど！　アマーリアの説明に納得するのと同時に尊敬の眼まな差ざしを送る。

「教えてくれてありがとう。言われてみればアマーリアが知っていても不思議じゃないか。それにしたって、君は情報通なんだね！　すごいなぁ」

「う、うう……」

「お嬢様……そろそろ慣れてもよろしい頃合いかと思いますよ」

　ブランカが二人分の紅茶を淹いれながら、やれやれと首を振っている。

「な、慣れるってなんのことかしら。……ま、まぁ？　皇都のことなら、このアマーリア・フォン・オーフェルヴェークに知らないことはなくてよ」

「じゃあ、皇都のことで知りたいことがあったら君に訊けばいいんだね」

「…………おまえには警けい戒かい心しんとかありませんの？」

「警戒？　どうして？」

「あたくしが誤った情報を教えていたら、恥をかくのはおまえですのよ」

　リュカリスがきょとんとしてから噴ふき出だせば、彼女は柳りゆう眉びを逆立てた。

「なにを笑っていますの！」

「いや……ごめんね。アマーリアとアルトゥールは従兄妹いとこだったなって思ってさ」

　アルトゥールも似たことを口にしていたと思い出して、つい笑ってしまったのだ。

「……なんですって？」

「君から帝国の作法を習っているってアルトゥールにバレちゃった時、『間違った作法を教えられるとは思わないのか』って言われたんだ」

「あ、あんの陰いん険けん従兄いとこぉ……！　言うに事欠いて……！」

「……アマーリアにはあまり気持ちのいい話じゃなかったかな？」

　拳を震わせる公爵令嬢に、リュカリスは眉尻を下げる。

「あのね、アルトゥールも本当に君が噓をつくと思っていたわけじゃないんだよ。ただ君と同じように、私が騙されないか心配してくれただけだから、気を悪くしないでね。同じことを心配してくれるんだなって思ったら、なんだか微笑ましかっただけなんだ」

「なっ……!?　あ、あたくしは、おまえの心配なんてこれっぽっちもしてませんわ！」

「うんうん、そうだね。アマーリアのような優しい人と知り合えた私は幸運だ」

　否定するアマーリアの顔は真っ赤だ。

　照れ隠しだとわかるので、リュカリスはただにこにこと笑う。

「……ぐぬぬ……まるで人の話を聞いてませんわ……」

「そうそう、使者って私の同父兄あにでね。久しぶりに会えて嬉しかったから、今も兄がどうしているかなとか考えていたら、ぼんやりしちゃったんだ」

　逸れていた話を戻せば、彼女は青い目を眇める。

「王族が来たのは伝え聞いた名乗りでわかりましたけれど、おまえの兄妹でしたの」

「うん！　早起きするといいことがあるって本当なんだね。おかげでゼノン兄上に会えたし！　それにね、実は前々から軍隊の演習にも参加させてもらえないかって──」

「ぐ、軍隊の演習……!?」

　リュカリスの声は、ガタガタと立てられた物音に遮られる。

　物音は椅子を蹴り飛ばしたアマーリアだ。彼女は円卓越しに前のめりに迫せまってきた。

「軍隊の演習ってどういうことですのっ!?」

「え、えっと……登城してすぐ、アルトゥールに演習に参加できないかお願いしていたんだ。鈍ってきた戦闘の勘も、そろそろ取り戻したいなと思ってさ」

「つまり──つまり、軍服を着ると……そういうことですのね!?」

「へっ？　軍服？」

　アマーリアの勢いに若干仰け反ってしまったが、リュカリスはハッとする。

（そうだ！　帝国は軍隊……騎士団はないんだった！）

　いつもの騎士服だと確実に浮いてしまうだろう。

　こちらが訓練に参加させてもらう立場なのに、和を乱していいものだろうか。

「制服のことは盲もう点てんだったよ。騎士服は避けた方がいいかな」

「ええ！　ええ！　そうすべきですわ！　我が国の軍服も素す敵てきですわよ！」

「う、うん？　アマーリアがそこまで褒めるなら、すごく機能的なんだろうね」

　大きな目が輝き、頰が上気する様はとてもかわいらしいが、なんだか鼻息も荒くはないだろうか。リュカリスは少し戸惑ったが、力強い後押しに心が決まった。

「ありがとう。うっかりしていたけど、君のおかげで悪目立ちせずにすみそうだ！　アルトゥールに軍服を用意してもらえないか、あとで頼んでみるよ」

「……演習の参加はいつですの？」

「アルトゥールの都合がつけば、明日にでもと考えていたけど……それがどうかした？」

「おほほ、なんでもありませんわ。……ブランカ、例の画家を出動させますわよ！」

「……畏まりました。ただちに手配いたしましょう」

　きびきびと指示を飛ばすアマーリアに、ブランカがお辞儀する。

（えっ！　しゅ、出動？）

　画家だから戦闘ではなさそうだが、リュカリスは目を白黒させてしまう。

　呆気に取られているうちに、二人は帰りの支度を整え、バルコニーから室内に戻る。

「あたくし、急用を思い出しましたの。作法はまた後日教えて差し上げますわ」

「えーっと……今日もありがとう、いろいろと勉強になったよ。またね」

　なにがなんだかよくわからずともお礼は言っておく。

　感謝の気持ちをこめて微笑めば、頰を赤らめたアマーリアが目を逸らす。

「ふ、ふん！　……その……先ほど、作法のことも申しましたけれど」

「ん？」

「婚礼に際しての条件も耳にしていますわ」

　アマーリアはどこか気まずそうだが、本当に情報通だ。

　リュカリスは目をぱちぱちさせながら、続く言葉を待った。

「もし知りたいことがあるなら……つ、次までに考えておくがよろしくてよ。蛮族にさえ慈悲深いあたくしに感謝なさい！」

「アマーリア！　うん、お言葉に甘えて考えておくよ。本当にありがとう！」

「ぴゃあっ!?」

　優しさに感動して、衝動的にアマーリアを抱きしめる。小こ柄がらな彼女は腕の中におさまったのだが、なぜか悲鳴を上げて腕を振りほどくと、慌ただしく出て行ってしまった。

　ブランカも「お嬢様！」と叫んでから、リュカリスに一礼して退室していく。

「しまった……アマーリアってあがり症しようなのに悪いことをしたかも……」

「────あがり症って、絶対にアンタが想像するような意味じゃないからな」

　誰もいないはずの室内から声がする。バルコニーから覗きこめば、アマーリアたちと入れ違いで入ってきたのだろう。白衣を着こんだアルトゥールが呆れ顔で立っていた。

「あれ、アルトゥール。どうしたの？」

「……夕食の準備ができたから呼びに来たんだよ」

「もうそんな時間なんだね」

　一年を通して極夜の星王国に比べたら、帝国の昼夜はわかりやすいのに忘れていた。

　言われてみると空は暮れはじめていたが、夕食の時間帯ではなさそうだ。

「いつもより早いような気がするけど、今日は夕飯のあとに用事でもあるの？」

「別に。……明日、また早起きしなきゃならないからな」

　ぷいっと顔を背けるアルトゥールの頰は赤かった。演習場への同どう伴はんはあらためてお願いするつもりでいたのに、アルトゥールは頼まずとも付き合ってくれる気でいたらしい。

（……ま、また心臓が痛い……）

　最近、ぎゅうぎゅうと胸が苦しくなる頻ひん度どが上がっていた。

　命に関わる不調ならば戦士の本能でわかる。だから胸の痛みは病気に起因するものではないと判断したし、星王国で異父兄弟きようだいや侍医に相談した時も病気とは言われなかった。

　そして、この動どう悸きは決まった人間といる時のみに起こる──そう。今のように、アルトゥールと話しているとリュカリスはおかしくなってしまう。

　どうしてなのかはわからない。わからないけど不快ではないし、痛いのに幸せで。

（アルトゥールなら、教えてくれるかな）

　相談したら、いつものようにわかりやすく説明してくれるだろうか。

　考えこむリュカリスに、アルトゥールが怪訝そうに眉根を寄せた。

「……あの従妹がアンタの部屋から飛び出してきたけど何事？　あいつがまたなにかやらかしたわけ」

「え！　彼女とはなにもないけど……そうだ！　軍隊の演習のことで相談があるんだ」

　婚約者のところまで歩みを進めて切り出すと、彼は目線で先を促してくる。

　軍服の提案をする前に、リュカリスはいくつか確かめておきたいことがあった。

「アマーリアと話していたんだけど、騎士服だと私が王女だってわかっちゃうかな？」

「従妹と？　……まぁ星王国人だってことはバレバレだろうな」

「女の軍人とかいるの？」

「いないな。軍律では性別を理由にした入隊制限はないから、参加に問題はないよ」

　リュカリスは何度も頷きながら、次の質問をぶつける。

「もし女が演習に参加するとなっても、本気で相手してくれるかな？」

「アンタの本気の基準によるけど、無理じゃない」

「そっかぁ……」

　よどみない返答に、リュカリスは少し肩を落とすもすぐ表情を引きしめる。

　すると、なぜか頰筋を引きつらせる婚約者を不思議に思いつつ宣言した。




「私────変装したい！」




「はぁっ!?」

　アルトゥールが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　確かにこれだけでは伝わらないかと、リュカリスは話を続ける。

「変装といっても、軍服を用意してもらいたいんだ。男物の」

「……ちょっと待て、本当に待って。どうしてそうなった？」

「いつもの騎士服は、演習に参加するには目立ちすぎるんじゃないかなって思ってさ」

「理り屈くつはわかる。わかるけど……どう考えても、従妹に誘ゆう導どうされただろ」

　眉み間けんを揉むアルトゥールの表情は険しい。

　リュカリスは目をぱちくりさせてから首をかしげる。

「ん？　アマーリアに？　確かに軍服のことはアマーリアのおかげで気づけたけど、別に誘導とかではないよ？」

「それを誘導っていうんだよ。……あいつ、まだ飽きてなかったのか……」

　呟きの意味はよくわからなかったので、あえて触れないでおく。

「それに、君の情報だと我らが愛すべき故郷と帝国じゃ状況が異なるみたいだしね」

「…………女の軍人がいないってことを指しているのか？」

「そう！　君の国に女の戦士がいないなんておかしいとは言わないよ。戦術書にも、戦い方には国柄が出ると書いてあった。軍律で制限されてないのにいないなら、それが帝国の戦い方で、不要なものなんだと思う」

　リュカリスはよく、戦闘力にすべての才能が偏かたよっていると評される。

　自分でも感じることだし、唯ゆい一いつ誇れるものだ。

　普段は頭がいいといえないが、戦闘に関することなら頭は回る方だと自負している。

「私が星王国人でも一応王女で、君の婚約者なら、たぶん演習に参加させてもらったら帝国の軍人は気を遣つかっちゃうよね」

「……そりゃ、遣うだろ。演習場なら、訓練中の事故のように細工して暗殺なんて常道だ。いらぬ疑いを持たれるのを避けたいならな」

「だよね。……最初、君に頼んだ時はただ勘を鈍らせないために演習に参加したかったんだけど、今は少し違っていて。ほら、ゼノン兄上に条件をつけられたよね」

　期限以内に帝国人に受け入れられなければ婚約を白紙に戻す、というあれだ。

　どうすれば帝国人に認めてもらえるのか──今は具体的な案は浮かんでいない。

　けれど、この演習に参加するにあたり、もう一つの秘めたる可能性に気づいたのだ。

「まだ具体的な条件の攻こう略りやく法は浮うかばないけど……演習を通して、帝国人と親しくなるための糸口を見つけられるんじゃないかって思ったんだ！」

「……糸口？」

「うん！　相手は軍人でも、帝国人には違いないよね。城下町で情報収集するにしても、私にとっても馴な染じみのある軍隊と触れ合ってからの方が良案が浮かびそうだし！」

　目を輝かせて考えを披露すれば、アルトゥールは真しん摯しな眼差しを向けてきた。

「……城下町に、すぐに行きたいとは言わないんだな」

「もちろん、アルトゥールに城下町を案内してもらう野望は諦めてないよ！　でも、当面はいいかな。まずは軍隊でいろいろと学んでくるね」

「そう。まぁアンタが珍しく頭を使って出した結論なら、俺は別に……」

　どこか複雑そうな顔をしていたが、それ以上は口を噤つぐんでしまった。

　リュカリスは少し首をかしげてから、話の流れを軍服に戻す。

「そのためにも変装して、私に遠えん慮りよしてしまう要素は少しでも取り除きたいんだ」

「リュカリス……」

「なにより訓練で手加減されるくらいなら、素す手でで熊と格かく闘とうした方がマシだよ！」

「見直したと思ったらすぐこれだよ。基準がおかしい」

　ぶるぶると首を振るアルトゥールをよそに、リュカリスの声にはだんだんと熱がこもってきた。ついでにどんどん前のめりになっていく。

「そこで、変装なんだよ！　我ながらいい案だと思うんだけど、どうかな!?」

「どうかな、って」

「相手の意識を変えるのが難しいなら、私が変わればいい！　そう！　ただの体験入隊者として身分を隠して、男のふりをすればいいんだ！」

　握り拳を作ってさらに力説するも、彼の眼差しはなぜか遠くなっていく一方だ。

「あ、もうダメだ。止まらないな」

「君の迷惑にならないよう、ちゃんと男のふりをがんばるし！　軍服……ダメ、かな？」

「うっ」

　リュカリスは女にしては長身なものの、アルトゥールよりは低い。

　頼みこむ際、自然と上うわ目め遣づかいになってしまったのだが、相手はうめき声しか漏もらさない。だからやっぱりダメなのかと肩を落とす。

「そっか……そうだよね。ここは帝国だし……ワガママを言ってごめ──」

「ああああっ！　くそっ！」

　ひゃ!?　突とつ如じよとして大声を出したアルトゥールに、リュカリスはびっくりした。

　先ほどとは別の意味で心臓がドキドキしてきたが、彼は髪をかき乱している。

「別に、このくらい……ワガママじゃないから……」

「へ？」

「アンタが星王国で、俺を引っぱりまわした時の方がよっぽどワガママだったって言っているんだよ。だから、その、腐くさるほど軍服を用意してやるからそれで満足してろ！」

　腐るほどはいらないけれど、とリュカリスは破顔する。

　すると、歯切れの悪かったアルトゥールは顔を真っ赤にしてそっぽを向く。

「ありがとう！　君に迷惑をかけないように演習に参加してみせるよ！」

「はぁ……もう好きにすればいいけど、とりあえず、無理に男のふりをするのはやめろ」

「どうして？」

「アンタ、噓をつき通す自信があるわけ？」

「ハッ……！」

　つい最近も、彼を驚かせるためにこっそり作法を習った初日に目的がバレた人間である。

　盲点をつかれて愕がく然ぜんとしていると、アルトゥールは無言だったが呆れ返っている様子だ。

「か、隠し事、できる自信ないや……」

「だろうな」

「そ、そういえば、変装も噓をつくってことだよね……ど、どうしよう!?」

「噓って認識がなかったとか、すでにヤバイな。……アンタは自然体でいろ」

　あわあわと焦あせるリュカリスに、アルトゥールがそう助言してくれた。

「変装だとか噓だとかって意識があるから不自然になる。いいか、『言わないこと』と『噓』は違う。『隠し事』と『言わないこと』も同等じゃない」

「ん、ん……？　隠していたいから言わないんじゃないの？」

「そもそもアンタが普段着にしている騎士服も、厳密には女物ってわけじゃないだろ。……アンタ、騎士服を着ている時は男のふりをしているわけ？」

「え？　騎士服は男装だけど、別に男のふりはしてないかなぁ」

「だろ。それに男物を着ているヤツに、わざわざ『男か？』って性別を確かめるヤツはいない。訊かれなければ、アンタは噓をつく必要がないってことだ」

　言われてみれば！　感服して何度も頷くと、アルトゥールはそっと息をついた。

「今回、アンタが演習に参加する許可は元げん帥すいから取ってある。だから、アンタの身分とかは元帥には把は握あくされていると思え。で、朝礼で入隊の挨あい拶さつがあるだろうけど」

「う、うん」

「アンタは『リュカリス』とだけ名乗ればいい。どこから来たのか、とか余計なことは言うな。それは『隠し事』じゃない、言う必要がないから言わないだけだと考えろ。いいか、帝国人に対して『故意』に噓はつくな。バレた時、完全に拒絶されるぞ」

　おお……！　リュカリスは目を輝かせて拍はく手しゆを送る。

「そうか、そうだね！　無理して噓をつく必要はないんだ！　アルトゥールはやっぱりすごいなぁ！　すっきりしたよ！」

「……というか、アンタが男装したら誰だって気づかないだろうけどな」

「気づかないって、なにを？」

　きょとんとして首をかしげると、アルトゥールは曖昧に笑うだけだった。

「それより、料理が冷めるからあとの話は俺の部屋で──ああ、思い出した」

「他になにかあったっけ」

「……この間の晩餐会で、大だい蛇じやが出ただろ。あの時、防犯装置を使ったよな」

　問いかけに、リュカリスは目をぱちぱちさせてしまう。

　防犯装置とは、『女子供が安心して出歩けるように』とアルトゥールが考えて作った道具のことだ。首から提げる形式の掌てのひらより小さい物なのだが、赤い紐ひもを引っぱると大きな音が鳴り、その音に相手が驚いている隙に逃げるという使用法である。

　確かに大蛇を倒す時に使って、今も大事に抽斗ひきだしの中に保管しているが──あ、思い出したら気分が落ちこんできた。アルトゥールが怪訝そうにしている。

「なに？　急に暗くなって気味が悪いんだけど」

「だって……本当は使わないで、大切にしたかったんだ。君が私に初めてくれた贈おくり物ものなのに、君や皇后陛下を助けられたからいいとはいえ、躊ちゆう躇ちよせず使っちゃったし……」

「なっ!?」

「私、いつもそうなんだよね。戦闘のことになると、戦うことしか意識になくなっちゃって……あれだけは使わないよう、気をつけるつもりでいたんだけど」

　所しよ詮せんつもりでしかなかったのだと、我ながら残念すぎる脳みそだ。

　さらにしゅんと眉尻を下げていたら、「……あのさぁ！」と声が張り上げられる。

　今度はアルトゥールは、なぜか不自然に口許を隠していた。

「なんで、アンタ、またそういうのをぶっこんで……あれは元々使い捨てだって言っただろ。かわりの渡わたすから、今持ってるのは返せ」

「え、イヤだ！」

　差し出された片手を即そく座ざに拒きよ否ひすると、彼は眉根を寄せる。

「は？　手元にあったところで使い道はないだろ。捨てればいい、ガラクタなんだし──」

「ガラクタじゃない！」

　思わず遮った声は予想外に大きく響いて、アルトゥールも目を丸くしている。

　けれど、撤回するつもりはない。さらに反論した。

「君が作ったものは、たとえ役目を終えたってガラクタじゃない。もう使えないけど、初めてもらった大切なものだってことには変わりないよ！　だから返さない！」

「リュカリス……」

「ガラクタなんて、冗談でもひどいことを言わないで！　また言ったら、たとえアルトゥールでも許さないからね！」

　ぷりぷりして主張すると、今度は両手で顔を覆ったアルトゥールが床ゆかに転がった。

　えっ!?　突然のことに、リュカリスも仰ぎよう天てんする。

　おろおろしながら婚約者の周りをさまよっていると、低い呟きが聞こえてきた。

「つ、次から次へと……前世でどんな業ごうを背負ったらこんな目に遭あうんだ……」

「わ、私、アルトゥールのことを傷つけちゃった？　確かに、作ったのは君だから私が言える立場じゃないのかもしれないけど……でも！　私にはガラクタじゃないんだってことを、君に伝えたかったんだ。晩餐会の日に見せてくれた花火もそうだよ！　私──」

「わかった！　わかったから！　それ以上はやめろ！」

　焦った勢いでまくし立てれば、アルトゥールが慌てて止めてきた。その目元は赤らんでいたが、菫色の瞳に傷ついた光は浮かんでいない。というか、疲れきっている。

「もう返せって言わないから。とにかく夕食にするぞ……」

「う、うん。大きな声を出してごめんね」

「別に。…………あの、さ」

　彼は目線を落とし、言いづらそうに口ごもっている。

　急せかすことなく待つことしばらく、キッと眦まなじりを決したアルトゥールが顔を上げた。

「き、傷ついたわけじゃないからな！　勘違いするなよ！」

「ふぇ!?」

「その……アンタが喜んでくれるなら、作ってよかった。……それだけだ！」

　音を立てて固まったリュカリスは、「料理をあたため直す！」と叫んで出て行ったアルトゥールの背中を黙って見送るしかなかった。そして。




「──────死んだ」




　もう、私はダメかもしれない。

　心臓の痛みが最高潮に達したリュカリスも床に転がるはめになる。

　リュカリスが起き上がれたのは、アルトゥールが再び夕食に呼びに来てくれた時だった。
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　もうダメかもしれないと思ったが、リュカリスは寝ねて起きたらぴんぴんしていた。

　今日は念願の、演習に参加する日である。

　リュカリスは気持ちのいい目覚めに、サイドテーブルに置いていた大きな袋ふくろに機き嫌げんよく手を伸のばす。袋は、夕食後にアルトゥールから渡わたされたものだ。

　袋の中には軍ぐん帽ぼうに軍服、それに編み上げの深靴ブーツと二代目防犯装置が入っている。

　まず二代目防犯装置を手に取り、首から提さげた。次に軍帽と深靴ブーツを寝しん台だいに並べてから、漆しつ黒こくの短外套ジヤケツトを広げ────リュカリスは首をかしげた。

「……どうしてこんなところにいるんだろう」

　寝しん台だいに転がり落ちた生き物が威い嚇かくしている。どうやら畳たたまれた短外套ジヤケツトの中にいたらしい。

　その生き物は黄色い蠍さそりだ。小指くらいの大きさだが、小型の蠍には毒性の強いものが多いと騎士団で学んだ。大型の蠍の方が意外と安全である。

　確か体格のいい大人が小さな蠍に刺さされて死亡した事例も一度だけ──あれ？

「……これ、その時の蠍に似ているような……？」

　危険だと認にん識しきした瞬しゆん間かん、リュカリスの中でなにかが切きり替かわった。

　枕まくら元もとに置いておいた剣を抜ぬき払はらい、毒針の部分だけ斬きり飛ばす。敷しき布ふに飛び散った液は毒液だろう。じっと見つめてから、カサカサと動く蠍の上に箱をかぶせておく。

　とりあえず無力化できたので、リュカリスは着き替がえることにした。

　瑠る璃り色の肋ろつ骨こつ状の糸飾かざりと革帯ベルトがついた、丈たけを腰こし上うえまで詰つめた黒い短外套ジヤケツトを着こむ。その詰つめ襟えりまで留とめてから、側面に瑠璃色の線が入った黒い脚衣ズボンを穿はく。

　まだ下ろしていた髪かみを手早く結ゆい上あげ、黒い庇ひさし以外は瑠璃色の軍帽をかぶる。

　騎士団の純白の制服と違ちがい、帝てい国こくの軍服は黒と紫し紺こんを基調としているようだ。

　編み上げの深靴ブーツは履はくのに少し苦労したが、今のところ動きやすい。

「おお！　まだ慣れないけど、訓練しているうちに馴な染じむかな」

　いつものように愛剣も装備して最終確かく認にんをしていると、部屋に叩音ノツクが響ひびいた。

　きっと迎むかえのアルトゥールだと飛んでいけば当たっていた。

「おはよう、アルトゥール！　用意してもらった軍服、すごくいいね！」

「────うわあ」

　開口一番が、なぜかうめき声だった。

　リュカリスが不思議そうにしていたからか、アルトゥールが咳せき払ばらいする。

「いや……おはよう。俺の想像を遙はるかに上回る仕上がりで、少し引いただけだから」

「仕上がりって、なんの？」

「アンタが知らなくてもいいことだ。……演習場に行くぞ」

　そう促うながして、ふわあと大きなあくびを一つ。眠ねむ気けをたたえた目元をこする婚こん約やく者しやと肩かたを並べて歩きながら、リュカリスはドキドキする胸を押おさえた。

　自分のために無理して早起きしてくれているのだと思うと、やはり申し訳なさを覚える。それと同じくらい嬉うれしくなるのは、不ふ謹きん慎しんだろうか。

（こんなに協力してもらっているんだ！　演習、がんばろう！）

　より気合いが入るというものだが、一階まで下りると、アルトゥールが足を止めた。

　どうしたのだろうと視線の先を辿たどれば、向かいの通路からアルトゥールの弟ナイトが歩いてくるところだった。お供の侍女はおらず、一人のようだ。

　伏ふせられていた翡ひ翠すいの目がリュカリスたちを捉とらえる。彼かれは一いつ瞬しゆんだけ目を眇すがめてから小さく会え釈しやくした。それからひっそりとした笑えみを浮うかべる。

　繊せん細さいに整った容よう貌ぼうも相まって、今にも消えそうなほど儚はかなげに映った。

「兄様がこんなに朝早く、珍めずらしいですね」

「………………そういうお前も、あの過保護な侍じ女じよをつけてないだろ」

　長い沈ちん黙もくの末に、アルトゥールはそっぽを向いてそう返す。

　リュカリスが帝国に来た当初から、この兄弟のやり取りはどこかぎこちない。

（……アルトゥールが家族の話をしないことと関係あるのかな）

　嫌きらっているわけではないのだろう。無表情ながら少し苦しそうにも見える婚約者の横顔を見守っていると、ナイトの眼まな差ざしが今度はリュカリスに向けられる。

「……隣となりにいらっしゃるのは──リュカリス様、ですか？」

「あ！　ご挨あい拶さつが遅おくれました。ナイト殿でん下か、おはようございます！」

　軍帽を取って敬礼すれば、弟皇子が微笑ほほえむ。ただ翡翠の目はいやに静かなままだ。

　彼が少し頭をかしげれば黒くろ髪かみにはめられた銀ぎん筒とうが揺ゆれ、燭しよく台だいの灯あかりを受けてきらめく。

「──やっぱり、その軍服はあなたが着るためのものだったんですね」

「やっぱり？」

「いいえ。とてもよく、お似合いだと思います。……侍じ女じよに黙って部屋を出てしまったので、おれはそろそろ戻もどりますね。兄様の言う通り、彼かの女じよはちょっと心配性しようなので」

　苦く笑しようするナイトは一礼した。

「また時間がある時に、兄様たちとお話ができたら嬉しいです。それじゃあ……リュカリス様も、怪け我がには気をつけてください」

「はい！　お気き遣づかい、痛み入ります。ナイト殿下もお体にお気をつけください！」

　小さく手を振ふりながら立ち去るナイトの背を見送ってから、「……あれ？」とリュカリスは目をぱちぱちさせる。

「私、なにか君の弟に悪いことをしちゃっていたかな？」

「どうしてそう思うわけ」

　即そく座ざに反応が返ってくる。リュカリスを見下ろすアルトゥールの菫すみれ色いろの双そう眸ぼうからは感情の色が読み取れない。さすが兄弟というべきか、先ほどのナイトとそっくりだ。

「ん、と……前より距きよ離りを感じるような？　でも、気のせいかな」

「…………ふーん」

　アルトゥールは考え深そうに顎あごをさすってから息をつく。

「……少し、情報が足らないな」

「情報？　ナイト殿下のこと？」

「それだけじゃなくて────まぁアンタはいつも通りにしていればいいよ。それより、演習に参加する時間がなくなるから行くぞ」

「う、うん」

　なにか気になることがあるようだが、まだ教えてくれるつもりはないらしい。気になるけれど、時期がくればきっとわかるだろう。

　現い在ま、大切なことはどうすれば帝国人に受け入れてもらえるか。その一点である。

　それは帝国人のアルトゥールではなく、星王国人であるリュカリスが考えなくてはいけない。だからそれ以上の追及はせず、目的地の演習場に向かったのだった。




　演習場に直行するのかと思いきや、アルトゥールは寄り道をした。

　そこは演習場の近くに建てられた軍の庁舎らしく、皇城の静けさと打って変わり軍服を着た男たちが行き来している。

　彼らはアルトゥールに気づくと、一様に瞠どう目もくしてから慌あわてて敬礼していた。

　やはり帝国人にとっても早起きしている皇太子は珍しいのだとわかったが、アルトゥール当人はそんな反応を意に介かいすることなく、ある部屋を訪問する。

「失礼する」

　アルトゥールは叩音ノツク一回とその声かけだけして、返事を待つことなく入室してしまう。

　い、いいのかな？　リュカリスは戸と惑まどいながらもついていく。

　大型の銃じゆうを交差させて壁かべに飾っていること以外は、内装からして執しつ務む室だろう。

　室内には三十代半ばくらいの褐かつ色しよくの肌はだをした男がいた。

　つけた勲くん章しようが重たそうな漆黒の短外套ジヤケツトに腕うでを通すことなく肩かたにかけ、腕うでを組んでいる。精せい悍かんな顔立ちではあるが、その端たん整せいさよりも三白眼気味な青い目に注意が向く。

　熊くまのような大おお柄がらも相まって、上からこちらを睥へい睨げいしてくる相手には威い圧あつ感を覚えた。

「……ガルドゥーン元げん帥すい閣下、挨拶に来た」

　婚約者が目礼と共にした端たん的てきな発言で、ようやく寄り道の意味を知る。

（……アルトゥールは期待しない方がいいって言っていたけど、強そうだ）

　ただ体格がいいだけではない。見る者が見れば、鍛きたえ上あげられているのは一目でわかる。

　相手──元帥はにやっと口角を上げると、儀ぎ礼れい的に頭だけ下げた。

「これはこれは……アルトゥール皇こう太たい子し殿でん下か、朝からご機嫌麗うるわしいようで」

「世辞はいい。……朝礼前の顔見せだ。こいつも連れていけ」

「………………こ、こいつ？」

　その野太い低声にはあからさまな動どう揺ようが滲にじんでいた。

　自身の眼前に立つ二人を繰くり返かえし見比べる元帥に、リュカリスは軍帽を取る。

「は！　気が利きかずに失礼しました。……私は剣を捧ささげし〈星騎士パラデイン〉の一員にして、アルビレオ星せい王おう国こく第二王女リュカリス・ディオ・アルビレオです。アルトゥールから話をお聞きかと思いますが、元帥閣下にはお初にお目にかかります！」

「………………お、おお……」

「今回は無茶なお願いを受け入れてくださったこと、心より感謝しております！」

　星王国式ではあるが最敬礼すれば、元帥は意外なほどの無防備さで目を丸くした。

「……これはまた……毛色の違った姫ひめさんですな。我わが輩はいの想定とは、少々異なる」

「想定、ですか？」

「あの殿下がいつになく自信満々に『問題ない』と言いきったわけは理解しました。……挨拶以降、我輩は関知しないためそのつもりでいていただきたい」

　元帥は体の前で腕を組んだまま、リュカリスを見み据すえてそう言った。

　その冷ややかに観察する目つきにも、笑え顔がおで首しゆ肯こうする。

「もちろん！　演習に参加させていただけるだけありがたいので、お気遣いなく！」

「……名乗り遅れましたな。我輩はギルベルト・フォン・ガルドゥーン……ま、これでも元帥の席についている者です」

「ギルベルト……フォン、ガルドゥーン閣下ですね。覚えました！　ご迷めい惑わくをおかけしないように気をつけますが、よろしくお願いいたします！」

　たどたどしく復唱してにっこりと笑えば、元帥は婚約者に目をやった。

「…………アルトゥール皇太子殿下におきましては、よもや我輩を謀たばかっているわけではありますまいな？　どうにも、王女には見え……」

「言いたいことは百も承知だが、俺がそんな面めん倒どうな噓うそをつくわけないだろ」

「はあ、左様で。……すべては御おん身みの御お心こころのままに」

　……なにが噓なんだろう？　リュカリスにはよくわからなかったので聞き役に徹てつしていたが、なにやら話がついたらしく、アルトゥールもこちらを見た。

「俺は演習場まで行かないけど、なにかあればすぐに言え」

「わかった！　その時はちゃんと報告するよ！」

「……なにかなくても、気になることがあれば報告しろよ」

「うん」

　心配そうに念を押してくる婚約者の優やさしさが嬉しくて、リュカリスはますますにこにこしてしまう。その様子を、元帥はなぜか信じがたそうに眺ながめていた。




　元帥と一いつ緒しよに軍の庁舎を出てすぐ、アルトゥールから「私室に戻る」と切り出された。

　優しい婚約者は早起きしたため眠ねむそうにしながらも最後まで心配してくれていたので、リュカリスが「大だい丈じよう夫ぶ！」と笑顔で親指を立てたら、ますます深刻な顔をされてしまう。

「少しも大丈夫じゃない気がしてきた。もう『大丈夫』の概がい念ねんすらわからないな」

「え？　なんか壮そう大だいな話になる？」

「うーん、この……能天気な……いや、まぁあの演習場は大丈夫か……」

　自問自答した結果納なつ得とくしたようで、アルトゥールとはそのまま別れた。

　そんなわけでいつになく大人しかったリュカリスは何事もなく演習場につく。

　ちょうど朝礼が終わった頃合いだったのか、隊員たちは散開し、思い思いの訓練に移ろうとしていた。演習場はいくつかあるようで、部隊によって使い分けているという。

　リュカリスが案内された演習場を使う部隊についての説明はされなかったが、隊員の雰ふん囲い気き的は実戦を想定している感じではない。

　どうにも緊きん張ちよう感に欠けていたが、元帥の姿に気づくとすぐさま集まった。

　目算だと、人数は三十人ほどのようだ。

　元帥は集合した隊員を見回してから、リュカリスに視線で進み出るように合図してくる。

「皆みなの者、ご苦労！　朝礼に間に合わなかったようですまないな。……本日よりしばらく、この警けい邏ら隊たいに所属することになった体験入隊者を紹しよう介かいする」

「は！　……閣下よりご紹介に与あずかりました、今日から参加させていただくリュカリスです！　みなさんの足を引っぱらないように努めるのでよろしくお願いいたします！」

　なるほど、城下の見回りをする警邏隊か。どうりで比ひ較かく的てき緩ゆるい雰囲気のはずだ。

　リュカリスは納得しながら敬礼した。すると、注目していた隊員たちは少し眉まゆをひそめてから顔を見合わせている。ため息をつく者もいて、首をかしげてしまう。

（な、なんだろう。歓かん迎げいされてない？）

　というか、アルトゥールの婚約者の王女だとバレてしまったのだろうか。

　もし気づかれて王族の道楽だと思われている場合、これからの行動で『違う』ことを証明すればいい。だから特に気にせず、リュカリスは隊員たちに笑いかけたのだった。




　元帥は事前の宣言通り、紹介だけしたらとっとと引き上げてしまった。

　これからどうすべきなのか。肩けん章しようから目星をつけて、赤毛の若い男に声をかける。

「すみません、隊長でよろしいでしょうか？」

「あ？　……確かに、自分が警邏隊で隊長を任されているが」

　三十二、三歳さいほどか。造ぞう作さくは優しげな印象だが、切れ長の琥こ珀はく色の目が鋭するどく光っている。無造作に切られた赤毛をがしがしとかいてから、リュカリスと向き合った。

「訓練初日なので、私はなにをすべきかお伺うかがいしたく！　あと、こちらは警邏隊ということですが、城下町を巡じゆん回かいする曜日などは決まっているのでしょうか？」

「あー、そうだな。巡回の当番は気にすんな。訓練については……演習場十周が終わったら、あとは適当にそこら辺にある道具を使ってくれて構わねぇ」

「えっ！　適当に、ですか？」

　そこら辺にある道具、で指を差されたのは長い鎖くさりのついた鉄球。用よう途とは腰に括くくりつけるのだろうか？　次に腕環バングルが転がっているが、これは重しの役目がありそうだ。

　他にもいろいろとあったが、投げやりな言い方にリュカリスは困こん惑わくしてしまう。

　しかし、隊長は真面目くさった顔で首肯する。

「適当に、だ。……初日だから張りきるのもわかるが、やめとけやめとけ。警邏隊ってのはたんなる形だけの部隊だ。張りきったところでなにが評価されるわけでもねぇ」

「は、はあ……？」

「てめぇ一人で熱くなられんのは、こっちも迷惑だ。今どき熱血なんざ流は行やらねぇしな。ま、てめぇも上でなにかあってここに回されたんだろ。適当に流してがんばれや」

　それだけ言うと、隊長はリュカリスの肩を叩いて去っていった。

（…………………………あれ？）

　星王国の王女だとバレたのかと思ったが違うらしい。

　違うようだが────予想外の軍の在あり様ように、しばし呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしてしまった。




　その後、隊員たちに挨拶しようにもあからさまに避さけられ、手合わせをお願いできる空気でもなかった。彼らには覇は気きというものがなく、頻ひん繁ぱんに休きゆう憩けいしていた。

　結局一人で走ったり、重しを両腕につけたまま素振りをしたりして、みんなの解散にあわせて皇城に戻る。螺ら旋せん階段を上りながら、リュカリスは考えこむ。

「……なんだか、思っていた演習と違うような気がする……？」

　言葉をなくす程度には衝しよう撃げき的だったが、部隊で違いもあるのだろう。

　町が平和だからこそ、警邏隊ものんびりしているのかもしれない。

（まぁこれはこれで訓練になったしね！）

　本当は手合わせできたら嬉しかったが、気き兼がねなく体を動かせるのは想像以上にすっきりした。にこにこしたまま最上階についたリュカリスは驚おどろく。

「あれ、アルトゥール？　さっきから廊ろう下かを行ったり来たりしているけど、なにか探し物？　探し物なら手伝うよ！　私、目はいいからね！」

「──うお!?」

　気配に気づいていなかったらしい婚約者が飛び退のいた。それから髪を整えて咳払いする。

「さ、探し物じゃない。……演習、どうだった」

「ああ！　警邏隊の訓練に参加させてもらったんだけど、いい運動になったよ！　アルトゥールのおかげで気持ちよく汗あせも流せたし、本当にありがとう！」

「…………アンタ、なにも言わないんだな」

　なにも？　リュカリスがきょとんとすれば、彼は言いづらそうに続けた。

「やる気がなかっただろ」

「ん？　確かに、故郷の騎士団と比べたら士気は高くなさそうだけど、それって帝国が平和だという証しよう拠こだよね。いいことだよ！　先せん輩ぱい隊員とも仲よくしていけたらいいな！」

「アンタのその病的なまでの前向きさはいったいなんなんだ……」

　深い皺しわを刻んだ眉み間けんを揉む姿は、故郷で胃痛に悩なやむ宰さい相しようを想起させた。

「アルトゥール、大丈夫？　カリオス殿みたいだけど」

「大丈夫かどうかは俺おれじゃなくてさぁ……はぁ、もういいや。朝食の準備できてるから」

「朝食！」

　歓かん声せいを上げた瞬間、ぐぅと腹の虫が鳴る。リュカリスも照れ笑いを浮うかべる。

「あ、あう。気づいたらお腹なかが空いてきちゃった……」

「……ふ。アンタって本当────早く軍服を着替えてきなよ」

　それは思わずこぼれたような優しい笑みだった。

　珍しく穏おだやかな菫色の双眸に、心臓がまたきゅっとなる。

　空腹感すら吹ふき飛とぶ感覚に、先ほどとは別の意味で顔が熱い気がした。

　胸のざわめきを振り払うように、アルトゥールに断ってから私室に飛んでいく。

　とにかく着替えようと騎士服を取り出しながら、リュカリスはあることに気づいた。

「あれ、寝台がきれいになっている」

　確か朝、蠍の針を切り落とした時に液体が飛び散ったのに、その痕こん跡せきが消えている。

　そもそも空き箱をかぶせておいた蠍の姿もない。

「回収してくれたのかな」

　侍女がいなくなってから、寝台などは自分で整えていたのだが──まぁいいか。

　目についた小さな異変よりも、アルトゥールを待たせていることに意識がいってしまい、そのことは思考の片かた隅すみに追いやられてしまった。
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　訓練初日は自主練同然だったが、思いっきり体を動かせたことに変わりない。

　アルトゥールが用意してくれる食事はいつもおいしいが、今日は特においしく感じた。

　いつになく食欲旺おう盛せいなリュカリスを前にして、彼は少し顔を引きつらせていた。

「ア、アンタ、いつもそんなに食べてたか……？」

「今日は運動したからね！　アルトゥールの料理もおいしいから、いくらでも食べられちゃうよ！　まぁ故郷じゃこの三倍は食べていたけど」

「……さ、三倍……!?」

　向かいの婚約者は腰かけたまま仰のけ反ぞり、テーブルの上の皿とリュカリスを見比べる。

　朝食にはブレッド、白ブ腸ル肉ス詰ト、乾酪チーズ、ゆで卵が決まって並ぶ。

　そこにおかずを二品ほど加えたのが定番の献こん立だてなのだが、今日はさらにあたたかい馬ば鈴れい薯しよをすり潰して塩コショウで味付けしたものに、野菜をたっぷり使った汁ス料ー理プもあった。

　訓練初日で、お腹が空いているだろうと気遣ってくれたのかもしれない。

　品数はもとより、一つの皿に盛られている量とて多かったのに、リュカリス一人でほとんど征せい服ふくしてしまった。

「正直、今日は作りすぎたかと思っていたんだけど、この三倍……？　アンタのその細い体のどこに吸収されているわけ……？」

「難しいことはよくわからないけど、筋肉かな！」

「……………………そう」

　長い沈黙ののち、アルトゥールは釈しやく然ぜんとしない顔で頷いた。

　談だん笑しようしているうちに食事を終え、満腹になったリュカリスはあることを思い出した。

「そういえば、私の新しい侍女って決まったの？」

「いや、従妹いとこたちがやめてからは探していない。……侍女がほしいのか？」

「ほしいわけじゃないけど、そっかぁ。さっき部屋に戻ったら、寝台をきれいにしてくれていたから、新しい侍女が決まったのかなと思ったんだ」

「──寝台がきれいになっていた？　どういう意味？」

　アルトゥールは表情を険しくして、テーブルに身を乗り出す。

　その勢いに戸惑いながら、リュカリスは報告していなかったことを口にした。

「えっと、朝は時間がなくて、戻ってきてからは余よ裕ゆうがなかったから言い忘れていたんだけど、軍服から蠍が落ちてきてね」

「蠍っ!?」

　今度こそ彼は立ち上がり、リュカリスの両りよう肩かたを摑つかんだ。

　間近に迫せまった真剣な顔に心音が速まったが、アルトゥールがまくし立てる。

「落ちてきてね、じゃないだろ！　アンタ、刺されたりしてないだろうな!?」

「あ、それは大丈夫だよ！　小さくて黄色かったから、毒性の強い蠍かなと思って、すぐ針を切り落としたからね！　それで敷布が汚れちゃって──」

「切り落と……!?　なんですぐに言わないんだ！」

　就寝中に暗殺者の襲しゆう撃げきを受けた時のように声を荒あららげるアルトゥールに、リュカリスはやっと真っ先に報告すべきことだったのだと理解する。

「ご、ごめんね……帝国じゃ蠍が紛まぎれこむことはよくあることなのかなって……」

「平野ならまだしも、ここは城で、しかも最上階だぞ。自然に紛れこむわけがない」

　平静を取り戻したのか椅い子すに座すわり直したが、声こわ色いろは冷ややかだ。

　リュカリスはしょんぼりと肩を落とす。

「言われてみれば、そうかも……」

「……軍服から落ちたってことは、俺が渡した袋の中に入っていたのか？」

「うん。短外套ジヤケツトを広げたら目の前にいたから、そうだと思う」

「で、演習から戻ってきたら寝台が勝手にきれいになっていたと」

　うんうんと頷うなずいてみせれば、アルトゥールは額を押さえた。

「……頭が痛くなってきた……」

「そ、そんなにまずいことだった？　汚されていたならまだしも、きれいにしてくれたわけだから、感謝こそすれ悪いことではない気がするけど」

「……従妹たちがやめてから新しい侍女選びは保留にして、俺とアンタの部屋には許可なく入らないように女官に命じてあるんだ。知らない間に清せい掃そうされるのは怪あやしい」

　なるほど！　リュカリスは熱心に相あい槌づちを打ってから、はて？　と首をかしげる。

　……だからってどうして怪しいのだろう？　振り出しに戻った思考を察知したのか、アルトゥールがため息をつく。

「まぁアンタに察しろって言っても無理なことはわかっていたけどさ。……つまり、鈍どん感かんなアンタは気づきもしてないけど暗殺未み遂すいに遭あっていて、手がかりになる蠍も敷布も、清掃という形で証しよう拠こ隠いん滅めつされたってことだよ」

「えっ！　あれって私への攻こう撃げきだったんだ！　へえ」

　目を丸くしてから感心すると、婚約者は脱だつ力りよくしたようだった。

「アンタと話していると、深刻な事態も軽く感じそうになるよ」

「んー、私としても実際そこまで深刻に考えることじゃないからなぁ」

「……あのさぁ」

　アルトゥールの再び低まった声に、背筋がぴんと伸びてしまう。急いで弁解する。

「君は心配しているんだってちゃんと理解してるよ！　別に死に急いでいるわけじゃない。前にも言ったけど、こういう物理攻撃ならどうにかできる範はん囲いだ。食事に毒を盛られたら対処しようがないけど、いつも君が料理を作ってくれるから大丈夫だしね」

「それは────別に、アンタのためじゃない」

　照てれ隠かくしなのかと思ったが、頰ほお杖づえをついたアルトゥールの眼差しは暗く沈しずんでいる。

「俺が簡易厨ちゆう房ぼうを作らせたのは……研究に没ぼつ頭とうすると、食事を忘れるからでもない。アンタが対処しようがないって言った、毒を盛られないようにするための自衛だ」

「そうだったんだ……」

「……さっきのは……八つ当たりだった。蠍は少なくとも、俺がもっと警けい戒かいしておけば防げたことだ。アンタに渡す前に袋の中身を確かめればよかった。怒ど鳴なって悪い」

　苦しげに目を伏せる相手に、リュカリスは慌てた。

「そんなこと！　君のせいじゃないよ。私は何事もなかったし！」

「これからもそうとは限らないだろ。…………城の人間は、誰だれも信用できないのにな」

　自じ嘲ちようするアルトゥールに、ハッとして黙りこむ。

　その声色の重苦しさは、今回のことだけではない根深さを感じさせた。

（……アルトゥールは、本当に優しいんだな）

　いつもそうだ。アルトゥールは自分ではなく、他人が危険な目に遭ったら傷つく。

　なにかいい対処法を提案できればいいけれど、リュカリスは頭がよくない。

　だからアルトゥールがテーブルの上で握りしめていた手を取り、両手でつつみこむ。目を瞠みはった彼に微笑みかけ、思ったことを音にした。

「心配してくれるのは嬉しいし、アルトゥールの優しさだとわかっているよ。でもね、私は危険なことを承知のうえで、君と一緒にがんばることを選んだんだ」

「……一緒に、がんばる……」

　嚙かみしめるような呟つぶやきに、力強く首肯する。

「そうだよ！　君がこれほど警戒してくれていても阻そ止しできないことがあるなら、それは避けようのないことなんだ。なにからなにまで、君が背負うことはないよ。事態に直面した時に最善を尽くせばいい。私はそう、騎士団の活動で学んだよ」

「……別に、背負っているわけじゃない」

　眉まゆ根ねを寄せた彼はぷいっとそっぽを向く。リュカリスは苦笑した。

「にしても、一連の襲撃って規則性がないよね。強しいていえば、事故に装よそおって始末しようとしている点は一いつ貫かんしているのかな」

　相手を殺せるならなりふり構わないタイプではなさそうなところも、星王国での騒そう動どうと似ている気がした。あの時の標的は自分ではなかったが、共通する回りくどさである。

「アルトゥールは黒幕に心当たりがあったりする？」

「……さあ。敵が多すぎてわからないな」

　アルトゥールの意味深な間は気になったが、リュカリスはあえて触ふれなかった。

「そっかぁ。まぁ今はゼノン兄上の条件を優先すべきだしね。これで黒幕と直接対決できるなら、一いつ兎と追うついで二に兎と目も仕留められるんだけどなぁ」

「相変わらずの脳筋たとえだな、いっそ安心するよ」

「え？　そうかな!?　アルトゥールに私の腕を信しん頼らいしてもらえると嬉しいよ！」

　嬉しさで頰を赤らめれば、ゴツン！　と痛々しい音が響く。びっくりして正面を見れば、額からテーブルに突つっ伏ぷしたアルトゥールから弱々しい呟きが聞こえてきた。

「……もうやだ……」

「ど、どうしたの？　や、やだって、あの、私、イヤなことをしちゃってた？」

「これがバカわいい……」

「またバカわいい？　ねえねえ、バカわいいってなぁに？」

　異キ父ー兄リだけでなく婚約者まで謎なぞの単語を口にするようになってしまった。

　……働きすぎなんじゃ？　おろおろしながら疑ぎ惑わくの眼差しを向けてしまったが、アルトゥールは額をさすりながら顔を上げる。

「深読みするバカらしさについて考えていただけだ。アンタは気にするな」

「そ、そう……？」

　額、めっちゃ赤いんですけど……。けれど有う無むを言わさぬ語ご尾びに気け圧おされて納得しておくと、アルトゥールが空になった皿を重ねて銀盆ぼんに載のせた。

「俺は仕事に戻る。……アンタは？」

「私は……どうしよう。あ、この階の書庫には戦術書とかあるのかな？」

「戦術書？　あるけど、数は少ないし、アンタの期待に応えられるか怪しいぞ」

「大丈夫！　帝国の軍隊について知りたいだけだから！」

「……うちの軍隊の？　どうして」

　怪訝そうなアルトゥールに、リュカリスは演習場の様子を思い返して答える。

「なんだか、隊員から浮ういている？　ような気がしてさ。攻こう略りやく法の糸口を探すためはもちろん、個人的にも馴染みたいんだ！　警邏隊の連れん携けいを壊こわすことになったら悪いからね」

「ふぅん、なるほどな」

　そう何度か頷くと、アルトゥールがじっと見つめてきた。

「アンタさ、警邏隊の士気が高くないって言っていたよな」

「うん、言ったね」

「その印象は正しい。……うちの軍隊は、末まつ端たんほどやる気がないんだ」

「えっ!?」

　リュカリスは仰ぎよう天てんしてしまった。

（帝国ほどの大国の軍隊が、やる気がないってどういうこと……？）

　当とう惑わくしていると、彼はため息をついた。

「ここは時に血統以上に学者が優ゆう遇ぐうされる国だってことは、アンタも承知しているだろ」

「それは、もちろん。有名だから、私でも知っているよ」

「実力の上では、他国と遜そん色しよくない強さは保有していると思う。ただ、うちの軍隊は平時はないがしろにされがちなんだ。アンタの言う通り、暇ひまなのは平和の証拠なんだけど」

「そういう意味かぁ」

　やる気がない、とアルトゥールが指した意味をやっと理解する。

（今は正しく評価してもらえる機会がないから、訓練も適当……ってこと？）

　リュカリスにとって、警邏隊は末端ではない。確かに近衛このえ兵へいなどと比べたら花形ではないかもしれない。けれど、市民の平和を直接護れる部隊だと認識していた。

　実際、リュカリスが星王国でしていた騎士団の仕事は主に警邏である。〈星騎士パラデイン〉に一席を置く騎士が町を巡回し、市民と親身に接するだけでも犯罪の抑よく止しに繫つながるのだ。

「元帥の采配だが、俺も警邏隊が一番安全だと思っている。けど……アンタが、警邏隊から違う部隊に異動したいなら、少しは考こう慮りよしてやっても──」

「アルトゥール、ありがとう。気遣ってくれて。でも、異動はいいよ！」

「……本当にいいのか？」

「偶ぐう然ぜんとはいえ、警邏隊に配属してくれて感謝しているんだ！　私は騎士団でも警邏の任務が大好きだったから嬉しいよ」

　その答えが意外だったのか、アルトゥールは目を見開いた。

「私は、私なりのやり方で警邏隊でもがんばるよ！　明日の演習も楽しみだなぁ。本当に、演習に参加できるように掛け合ってくれてありがとう！」

「別に、たいしたことじゃない。……最初に事情を話さなくて悪かったな」

　わずかに目元を赤らめて、ぼそぼそと呟く。

　リュカリスはきょとんとしてから、ゆるく微笑んで首を振る。

「帝国は大きな国だから、いろいろな事情があるのは当たり前だろうし気にしないで」

「そう。……小さなことでも、次からはすぐに報告しろよ」

「う、今度は言い忘れないように気をつけるね」

　リュカリスにとっては些さ細さいなことでも、アルトゥールの視点からでは違う意味を持つのだとよくわかった。あとで部屋に貼ってある『心構え』にも書き足しておこう。

　そんな風に反省しながら、アルトゥールの部屋を出たリュカリスは書庫に向かった。

　本ほん棚だなの分類がわからず迷ってしまったものの、なんとか目当ての書物を引き抜く。

　戦術書は、リュカリスが唯一眠くならない本だ。読み進めてみてから嘆たん息そくする。

「…………うーん。故郷で調べた以上の情報はなさそうだなぁ」

　帝国の流りゆう儀ぎは、現場で学んでいけばいいか。

　そう開き直ったあとは特に何事もなく、一日がすぎていった。
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　翌朝。演習後のリュカリスが思わぬ食欲を発揮したせいか、アルトゥールはまた早起きして朝食を用意してくれていた。これから演習に参加する日は朝食の時間を変えてくれるそうで、リュカリスは感動のあまり婚約者に抱だきついてしまった。

（まぁ、離はなれろ！　って怒おこられちゃったけどさ）

　ただ顔が真っ赤だったので、いつもの照れ隠しだろう。

　また心臓が痛む気がしたけれど、リュカリスは幸せで胸がいっぱいだ。

　上機嫌で演習場に入ると、隊員はすでに集まっていた。話していたようだが、リュカリスの姿に気づいた途と端たんに静まり返る。目が合ったので、ひとまず敬礼した。

「みなさん、おはようございます！」

　元気よく挨拶するも、彼らはすぐ目を逸そらして思い思いに会話を再開する。

（まだまだ！　これからだよ！）

　中ちゆう途と半はん端ぱな時期の入隊だから不ふ審しんに思われているのかもしれない。

　それからは黙って隊長の登場を待ち、昨日は聞けなかった朝礼をすませる。

　すぐさま近くの隊員に声をかけようとするも、素す早ばやい身のこなしで遠ざかっていったので隙すきがない。……焦りは禁物だと自分に言い聞かせて、準備運動をはじめた。

　軽く走りこんでから屈くつ伸しんなどをしつつ、演習場の様子を観察する。

（何度も休憩を取っていても、本当にサボっているわけではないんだよね）

　そう。一様に無気力なのかと思えば、いったん訓練に戻れば真しん剣けんみを肌で感じられた。

　ハンカチで汗をぬぐっていると、休憩中だけでなく訓練をしている最中の隊員まで手を止め、ある方向を見ていることに気づく。視線の先を追い、リュカリスは驚いた。

　演習場の片隅には、ほとんど吹き抜けに近い造りの廠しよう舎しやが建っている。

　高貴そうな少女に侍女が大きな日ひ傘がさを差しかけ、画家の恰好をした壮年の男と少年が付き従う姿が見える。見学するのか籐とう椅い子すを引っぱり出しているようだ。

　高貴そうな少女はずっとそわそわして、頻繁に手鏡を覗く光景は少々不審だったが、彼女たちのことはよく知っている。

「アマーリア！　ブランカ！」

　リュカリスが呼びかけながら駆かけ寄よると、すれ違った隊員たちからぎょっとした目を向けられた気がしたが、その時はさして気にならなかった。

「二人ともおはよう！　今日は登城の日だっけ？　この人たちはいったい──」

「ぴ、ぴゃあああああ！」

　!?　突とつ然ぜんの甲かん高だかい声に、リュカリスはびくりと肩を揺らしてしまった。

　発生源はアマーリアで、上気した陶とう器きのような両りよう頰ほおを押さえ、青い目を輝かがやかせている。

「ぐ、軍服……！　想像以上ですわ……！」

「お嬢じよう様さま、お気持ちは理解いたしますが口くちから涎よだれが……」

「おまえ！　依い頼らい通どおり、しっかりとやりますのよ！」

　アマーリアは何食わぬ顔で飾り布のハンカチで口許をぬぐい、かたわらで画架イーゼルなどを広げていた画家たちに指示を飛ばす。壮そう年ねんの男は恭うやうやしく一礼した。

「オーフェルヴェークのお嬢様、もちろんで。……しかしお嬢様が騒さわぐのも頷うなずける。腕が鳴りますぞ！　お嬢様が見こんでくださった期待には必ずや応えましょう」

「師し匠しようは宮きゆう廷ていでも評判の姿絵師です！　お嬢様、楽しみにしていてください！」

　弟で子しらしい少年もにこにことアマーリアに話しかけている。

　……よくわからないが演習場を写生スケツチしたいのかな？　とリュカリスは考えた。

「あ、あの、アマーリア……？」

「ほほほ、おまえのがんばりとやらを見に来てあげましたわ。光栄に思いなさい！」

「そういうことか。私が馴染めているか、心配してくれたんだね。ありがとう」

　踏ふん反ぞり返かえるご令れい嬢じように、リュカリスも頰を緩ゆるめて頷うなずく。

　目的は写生ではなく応おう援えんかと納得すれば、彼女は慌てふためいた。

「はっ!?　ち、違いますわ！　おまえを案じてなどいませんわよ！」

「うんうん。ちょうどいい陽気だけど、陽ひ射ざしはあるから、水分補給に気をつけてね」

「……リュカリス様、お気遣い感謝いたします。あるじ共々終了まで見学させていただきますが、我々にはお気兼ねなく」

「わかった！　私はまだ訓練が残っているから、終わったらまた話そうね」

　日傘の設営が完かん了りようしたブランカの微笑みに手を振ってから、リュカリスは踵きびすを返かえす。

　そうして、ようやくあることに気づいた。

（……あれ？　隊員たちの顔つきがさっきより険しいような……？）

　睨にらみつけられているようだが、気のせいだろうか？

　終始首をかしげながら、一人でもできる訓練をこなしていく。剣けん舞ぶの要領で愛剣を振るい、抜ばつ刀とうの速さが衰おとろえないように繰り返していると、廠舎の方から声が聞こえてくる。

「きゃああああああっ！　来て正解でしたわ……！」

「お嬢様、お嬢様、身を乗り出しては危のうございます」

「うおおおおおおっ天てん啓けいが！　天啓がひらめく！　次々と構図が浮かぶ……ッ！」

「すごいです、師匠！　さすが師匠！」

　一部歓声は野太かったが、楽しく見学しているようでなによりだ。

　そんな風にすごしているうちに解散の時刻になった。アマーリアたちが待っているようなので迎えに行く途と中ちゆう、小さな呟きを耳が拾う。

「……あれ、有名なオーフェルヴェークの跡あと取とりだよな」

「これだからお高くとまってる近衛の連中は……」

「……こんなところまで女を連れこむとか、いい気なもんだぜ」

　やはり皇后の生家であるオーフェルヴェーク公こう爵しやく家けは有名らしい。

　近衛なんて警邏隊にいただろうか？　リュカリスは内心不思議に思ったが、この日の演習は疑問が絶えないまま終わることになった。




　訓練後、ちゃんとぬぐったものの汗が乾いたのかあたりがひんやりと感じる。

「天啓だ！　本ほん腰ごしを入れねば！」と騒ぐ画家師弟とは途中で別れたが、アマーリアたちはこのあと作法の講習に付き合ってくれるとのことで、一緒に戻ることになった。

　いい運動をした満足感に浸っていると、隣を歩くアマーリアが話しかけてくる。

「……それにしても、傍はたから見ているとよくわかりますけれど、おまえってほんっとうに鈍感ですのね。あたくし、感心してしまいましたわ」

「ん？　鈍感ってなにが？」

　リュカリスが見下ろせば、彼女はどこかうっとりしていたが、つんと顎を反らす。

「針の筵むしろといっていいほどでしたのに、おまえはひとり楽しげなんですもの」

「もちろん！　少しずつ戦いの勘も戻ってきている気がするし、楽しいよ！　明日の演習のことも考えるとわくわくするね。他の隊員とも仲よくなりたいな！」

「……まぁあたくしの目的は果たせましたから、なんでもよろしいですけれど」

　笑顔で張りきるリュカリスに、アマーリアは若じやつ干かん引き気味に口ごもる。

　その含ふくみを問い返そうとしてから、廊下のある一点に目を留めた。

　城内は早朝だとほとんどひと気がないのだが、今は賑にぎやかに人が行き来している。

　その人通りの多さのせいか、たびたび立ち止まり、重たそうに桶おけを運ぶ女官が気になった。リュカリスは二人に断りを入れてから、彼女に駆け寄り、桶を取り上げる。

「へっ!?　なに!?」

「驚かせてしまって申し訳ない。……差し出がましいと思ったのですが、君のことが気になってしまって」

　桶の中身は山盛りの石炭で、確かにこれは一般女性には難なん儀ぎそうだ。

　きょろきょろする女官に微笑みかけた途と端たん、彼女はポッと頰を赤らめた。

「え、え！　き、気になった……？」

「はい。……桶、重たそうですが大丈夫ですか？　あっ」

　伏し目がちの女官が口くち許もとにやろうとした手を、リュカリスは握りしめた。

「やっぱり赤い！　すぐに冷やした方がいいですよ。この桶は私が持つので、目的地までご一緒させてください！」

「は、はいぃい……」

　声は上ずっていても返事は色よく、ホッと胸を撫なで下おろす。リュカリスは背後を窺うかがい、なぜか複雑そうな顔をしているアマーリアたちに一声かけた。

「ごめんね、二人とも！　所用ができたから、先に部屋に行っていてほしいな」

「え、ええ。それは、構いませんけれども……」

「ありがとう！　……それでは、案内をお願いします」

「もちろんです！　……す、素す敵てきぃ……」

　懸けん命めいにこちらを見上げる女官はかわいらしく、微笑ましい気分になる。

（帝国の女官も優しそうでよかった！）

　にこにこしながら歩き出したリュカリスたちに、感かん慨がい深ぶかく呟く侍女の声は届かなかった。

「……これが女たらし……」
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　リュカリスが演習に参加するようになって、もうすぐ二週間が経たとうとしていた。

　アルトゥールは毎朝、眠気をこらえて上機嫌で演習場に向かう婚約者を見送っていたが、皇帝直属の一等書記官フーゴ・バッカーが前まえ触ぶれもなく訪おとずれた。

「……俺が朝が嫌いだってこと知らないわけないよな」

「知ってるっすよ。でも、自分には関係ないんで」

　久しぶりに顔を合わせるが、相変わらずのふてぶてしさである。

　星王国から唯一共に帰き還かんした平民出身の書記官は優ゆう秀しゆうだ。

　皇帝の指示で暗あん躍やくしている調べはついていたが、どうして自分に会いに来るのかわからなかった。それも、こんな真っ昼間に。フーゴは肩をすくめた。

「不思議そうな顔っすね。ま、自分も殿下に会いたいわけじゃなかったっすけど」

「……じゃあ、来るなよ」

「諸事情のせいっすよ。……王女サマがまたやらかした、その報告に来ただけなんで」

　はっ!?　一瞬にして眠気が吹っ飛んでいく。

　食事の席で、リュカリスからは「今日はね、足あし腰こしを鍛えていたんだ！　もっと強い蹴けりを修得したいな！」などという、演習を満まん喫きつしている話しかされていなかった。

　もちろん、リュカリスの目を通した報告が真実だとは考えていない。噓だと疑っているわけではなく、極きよく端たんにいい方に解かい釈しやくされすぎているからだ。

　気になることを強いて挙げるなら、訓練からの帰りが日に日に遅くなっていることくらいか。相手が脳筋族なので、訓練に熱中しすぎているだけだと考えていたが──

（……あいつに変わってほしいわけじゃないから、それでいいけど）

　軍部の人間は、リュカリスのことをよく知らない。自国の皇太子の婚約者として『アルビレオ星王国の第二王女』が皇城に滞たい在ざいしていることは伝わっているが、それだけだ。

　それ以上の情報を、大臣たちが軍部に流していないのは元帥の反応からも確認ずみだ。

　リュカリス自身が出歩かないよう自じ粛しゆくしていたことも、アルトゥールが必要最低限の情報しか与えないようにしていた影えい響きようもあるだろう。

　だが、これだけで軍部は別系統の組織で、蚊か帳やの外なのはあきらかだ。仮に星王国に限らず他国と戦争が起きた場合、軍隊に頼たよらざるを得ないというのにおかしな話だと思う。

（まぁ軍部は政治的な思おも惑わくは関係ないから、ある意味安全ともいえなくはないな）

　その中でも警邏隊は訓練中の事故を起こしづらい部隊のはずだったのに、なにをやらかしたというのだ。しかし、蠍の件もある。自分の目で確かめた方が早そうだ。

　アルトゥールは脱ぬいだ白衣を部屋に投げこんでから鍵かぎをかける。

「やらかした、なんていうのは報告ですらない。状じよう況きようも言え」

「……いやぁあの王女サマのことになると、ほーんと殿下は活動的っすねぇ。人間不信伝説を築き上げていた人には見えないっすわ」

「……お前、皇帝陛下の影響を受けていることを隠さなくなったな」

　早足で歩みを進めながら、思いっきり顔をしかめる。この口ぶり、皇帝そっくりだ。

「ふふふんふーん♪　自分、知らないっす」

「下手くそな口笛はやめろ。……とにかく、どういう状況なんだ」

「現場を見てもらった方が、自分が説明するよりわかると思いますけどねぇ。ふわぁ」

　すっとぼけた挙句にあくびまでする始末だ。

　上うわっ面つらだけで敬われるよりマシだが、アルトゥールの口角が引きつる。

「伝でん書しよ鳩ばと以下だな」

「伝書鳩する気ないっすからね、そりゃ仕方ないっす。これに懲こりたら書記官遣づかいの荒さを改めてもらいたいっすわ」

　こ、こいつ……。あくまで他人事のようだが、アルトゥールについてくるところからして、フーゴは事の顚てん末まつを皇こう帝ていに伝えるため働く気はあるらしい。

　とにかく、演習場だ。前庭に飛び出した瞬間、アルトゥールは身み震ぶるいした。

「──粉雪？」

　見上げた空に舞まう粉雪に既き視し感かんを覚える。

　そして、自分の感覚は間違っていなかったとすぐ知ることになった。

「使者殿……？　皇都でなにかありましたか」

　そう。粉雪の発生源は、ゼノン・ディオ・アルビレオだった。

　一応婚約者の同父兄あになので社交辞令で嫌いや々いや話しかけるも、前庭でぽつねんとたたずんでいた彼はこちらを一いち瞥べつしたかと思えばこう答えた。

「薄汚い二枚舌の蛇へび風ふ情ぜいが私に話しかけるな」

「…………リュカリスは訓練中なので、用があるならあとの方が──」

「愚ぐ妹まいを気安く呼ぶな。貴様に言われずとも、知っている」

　……本当にあのリュカリスと血が繫つながっているのか、こいつ？

　婚約者と似て非なる強こわ面もてに、天藍石ラピス・ラズリの双眸は絶対零れい度どの冷ややかさを帯びている。

（というか、知っているってなんだよ）

　一方的な条件を突つきつけてきた謁えつ見けんの日以降、リュカリスに会ったとでも言うのだろうか。けれど、もし会っているなら彼女が隠せるわけがない。

「リュカリスと会ったんですか？」

「二度繰り返させるな、気安く呼ぶなと言ったはずだ。舌を断たち切きるぞ」

「俺が自分の婚約者をどう呼ぼうと、使者殿どのに関係ない」

「期限つきの婚約だろう」

　そのまま睨み合いを続けていると、飽あきたらしいフーゴが口を挟はさんできた。

「殿下、早く行かないと王女サマが大変なことになるんじゃないっすかね」

「──王女様？」

　興味を惹ひかれたらしいが、ゼノンの無表情に浮かんだ感情の色はすぐに消え、すたすたと歩き出した。進行方向から演習場に向かうつもりのようだ。

（…………星王国人に、どうして演習場の場所がわかるんだ？）

　婚約の白紙以外にも、企たくらんでいることがあるのだろうか。

　考えることは山ほどあるが、今はリュカリスだ。アルトゥールたちもあとを追った。




　やはり目的地は同じ演習場だった。

　アルトゥールたちより一足早くついていたゼノンはすさまじい形相で眺めている。

　しかし、この件に関しては気持ちがわからないでもない。確かに異様な光景だった。

「きゃーっ！　リュカリス様ー！」

「あぁん……なんて今日も凜り々りしいお姿なの……惚ほれ惚ぼれしちゃう！」

「その絵姿、言い値で！　言い値で買いますわ！　今こそ私の貯ちよ蓄ちくが火を噴ふく時……！」

「ずるい！　レディ！　わたくしにも買い取らせてください！」

「はいはーい！　複製の受けつけはこちら、こちらでーす！」

　男っ気しかないはずの廠舎には女官たちが詰めかけている。

　アルトゥールの見み間ま違ちがいでなければ、従妹とその侍女に、皇城でも何度か見かけた高名な画家と弟子までいるではないか。お前たちはいったいなにをやっているのだ。
















　その中で一番「本気か？」となるのは、声せい援えんを一身に浴びる婚約者である。

「ハッ！　フッ！」

　リュカリスは黄色い悲鳴を気にすることなく、体術の型をおさらいしているようだった。

　蹴りも突きもすべてを薙ぎ払うかのごとく苛か烈れつで、鋭い。普ふ段だんのおっとりとした笑顔が噓のような真顔だが、これが戦せん闘とうモードに入ったリュカリスの常態である。

（…………すごく孤こ立りつしているな）

　人目を集めるがゆえに、リュカリスの周囲に誰もいないのが目立つ。

　さらに隊員たちの煩わずらわしそうな視線や敵意にさらされようと、歯し牙がにもかけていない。十中八九、リュカリスはなにも気づいていないだろう。全財産賭かけてもいい。

　ここまでの有あり様さまは想定外だったが、『やらかした』と報告がくるほどのことか？

　筋肉に毒されつつあったアルトゥールが思案した時、隊員の一人が叫さけんだ。




「──いい加減、我が慢まんならねえ！」




　なにかを叩たたきつける鈍にぶい音が演習場に響くと、あたりは静まり返る。

　そこに至ってやっと周りに目を向けたリュカリスが構えを解き、首をかしげた。

　彼女が懐ふところから取り出したハンカチで汗をぬぐえば、「あっハンカチになりたい……」と女官の一人が崩くずれ落おちる。どこかの国で見た風景だ。

（なにこれ、伝でん染せんするわけ……？　こわすぎない？）

　演習場の入り口で戦せん慄りつするアルトゥールを横目に、若い隊員がリュカリスに近づいた。

「なんなんだよお前！　お前を無視してる俺たちへの当てつけか!?」

「へ？　私、無視されていたんですか？」

　やはりな。ちょうど昨日、「警邏隊の隊員って人見知りが多いんだね。私はよそ者だし、こわがらせちゃ悪いから気をつけないと！」と当人が話していたところだ。

　きょとんとしているリュカリスに、隊員は虚きよを衝つかれながらも負けじと迫っていく。

「女に囲まれてへらへらしやがって……近衛隊から左さ遷せんされてきたくせに！」

「近衛隊？」

「どう見てもお前平民出身じゃねえだろ！　だいたい、おきれいなお貴族様はお飾りの近衛隊に固まってんだ。入隊時期がおかしいし、左遷じゃなかったらなんなんだよ！」

　それはこの警邏隊全員が抱いだいていた疑念なのだろう。

　なるほど、敵意もそこからきているのか。納得したものの、アルトゥールは頭を抱かかえた。

　リュカリスは男装する際、胸むな元もとをサラシで潰つぶしている。黙っていれば女だとわかることはないと考えていたが、平民に見えない印象は考慮していなかった。

（近衛隊から左遷されてきたって発想はなかった……）

　ここでアルトゥールが割って入るのは簡単だ。

　けれど、それではリュカリスの人柄を誤解されたまま身分がバレることになる。

　そうなったら、帝国人に受け入れてもらうための糸口を見つけるどころではない。

　頭を使うのが苦手な彼女なりに考え出した方法なのだ。その努力を無に帰きさないためにも、アルトゥールが今できることは一つ。

（──見守るしかない）

　ぐっと手を握りしめて耐えていた時、黙りこんでいたリュカリスが顔を上げた。

「そうか。先輩たちは人見知りじゃなくて、私を気遣ってくれていたんですね」

　そう言って、ふわりと微笑む。

　対たい峙じしている隊員どころか、やり取りを注視していた人間は一様に呆あつ気けに取られる。

「……は？」

「左遷された私が傷ついていると思ってそっとしておいてくれたことに気づかないですみません！　でも私は左遷されたわけでも、近衛隊に所属していたわけでもないですよ。警邏隊に配属されるとは知らなかったですが、帝国ではここが初所属です！」

「はっ!?　そのナリで……!?」

　場内がざわめき、先ほどまで剣けん吞のんだった空気が一いつ掃そうされていく。

　その中心にいるのは、やはりリュカリスだ。彼女はにこやかに一礼する。

「ご心配おかけしましたが、お気持ちはすごく嬉しいです。ありがとうございます！　だから、私のことはお気遣いなく。まだ巡回の任務を任されていない身ではありますが、私は警邏隊に配属されたことを光栄に思っているので！」

「────どうしてですか」

　今度は別の隊員が前に進み出た。

　その表情は苦しげにゆがめられていて、笑顔の彼女との温度差が激しい。

「貴方を無視したのは、理り不ふ尽じんだったと……わかっています。でも、どうしてですか？　どうして、貴方はそんなに楽しそうに訓練できるんですか……!?」

「どうして、とは？」

「どれほど努力したって、上の人間どころか、市民にだって顧かえりみられない！　軍人はえらい学者のようにはなにも生まない、ただの役たた────」

　それ以上は続けられなかったのか、声を詰まらせてうつむいた。

　アルトゥールは唇くちびるを嚙んだ。

　彼女が遠巻きにされていたのは、この国の体制のせいだ。だからこそヴィッセン帝国が科学大国として発展してきたのだとしても、根幹には根深い問題が横たわっている。

　軍部──特に末端の部隊に不満が溜たまっていることは知っていた。

　アルトゥールは知っていて、なにもしなかった。

　この学者優遇の国くに柄がらは簡単に変えられるものではないし、強きよう硬こう派はからいまだ命を狙われている『皇太子』の自分が改革に乗り出すには差し障さわりがある。

（……強硬派を一掃するために、軍部を掌しよう握あくするつもりだと誤解されるのがオチだ）

　じっと隊員を見ていたリュカリスが不思議そうな顔をした。

「顧みられる必要があるんですか？」

「必要、ってそういう話では！」

「当事者は、きっと苦しいですよね。必要とされないと感じれば、悲しい。わかります。でも、騎士団──いや、軍はそうして成り立っているものだと、私は思います」

「貴方は……なにを言っているんですか」

　信じがたそうに凝ぎよう視しする隊員に笑いかけ、リュカリスは場内を見回した。

「今の帝国は平和なんですね。誰とも争っていないから、軍隊は必要とされない」

「有事だけ必要にされて、黙って駆り出されていればいいってか!?　そんなの虫がいいじゃねぇか！　そんなの──！」

「じゃあ、どうして先輩たちは今も軍隊に所属しているんですか？　ここは警邏隊で、もし戦場に出るとしても帝国の戦況が悪くて、どんな手でも借りたい時くらいですよ」

　リュカリスらしからぬ、手厳しい発言だった。

　食ってかかっていた隊員も、遠巻きで見守る隊員たちも押し黙った。

　廠舎の女官たちはそわそわしているが、空気を読んでか沈黙している。

　しかし、真顔だった彼女はやおら表情をやわらげた。

「私は警邏隊がいつ巡回に行っているのか知りません。でも、訓練は毎日してますよね。対人に備えた手合わせだって、休憩を挟みながらきっちりこなしている。手抜きしていないことは見ていればわかります」

「へあ!?」

「休憩だって悪いことじゃない。無理して体を壊すよりいいことです。演習場にも来ないことを、サボりっていうんです。……みなさんは、警邏隊の仕事が好きなんですね」

　そう笑顔で言いきるリュカリスに、隊員たちは赤面した。

「はっ!?　好きだって!?　そんなわけないだろ！　地味だし！　暇だし！　唯一いいことっていえば、給料はわりといいってくらいだし！」

「給料がわりといいなら、暇なことは問題ではないんじゃないですか？　警邏隊の仕事は好きだから、もっと市民の力になりたいって、そう思うから不満なんですよね？」

「なっ！　ばっ！　ちがっ！」

　必死に言い返していた隊員もたじたじになっている。

　ああ、そうだ。リュカリスの言う通り、軍隊は強ければ強いほどいい──しかし、顧みられてはならない。顧みられるのは、戦争で血が流れる時だと歴史が語っていた。

　ここまできたらもう心配することはない──が、少し面おも白しろくない。

（…………別に、あいつに対して照れてるわけじゃないんだから深く考えすぎだ）

　この感情は、些細なことまで嫉妬するようになるのか。場ば違ちがいな感傷を振り払っていると、婚約者が動き出す。最初に声をかけていた隊員の手を握りしめ、力強く鼓こ舞ぶした。

「今が暇だって、やることがなくたって、みなさんが真面目に巡回されているなら、市民にだって気持ちは伝わっています。警邏隊はやりがいのある、必要な部隊です！」

「や、やりがい……必要……」

「私は……期限つきで、演習に参加させてもらってます。でもみなさんと、警邏隊でできることを探したいです。一緒にがんばらせてください！」

　次いで顔を上げ、隊員たちの目を順じゆん繰ぐりに見つめる。最後に我関せずといった態度だった隊長を見据え、銜くわえていた煙草たばこが落ちたところでとどめを刺す。

「あらためて、みなさんよろしくお願いいたします！　このリュカリス、隊員の一員として、愛する市民のため平和のため、精せい一いつ杯ぱい務めさせていただきます！」

「はぁああんッ！　リュカリス様ぁああああああああ！」

「ハッ！　町で暮らせば、リュカリス様に護っていただけるってこと……!?」

「あなた……天才……!?　任務に一いつ生しよう懸けん命めいな方って素敵……！」

　我慢できなかったらしい女官たちがとうとう歓声を上げた。

（うちの女官たちってこんなだったか？　なにか乗り移ってないか？）

　皇城で働く女官は常に無表情で、無む駄だ口ぐちは叩かず、てきぱきと仕事をこなし、騒いでいるところなど見かけたことがなかった。

　さらに隊員たちも毒気を抜かれたようで、握あく手しゆして回るリュカリスに応じている。雑音が増えたのでもう聞き取れなくなったが、会話も成立している様子だ。

「そろそろ爆ばく発はつする頃合いだと睨んでたっすけど、いやぁ。自分、優秀すぎるっすわ」

「……お前が俺に見せたかったのは『これ』か？」

　したり顔で頷く書記官に、アルトゥールは鼻先に皺を寄せる。

「自分は得た情報から手がかりを提供するように言われてるだけなんで。面倒っすけど」

「ああ、そう。また皇帝の差し金か」

「知らないっす。殿下もこの調子で怠たい惰だ殿下を返上っすかねぇ」

　バレバレでも、知らぬ存ぜぬを通すつもりらしい。

　アルトゥールはため息をつく。とりあえず、また仕事が増えたのは確実だ。

　隠れて様子見しているのがバレたら困るので、そろそろ退散する頃合いだろう。

　安心したからか、ふと寒気を覚える。隣を仰あおげば、今の今まで存在を忘れていたゼノンが同父妹いもうとを見つめていた。あまりに憎にく々にくしげで、まとっていた粉雪も凪ないでいる。

　また一つ、同担拒否過激派隠れ妹大好き人間の信しん憑ぴよう性せいが薄うすれていく。

　ゼノンが身を翻ひるがえした時、隊員たちと話していたリュカリスが顔を上げる。きょろきょろとあたりを見回してから、なぜかアルトゥールたちがひそんでいる入り口に駆けてきた。

「……げっ」

「あれ！　アルトゥールにフーゴも、見学していたの？」

「たまたま、通りがかりに見ていただけだ」

「心配してくれたんだね！　見ての通り、みんな優しいから心配しなくても大丈夫だよ。でもありがとう、君に気にかけてもらえて嬉しいな」

　フーゴのうめき声など気にすることなく、リュカリスは蕩とろけるように笑った。

　頰を上気させる姿は軍服を差し引いても胸が高鳴り、アルトゥールは変な咳が出た。

「ぐ、げほけほっ！　べ、別に。いちいち大げさに喜ぶな。……そ、そんなことより、あの女官たちはいったいなんなわけ」

「女官？　ああ、訓練からの帰りに知り合ったんだ。重たそうな石炭に積み重ねた書物とかいろいろと、運ぶのが大変そうだったから手伝ったりしていたら仲よくなったんだよ！　ほら、いつも言っているけど私は力仕事は得意だからね！」

「他国の女官までたらしこむ、これが脳筋族クオリティなんっすね。知ってたっす」

　聞いただけで女官の反応が容易たやすく想像できる。それであの現象が起きるのか……。

　こればかりは書記官の言葉も否定できないが、リュカリスは再び視線をさまよわせ、「あっ！」と嬉うれしそうな声を上げる。

「やっぱり！　さっき体感温度が下がった気がしたのでいらっしゃると思ったんです！　ゼノン兄上、またお会いできて嬉しいです！　今日はどんな用向きですか？」

　すでに立ち去っているものとばかり思っていたが、ゼノンはまだ演習場から離れていなかった。立ち止まっている同父兄あににまとわりつき、リュカリスは笑顔で話しかける。

「もしこのあと用事がないなら、私の部屋に来ませんか？　あ、アルトゥールが用意してくれた素敵な部屋なんですよ。話しがてら案内したいです！」

「案内は不要。……締しまりのない顔を見せるな。我が愛すべき故郷の品位が落ちる」

　そんな蔑さげすむような眼まな差ざしにも、鋼鉄の精神力を持つリュカリスはびくともしない。

「ゼノン兄上はいつもキリッとしてかっこいいですもんね！　私の自じ慢まんの兄上です！」

「……………………」

「あ、お帰りですか？　私はまだ片づけがあるので、門前までお送りできませんが、気をつけてお帰りください！　今度お会いする時はぜひお話を聞かせてくださいね！」

「…………………………」

「また星のきらめきが導く場所でー！」

　むっつりしたまま立ち去るゼノンを、リュカリスは手を振って見送っている。

（ふぅん。ありえないと思ったけど……同担拒きよ否ひ過激派隠れ妹大好き人間、か）

　この反応、本当にそうなのかもしれない。これは長い目で検証すべきか。

　そのあとリュカリスと二、三言交かわしてから別れる。フーゴは皇帝の執務室がある階に消えていったが、自室に戻ったアルトゥールは一息つく。

「……帝国人に受け入れられるためにできること、か」

　脱ぎ捨てていた白衣を羽織ってひとりごちる。

　今日のことで、あんな期限つきの条件でなければ、そのうち自然と受け入れられただろうという思いをあらたにしたが、条件を吞のんでしまったのだから仕方ない。

　自分の得意分野でなにか役立てるものはないか。

　思案に暮れながら、アルトゥールは中断していた仕事に戻ったのだった。
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　皇城で同父兄あにと二度目の再会を果たしてから三日後。

　リュカリスは演習場の雰囲気が変わったように感じていた。

　休憩時間が多いのは変わらないが、隊員たちの表情が入隊初日より生き生きとしてきたような──その影響なのか、一人で訓練することが少なくなった。

　手合わせしてくれる隊員が増え、より充じゆう実じつした一日を送っている。

　満足感いっぱいで部屋に戻もどろうとした際、隊員たちから誘さそいを受けたリュカリスは、夕食の席でアルトゥールに相談していた。

「────歓迎会？」

　怪け訝げんそうな婚約者に、リュカリスは笑顔で何度も頷く。

「うん！　なんでも新入りが来たら、いつも歓迎会をしているんだって！　気持ちの整理がつかなかったから遅くなったけど、近いうちにどうかって誘ってくれたんだ」

「へえ。……どこでやるかとか聞いたわけ」

「城下町の酒場らしいよ。行ってみたいんだけど……どう、かな？　アルトゥールに相談してからと思って、答えは保留にしてもらっているんだけど」

　そわそわと窺えば、アルトゥールは難しい顔で黙りこんでいる。

　警邏隊員には言っていないが、リュカリスは一応星王国人で王女だ。アルトゥールが同席できない以上、城の外に出るのはやはり難しいだろうか。

　しゅんと肩を落とし気味になると、アルトゥールは「うぐっ」とうめき声を漏もらす。

「……アンタ、自分の性別わかってる？」

「女だね！」

　元気よく即そく答とうすれば、アルトゥールはこめかみを押さえた。

「隊員たちが勘違いしているのは明白だけど、酒場……なにかあったらどうするわけ？」

「なにかってなにが？　あと、勘違いって？　私が近衛隊から左さ遷せんされてきたっていう勘違いのこと？」

「これだよ」

　……疲つかれきった顔をしているが大丈夫だろうか？

　リュカリスがしきりに頭をひねっていると、彼は諦あきらめたようにため息をついた。

「……わかった。歓迎会に参加してもいいけど、日程は先延ばしにしてもらえ」

「先延ばし？　どうして？」

「帝国と星王国じゃ、城下町の雰囲気も違うだろ。……慣れてないのがわかったら、警邏隊のヤツらにも怪しまれる。だから……その」

　アルトゥールは視線を泳がしてから、ぎゅっと眉間に力をこめた。

「俺が、時間を作るから……一度、下見に付き合ってやってもいいって言っているんだ」

「アルトゥール……！」

「うっ、アンタのためじゃないぞ！　元々、近いうちに城下町に下りるつもりでいたんだ。あくまでついでで、深い意味はないからな！」

　なにやら早口で弁解しているが、リュカリスは胸の奥おくが熱くなった。

　身を乗り出し、アルトゥールの手を握りしめる。目をむいた彼に微笑みかけた。

「アルトゥール、ありがとう！　ついででも、全然いいよ。むしろ、ついでが嬉しい！　君のことだから、用事って仕事だよね？　君の仕事に付き合えるだなんて！　私、少しでも手伝えるようにがんばるから！」

「…………またやってしまった……」

　ぶんぶんと握りしめたままの両手を振り回すと、アルトゥールは遠い目になった。

　相手が誰でも、優しくしてもらえるのは嬉しい。でも、相手がアルトゥールだと少し違う。一瞬にして心が舞い上がって、世界がいつになく明るく見えるのだ。

（婚約が白紙にならないように、がんばらなきゃ）

　最近いいことばかりだが、まだ帝国人に受け入れてもらえているとは言えない。

　それなのに、気づけば条件を突きつけられてから一ヶ月が経とうとしている。

　忘れてはいけない。この幸せを長続きさせるためには、目に見える成果が必要なのだ。

　演習場でそれらしき糸口はまだ見つかっていないが、城下町の下見でなら手がかりを摑めるだろうか。リュカリスは期待に胸を躍おどらせていた。
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　その日、リュカリスは朝からドキドキしていた。

　アルトゥールといると時々感じる心臓の痛みとも、戦いを前にした高こう揚よう感とも少し違ちがう。

　慣れない首元のクラヴァットは少し息苦しかったが、ヴィッセン帝てい国こく風のかっちりした男物の装しよう束ぞくは新しん鮮せんで楽しい。なぜこの服装なのかといえば────

　どこに行っても、アルビレオ星せい王おう国こくの純白の騎き士し服は目立つ。

　愛あい剣けんは佩はいているが、騎士服は今日という日にはふさわしくないのだ。

「城下町にお忍しのびだなんて、なんだか王族っぽいことをしている気がするよ！」

「アンタ、声が大きすぎ。忍んでいる意味がなくなるだろ」

「あっ！　そうだった！　ごめんね！」

　最近は大きい声を出さないように気をつけていたのに、興奮しすぎて忘れてしまった。

　慌あわてて口くち許もとを押おさえれば、頭巾フードを直していた婚こん約やく者しやがため息をついた。

　手て馴なれた様子で皇城の裏門から抜ぬけ出だすアルトゥールにくっついて、馬車で上った坂道を徒歩で下っていく。木立に紛まぎれて、気配を消して歩いていると斥せつ候こうの気分になる。

「だって『お忍び』って響ひびき、すごくわくわくしない？　私は〈星騎士パラデイン〉として顔が知られていたから、故郷じゃ町で忍んだことないからさ」

「……まぁ、アンタはどこに行っても目立つだろうけどな」

　苦く笑しようするアルトゥールを横目に、とうとう眼前に迫せまった皇都の町並みを仰あおぐ。

　直接目にするのは二度目だ。でもあの時は馬車の上からで、ちゃんと見られたわけではない。あらためて坂の上から見下ろした、赤い屋根が整然と建ち並ぶ様はまるで宝石のようだった。さらに町中に入れば、石造り独特の重じゆう厚こう感に魅みせられる。

　アルビレオ星王国とは違った、洗練された美しさがあった。難しいことはわからないリュカリスでも肌で感じ取れる、この国が積み重ねた歴史の厚みが胸に迫ってくるのだ。

（当たり前なんだけど、やっぱり我らが愛すべき故郷の雰ふん囲い気きと違うなぁ）

　そしてあちこちで見かける道具の数々。一見すると用よう途とがわからないものが多いけれど、わくわくしてしまうではないか。これが科学と伝統が融ゆう合ごうした大国の一面なのだ。

「……だからさ、入り口からそわそわしすぎだって。完全に不ふ審しん者しやだから」

「わ、わかっているんだけど、なんか胸がいっぱいになっちゃって……！」

「気が早いにもほどがあるだろ」

　アルトゥールはやれやれと肩かたをすくめて、町に足を踏ふみ入いれた。

　リュカリスも追いかけながら、今回の『お忍び』──もとい目的を反はん芻すうする。

「えっと……君が市場視察するついでに、城下町の下見にも付き合ってくれるんだよね。聞き忘れちゃったけど、市場視察ってどんなことをするの？」

「……たとえば、アンタに渡わたした防犯装置」

　その答えに、リュカリスは胸むな元もとを押さえた。二代目防犯装置を提さげているからだ。

「夜道だと少し出歩くだけでも不安だと、城下町で耳にした。そこから誰だれにでも扱あつかえるほど手軽で、効率よく逃げられる方法はないかと考えて作った道具だ」

「おお……！　アルトゥールは本当にすごい人なんだねぇ」

　しみじみと呟つぶやけば、アルトゥールはわずかに目元を赤らめた。

「……と、とにかく、市場視察はどんな道具が需じゆ要ようがあるかの調査をするってことだ。アンタは余計なことはしないで、見ているだけでいい」

「そうだね、私の筋肉は役立てそうにない分野みたいだから大人しくしてるよ！」

「……役立てられる分野だったら大人しくしてなかったのか、こいつ……」

　アルトゥールがぼやいていたが、よくわからなかったので返事するのはやめた。

　そんなやり取りをしながら、大通りに面する店を覗のぞいて回る。

　アルトゥールはじっと視線を留とめては、聞こえてくる話に耳を澄すましているようだ。

（私もアルトゥールを見習って、条件の攻こう略りやくに役立ちそうなことを見つけよう！）

　城下町に慣れることはもちろん、市民の生活を観察できるこの機会を逃のがす手はない。

　条件は期限内に帝国人に認めてもらうこと。それは一人とか二人ではなく、帝国人全体にアピールしなければ話がはじまらないことだと、リュカリスでもわかる。

　そのために『大きな催もよおし物もの』を企き画かくするのがいいのではないか。条件を突つきつけられた時にも考えたことだが、肝かん心じんの催し物の中身がひらめかないまま、今日に至っていた。

「……多くの人の興味を引けるもの……科学大国……うーん……」

「……アンタが例の『催し物』について考えているのはわかるけど、科学大国って関係あるのか？　それより、あの店に入るぞ」

　アルトゥールが指差したのは青果店だ。

　青果店には果物を手に取る品のいい老ろう婆ばと、前掛エプロンをつけた年配の女性がいた。

　年配の女性の方は店先に停とまった荷馬車から大きな箱を下ろしている。店の奥おくから歳とし若い娘むすめが二人出てくると、箱を運ぶ手伝いをはじめた。

　主人と思おぼしき男性の姿は見当たらない。もしかして女手だけで経営している店だろうか？

　箱は見るからに重たそうで、年配の女性は中ちゆう腰ごしのまま何度も腰を叩たたいている。

　あの店に行くなら、荷物運びを手伝うくらいしても問題ないだろう。

「わかったよ！　アルトゥール、あの店でなにか買うの？」

「……夕食に使えそうな食材を見み繕つくろう。言い忘れていたけど人前で俺おれの名前は呼ぶなよ」

「えっ！　あ、『お忍び』だからダメなのはわかるよ！　でも、なんて呼べば」

　たとえ偽ぎ名めいを教わっても、うっかり本当の名を呼んでしまいそうだ。

　アルトゥールもリュカリスと同じ危き惧ぐをしていたようで、眉まゆ根ねを寄せている。

「…………アルでいい」

「アル？」

「これなら、ごまかしやすいだろ。とにかく、行くぞ」

　そう促うながすが早いか、さっさと青果店に向かうアルトゥールを慌てて追いかける。

　そして追いついた時には、アルトゥールはすでに年配の女店主と話していた。

「えぇ？　お、お客さんに悪いんですんで、いいですよぉ！」

「……店内の品物を見るついでだ」

　必死に固辞する女性に首をかしげていたら、アルトゥールが果物の箱を抱かかえた。

　ぽかんとしているリュカリスを、彼かれは一いち瞥べつする。

「少し時間がかかる。軒のき先さきで待ってろ」

「え？　あ、うん」

　手伝う気満々だったので、虚きよを衝つかれて生返事になってしまった。

　店の奥に消えていく婚約者と女性を見送ってから、ようやく状じよう況きようを吞のみこむ。

（……やっぱり、アルトゥールは優しいなぁ）

　リュカリスが感じたことに、アルトゥールも気づかないはずがない。

　男手がないと判断して、手伝うついでに買い物しようと考えたのだろう。

　言われた通りひとり軒先で待機していると後ろから肩を叩かれた。

「────護衛の方ですか？」

「へっ」

　話しかけられると思っていなかったので飛び上がってしまう。

　反射的に振ふり返かえれば、手伝っていた若い娘の一人が申し訳なさそうな顔で立っている。

　腰の剣で護衛と判断されたようだが、彼女はますます声をひそめた。

「あの……殿下はいつもお一人なのに、珍しくお供の方がいらっしゃるので……」

「大丈夫なのかいつも心配していたから、今日は安心ねぇ」

　先ほどまで我関せずといった態度で商品を見ていた老婆ものんびり話に加わる。

　リュカリスはより困こん惑わくしたものの、一つだけはっきりした。

「…………あ、あの、みなさんはその……」

　アルトゥールの正体に気づいているのかと訊ききたかったが『お忍び』である。

　言葉を濁にごすリュカリスに、察してくれた相手が苦笑した。

「ここは皇族のお膝ひざ元もとですよ？」

「そうねぇ。皇族がたのご尊顔は、行事ごとにお目にかかる機会が多いからねぇ」

「なんだなんだ、今日はこの店にも来てんのかい」

　話をしていたら、煤すすで汚れた男たちも店先に集まってくる。

　今日は？　最初の娘とは別の娘があたりを憚はばかりながら教えてくれた。

「殿下におかれましては、人に囲まれるのがお好きでないと噂うわさで伺うかがってます。実際、あまり表おもて舞ぶ台たいに出てこられない方なので事実なのかなと……」

「頭巾フードをかぶってたって、あの美形は一度見たら忘れるわけないしよぉ」

「そうそう。町では『知らない』ってことで接すると、みんなで決めたのよねぇ」

　驚おどろきを隠せない。この店に来る前に寄った複数の店でも普通に接客されていたからだ。

　みんな、ということは彼らもアルトゥールが誰だれなのか知っていた可能性が高い。

　リュカリスは胸が熱くなってくるのを感じた。

　自分に話しかけてきたのは、老婆の言う通り、彼女たちがずっと心配していた証あかしなのだろう。いくら気づいていないふりを貫つらぬくにしたって、アルトゥールは『皇太子』なのだ。

（君はみんなに好かれているんだね）

　アルトゥールが国民に向ける優しさは、ちゃんと伝わっている。

　でなければ、ここまで一いつ致ち団結して『お忍びに気づいていない体てい』を装よそおうだろうか。

　婚約者を大切に思ってくれている彼女たちを安心させるため、リュカリスは微笑む。

「みなさんが見守っていてくださったおかげで、何事もなかったのでご安心ください！」

「まぁ本当？　それならよかったわぁ」

「だけど護衛の兄ちゃん、よそ者が来たらその限りじゃないからな。これからは護衛をつけてくれんなら、俺たちも『知らんぷり』に集中できるってもんよ」

「…………兄ちゃん？」

　リュカリスはあたりを見回す。兄ちゃん？

（私たち、誰かに尾つけられていたのかな？　でも、それらしき気配は感じられないな）

　気配を消すにしたって、本当に護衛されているなら緊張感は殺しきれないものだ。

　うーん？　考えこんでいると、アルトゥールが紙かみ袋ぶくろを抱えて戻ってきた。

　瞬間、集まっていた町の人たちは散らばった。何食わぬ顔で店員と話したり、果物を値切ろうとしている。すさまじい変わり身の早さだ。慣れを感じる。

「……待たせたな」

「ううん！　あ、荷物重たそうだね。私が持つよ」

「…………俺はそこまでひ弱じゃない」

　両手を差し出せば、アルトゥールはむっとした顔でそっぽを向いた。

　拗すねたような口ぶりで、リュカリスはすかさず返す。

「君がひ弱だと思ったことはないよ。ただ、私はこういう力仕事しか手伝えないし」

「いいって言ってるだろ。アンタに手伝わせるために連れてきたわけじゃない」

「私は君を手伝いたいから、貸して！」

　押し問答をしていても仕方ない。実力行使で奪うばい取とると、アルトゥールは顔をしかめた。

「アンタな……」

「あと三つくらいなら持てそうだからね！　なにかあったら言ってね！」

　リュカリスが笑顔で押しきると、諦めたのかそれ以上はなにも言われなかった。

　すると、ぷっと噴ふき出す声が耳に入る。視線を向ければ、老婆がころころと笑っていた。

「……あら、ごめんなさいねぇ。二人ともとても仲がよさそうで」

「はい！　仲よしです！」

「ちょっ！　べ、別に仲なんて──」

「まあまあそうなのね。……本当に、よかったわぁ。心を許せる人が一人でもいるのは、幸せなことだものねぇ」

　老婆があまりに嬉うれしそうなので、アルトゥールも言葉に窮きゆうしたのか黙りこむ。見るからに不服な顔だが、リュカリスには照てれ隠かくしだとわかっているので問題ない。

　そして空気に耐たえきれなくなったアルトゥールが無言で店から離れていく。

「今日はありがとうございました！　また機会があれば寄らせてください」

「──はい！　またどうぞ、いらしてくださいな！」

　満面の笑えみで見送ってくれた女店主に手を振る。

　いい店だった。本当に、また城下町に来られたら寄りたいくらいだ。

　そんな風に気を取られていたせいか、アルトゥールは遙か前方だ。早足で来た道を辿たどっているので、皇城に戻るつもりなのかもしれない。

　リュカリスは紙袋を抱え直す。遅れてついていく途と中ちゆうで、とある店に目が留まる。

「おかあさん！　おかあさん、アレおいしそう！」

「え？　なぁに？」

　通りに面した壁を硝子ガラス張ばりにしている店だ。外からも、中の商品棚だながよく窺うかがえる。

　棚の一つを子供が指差し、母親が視線で辿ってから困り顔になった。

「ああ、トルテ……おいしそうだけど、今日はおあずけね」

「えーっ！　なんでなんで！」

「母さんも一緒に食べたいけど、ここのお店のトルテは高いから我が慢まんしてちょうだい」

　心底申し訳なさそうな声色の母親に、子供は未練を残しながらも硝子窓から離れた。

「う、うう……ぴかぴかしてて、おいしそうなのにぃ……」

「ありがとう、いい子ね。……今度の誕生日には奮発して買ってあげるから」

「うん……」

　肩を落として帰っていく親子の姿に、リュカリスは気づけば立ち止まっていた。

　ぼんやり見ていると、「リュカリス」と呼びかけられる。首をめぐらせれば、ついてこないことに痺しびれを切らしたらしいアルトゥールがいた。

「……話には聞いていたけど、お菓か子しって庶しよ民みんにはなかなか手を出せないものなんだね」

「アンタが見ていた店は、砂糖をたくさん使っているらしいからな」

「へえ！　よく知っているね」

　感心すると、アルトゥールはなんてことないという顔で言った。

「皇都で出している店は把は握あくするようにしているだけだ。……砂糖の値段は据すえ置おきだが高い。帝国人には甘あま党とうが多いから需じゆ要ようはあっても、皇都じゃな」

「皇都じゃな、って？」

「皇后が菓子嫌ぎらいで有名なせいだよ。皇都は膝元だから、菓子屋がさほど盛さかんじゃない。その数少ない菓子屋も、砂糖の量によって価格が設定されてて高いことが多い」

　なるほど。アルトゥールの説明に、リュカリスは何度も頷く。

「そっかぁ。本当に贅ぜい沢たく品ひんなんだ」

「ああ。……需要と供給が合えば、砂糖の価格も下げられるけどな。まぁ今は難しいだろう、あの皇后がいるから。お前がトリュッフェルトルテを食べさせたことで一歩前進したが、評判はそう覆くつがえらない」

　他ひ人と事ごとのように述べると、アルトゥールは歩みを再開させた。

　リュカリスも今度こそ肩を並べてから、先ほどの光景に思いを馳はせる。

（……今、なにか少し摑めた気がする）

　お菓子。砂糖。贅沢品。まだ形にすらならない、曖あい昧まいなイメージ。

　部屋に戻ったら、また羊皮紙に書き留めておこう。

　城下町の下見はもちろん、婚約者のことをまた一つ知ることができて、リュカリスは胸がいっぱいになる。だから視界の端はしを粉雪が横切ったことにすら気づいていなかった。
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　市場視察から三日後──歓かん迎げい会当日になった。今日は演習場で訓練する部隊と、巡じゆん回かいの任務にあたる部隊に分かれて、城下町で合流する運びになっているという。

　まだ巡回の当番に割り振られていないリュカリスは演習場で汗を流してから、他の隊員たちと移動していた。やはり城下町に慣れていないのできょろきょろしてしまうが、「そんなに楽しみなのかよ」とからかわれるだけですんだ。

（それもこれも、アルトゥールと下見しておいたおかげだよね！）

　変に興奮して怪あやしまれることは避けられたのでホッとする。

　そして、歓迎会の会場は皇都で一番賑にぎわっているという酒場だった。

　皇都の町並みの印象と打って変わり、酒場は途と方ほうもない熱量に満ちている。

　皇都に活気がないわけではない。栄えい華がの極みに達した華はなやかさが目を楽しませる。けれどあくまで品のいい『表』と比べて、この酒場は内なる情熱の発はつ露ろを感じさせた。

　帝国人以外にも、見るからに他国の者と思しき旅人たちも詰めかけて楽しそうだ。

（我らが愛すべき故郷の酒場はどうだったかなぁ……）

　酒場で問題が起きた時は、大抵リュカリス以外の者が出動していたので記き憶おくに薄うすい。

　主しゆ賓ひん席に座らせられたリュカリスがにこにこしていると、隣の隊員トマスが話しかけてくる。彼は最初に衝しよう突とつした相手なのだが、今ではなにくれとなく世話を焼いてくれていた。

「歓迎会と言や酒場だっつって、ルドルフ隊長が予約取ってたけどよ、お前何歳だ？」

「ん？　私は十七歳ですよ」

「じゅ、十七歳……!?」

　置かれていた水に口をつけながら答えれば、聞いていたらしい面々が仰ぎよう天てんした。

「こ、これが十七……？　末すえ恐おそろしすぎじゃ……？」

「……十七でこの身長……オレ、今年で二十一なんだけど……」

　落ちこむ小こ柄がらな隊員の肩を、警邏隊長のルドルフがぽんぽんと叩いている。

「てことは、十六から解禁の麦酒ビーアはセーフだな！　他の酒は十八からだ、てめぇらも飲ませねぇように気をつけろや。問題が起きたら隊長の責任になっちまう」

「隊長、あけすけにもほどがありますよぉ」

「要は問題にならねぇ範はん囲いで遊べってことだよ。今日は自分の奢おごりだ、無礼講だ！　飲めやはしゃげや、楽しめや！　おらぁ、かんぱーい！」

「かんぱーい！」

　店員が配ろうとしていた酒杯グラスを奪い、高々と掲かかげた隊長の音おん頭どに全員が声を揃そろえる。

　リュカリスの手元には水しかなかったので、水の硝グ子ラ杯スを周りの隊員とぶつけた。

「あ、店員さん。すみません！　馬ク乳ミ酒スがあれば一つお願いしたいんですけど──」

「はぁあ？　馬ク乳ミ酒スぅ？　赤あかん坊ぼうの飲み物じゃねえか。ここは酒場だぞ？　しかも滅めつ多たにねえルドルフ隊長の奢りだ！　遠えん慮りよしてないで麦酒ビーアを飲めよ！」

「遠慮してないので大丈夫です！　麦酒ビーアは、私にはまだ少し敷しき居いが高いので」

　リュカリスはまだかぶっていた軍帽を取り、頭をかいて苦笑する。

　星王国だと飲酒は十八歳からなので、帝国では合法であってもためらってしまう。

　馬ク乳ミ酒スも酒精アルコールを含ふくむが、病人のための飲み物と言われるほど赤子でも飲める体にいいものなので、今日は馬ク乳ミ酒スで酒場を満喫するつもりでいた。

「貴方は大酒飲みではなさそうですからね。自分のペースで楽しめばいいと思いますよ」

　トマスの隣に座る隊員ニコラウスが穏やかに微笑んでいる。

　彼はいつも物もの腰ごしが静かなので、警邏隊の中だと少し浮いて見えるが、トマスとは仲がいいようだ。訓練以外のことでは不慣れなリュカリスのフォローをよくしてくれていた。

「はい！　今日はみなさんとお話しできると思って、楽しみにしていたんです！　あの、オススメの料理があったら食べてみたいです」

「……お前ってヤツは、ほんっとうに毒気を抜かれるぜ。オススメっていったら、やっぱり白ブ腸ル肉ス詰トだろ！　ここの白ブ腸ル肉ス詰トはうめえぞ！」

「──ごほんっ！」

　トマスに肩を組まれ、揺さぶられるがままになっていたら、やけに大きな咳せき払ばらいが聞こえた。しかもなんだか聞き覚えがある。

　リュカリスがきょろきょろしていると、ニコラウスが眉まゆ尻じりを下げた。

「……どうかしましたか？」

「いえ！　あの……うーん、気のせいだと思うので大丈夫です！」

「そうですか。……ああ、この肋肉ばらにくの麦酒ビーア煮に込こみはどうですか？　おいしいですよ」

　そう言って、ニコラウスは小皿に取り分けてくれた。

　ありがたくちょうだいしてから、リュカリスはハッとする。

（この料理の流れなら訊けるんじゃ！）

　そわそわと肋肉を咀そ嚼しやくしていると、トマスとニコラウスが顔を見合わせた。

「なんだよ、おいしくねえのか？」

「えっ違いますよ！　あの、食後の水菓デザートとかって……酒場にあるんでしょうか？」

「……水菓デザート？」

　ますます怪訝そうになった二人に、リュカリスは目を泳がせてしまう。

「そ、その……帝国のお菓子はおいしいと聞いたので、興味があって」

「帝国の？　変なこと言うヤツだなあ！」

「人には人の事情がありますよ。……僕ぼくたちもだいぶ誤解していたじゃないですか」

「そりゃ、そうだけどよ」

　リュカリスは内心冷ひや汗あせをかいていた。

　そうだ、同郷の人間なら『帝国の』なんて言うはずがない。

（な、なにも噓はついてないけど……そろそろ正直に話したい……）

　今なら打ち明けても、手加減されることはないのではないだろうか？

　リュカリスが口を開きかけると、トマスが片手を振って髪をかきまぜた。

「あーっ、やめだやめだ！」

「先せん輩ぱい？」

「んな顔すんじゃねえよ。……そうだな。俺は菓子は食わねえけど、こいつは食うぞ」

「妹に付き合って口にする程度ですよ。僕自身も好きですけど、滅多に買えませんし」

　苦笑するニコラウスに、リュカリスは問いかけた。

「……それは、お菓子が高いからですか？」

「はは、そうですね。でも、甘あまさにこだわらなければおいしいお菓子はたくさんありますよ。最近だとアプフェル・シュトュルーデルを買って帰ると、妹が──」

「お前なあ、酒の席まで妹の話をすんじゃねえよ。酒がまずくなるだろうが。これだから妹大好き人間は……妹なんざかしましいだけじゃねえか」

「それはトマス、貴方が意地悪するからですよ。僕は知っていますからね。昔、蛙かえるを投げつけたり蛇へびを持って追いかけ回したり……兄のすることじゃありませんよ」

　諭さとしてくるニコラウスに、トマスは両耳を塞ふさいで声を張り上げた。

「あーあー！　うるせえな！　昔の話だろそれ！」

「先輩たちは軍に入る前からのお知り合いなのですか？」

「幼おさな馴な染じみ──いえ、腐くされ縁えんです。……僕は趣しゆ味みらしい趣味がないせいか、最近は妹への手て土産みやげになるお菓子を探すのが習慣になりましたね。喜ぶ妹がかわいらしくて」

「わかります！　私も妹たちが喜んでくれるなら、なんでもしてあげたくなります」

　リュカリスが身を乗り出して同意すれば、相手は嬉しそうに笑った。

「貴方も兄弟がいるんですか？」

「はい！　私は八人兄弟の五番目で、下に弟二人と妹一人がいますよ」

「は、八人……!?　見かけによらず、すげえ大家族だな……」

「弟の一人は遠方の守護を任されている関係であまり会えませんが、会う時はいつもいろいろな話を聞かせてくれるんです。私は任務以外で、外に出たことがなかったから──」

「……遠方の守護？」

　今度こそ疑念に満ちた声こわ色いろに、「あわわわ」とリュカリスはうろたえた。

（ダ、ダメだー！　アルトゥール、私には言わないことも無理だよー！）

　これ以上の墓ぼ穴けつを掘ほる前に打ち明けよう。そう決意した時だった。




「────皇太子殿下もおかわいそうにね」




　背後から聞こえてきた発言に、リュカリスは固まった。……皇太子？　別の国の皇太子を指しているわけでないなら、このヴィッセン帝国の皇太子は一人だ。

「あれ、本当らしいぜ。殿下が星王国の王女と婚約したって噂」

「ええ？　あの星王国？」

「星王国人って、戦せん闘とう狂きようばかりなんだよね？　こわすぎなんだけど」

「お上かみの考えることなんてわかるわけないわ。なんだって、星王国なの？」

　酒の席では失言も多くなるというが──本音もこぼしやすい。

　ただの雑談だ。酒焼けした低声に応じる、女性の艶あでやかな声が憂うれいを帯びた。

「あの殿下なら引く手数多あまたでしょうにねぇ……」

「でも人嫌いって話じゃないか。誰が相手だって気に入るかどうか」

「あら、人嫌いなんて些さ細さいな欠点じゃない。……おかわいそうに。殿下ならもっとふさわしい姫君がいるわよ！　星王国の野蛮な王女が次期皇太子妃なんていやだわ」

　姿は見ていない。声だけだ。それでもこれほど雄ゆう弁べんに嫌けん悪おを物語る。

　リュカリスが黙っていると、いつの間にか周囲の隊員たちも静まり返っていた。

「──やっぱ噂になるよなぁ」

「俺たちんとこには情報が流れてこないけどな」

　むすりとした隊員の一人が麦酒ビーアを呷あおる。リュカリスは静かに口を開く。

「情報が流れてこない……って、みなさんは王女について知らないんですか？」

「星王国の無能力の第二王女で、殿下と同じ階で生活しているってことくらいだな」

「まぁ上のヤツらが俺らに情報を流さないのは、日にち常じよう茶さ飯はん事じすぎて気にするだけ無む駄だだ」

「そうなんですか……」

　帝国の情報統制力ってすごいなぁ。

　のんきに感心してしまったが、どうりで名乗っても不審に思われないはずだ。

「二ヶ月も留守にしていたかと思えば、例の国の婚約者を連れて帰ってくるし、我わが国くにの皇太子もなかなか型破りなお人だよなー」

「型破りってゆーか、天才の考えることなんざ凡ぼん人じんには計り知れねぇってことだろ」

「……みなさんは、この婚約に賛成してくれているんですか？」

　どう星王国人だと切り出そうかという悩みをそっちのけに、興味には抗あらがえなかった。

　リュカリスが若じやつ干かん畏かしこまっていると、隊員たちは顔を見合わせる。

「賛成も反対も……なぁ？」

「イヤでも、しゃーねぇだろ。ま、無能力者だっていうし……まだマシか」

「だな。にしても、あの国の人間って得体が知れないよな」

「──ごほん！　ごほんごほん！」

　隊員の論評をかき消すほどの大きな咳払いは、リュカリスたちが囲むローテーブルの向こうから聞こえた。先ほどの咳払いの主より少し声が高く、今度のも妙に耳に馴染む。

（…………気のせいかな？）

　じっと注ぐリュカリスの視線に気づいたのか、咳払いの主と思しき相手は背中を丸める。古ぼけた頭巾フードと、体の線を隠す外衣によって正体が摑めなかった。

　といっても、帝国での知り合いは多いわけではないので、摑めたところで意味はないだろう。気を取り直そうとかぶりを振ふった時、隊員の一人が胡う乱ろんげに口を開く。

「……というか、お前の『賛成してくれている』って言い方おかしくないか？」

「あ」

　リュカリスはまばたきを繰り返す。言われてみれば、おかしい。

　その指摘に、他の隊員たちも疑問に感じたようで注目が集まる。

　何事かを返そうとするニコラウスを片手で制し、息を吸った。

「……入隊の挨拶の際、言わなかったことがあります」

「言わなかったこと……？」

「私はみなさんと同じ帝国人じゃありません」

　一息で言いきれば、隊員一同はぽかーんと呆あつ気けに取られている。

　一足先に我に返ったトマスが恐る恐る訊ねてきた。

「は……？　帝国人じゃねえ……？　じゃあ、どこ出身なんだよ」

「我らが愛すべき故郷──アルビレオ星王国出身です！」

「せっ────!?」

「訓練で手加減されたくなかったとはいえ、今まで黙っていてすみませんでした！」

　リュカリスは勢いよく起立し、頭を下げる。

　その瞬間、酒場の雰囲気が変わった。リュカリスは咄嗟に腰に手をかけ、振り向く。

　視線の先には、くたびれた身なりをした中年男性がいる。男は赤ら顔で空あき瓶びんを握りしめて、よろよろとリュカリスがいるテーブルに近づいてきた。

「ひっく……星王国、出身だぁ……？」

　しゃっくりを上げるだみ声は不ふ穏おんな響きを帯びている。

（……殺気を感じたと思ったんだけど、これも勘違いかな）

　演習場の訓練で戦いの勘を取とり戻もどせたと思っていたのに、平和ボケしているのかもしれない。ただの酔っ払いかと柄つかから手を離はなした直後、男は空瓶を振りかざした。

「くせぇくせぇと思ったら……化け物が。せっかくの酒がまずくなるだろぉがぁ！」

　そのままリュカリスの後頭部目がけて、空瓶が振り下ろされた刹せつ那な。




「──リュカリスッ！」

　──パキパキッ！




　背後からよく聞き慣れた叫さけび声ごえと同時に、空瓶に亀き裂れつが走る音が響く。

　空瓶はただ亀裂が走ったわけではない。なぜか持ち手から凍りついていき、最終的にはパーンッ！　と破は裂れつした。飛び散っていく硝子片に、方々から悲鳴が上がる。

　リュカリスにはその一連の光景がやけにゆっくりと見えていた。

　自分に降りかかった破片は腕で目元を庇かばいながら、反射的に声を張り上げる。

「──伏ふせてっ」

　素す早ばやく脱いだ短外套ジヤケツトを、破片をかぶりそうな一角に投げてかぶせてから腕を突き出す。

「ぐっ……!?」

　酔っ払いの片腕を摑み、そのまま引ひき倒たおしざまにうなじに手刀を叩きこむ。

　うめき声だけ漏らして大人しくなった相手に、リュカリスは詰めていた息を吐はき出だす。

（……さっきの瓶、見間違いじゃなく凍こおってたよね……？）

　まさか、とハッとして顔を上げる。酒場のど真ん中で騒さわいだせいか、あれほど賑やかだった空間が静まり返り、客も店員も座りこんでいる──たった二人を除いて。

　そのうちの一人は酔っ払いがいたテーブル近くにたたずんでいた。

　頭巾フードのせいで判別は難しいが、身を翻ひるがえした一瞬、銀ぎん朱しゆ色の髪と天藍石ラピス・ラズリの双そう眸ぼうを窺えた気がした。空瓶の現象も含ふくめると、心当たりは一人しかない。

（もしかして、今のはゼノン兄上……？）

　静せい寂じやくに構うことなく、男は靴くつ音おとも高らかに酒場から出て行ってしまった。

　……い、いったいなんだったのだろう？　いっそ通とおり魔まのようだ。

　リュカリスはしきりに首をかしげてから、もう一人、立っていた人物に目を向ける。

　それは先刻、向こうのテーブルで背中を丸めていた男でもあるようだが──

「あっ！」

　あまりに度ど肝ぎもを抜かれたせいで、大きな声が出てしまう。

　瞬しゆん間かん、目が合っていた相手は顔をうつむけ、頭巾フードを目ま深ぶかにかぶると座り直した。

（な、なにゆえ!?　えっなんでアルトゥールまで!?）

　脳内の言こと葉ば遣づかいまでおかしくなってしまうが、立っていたのはアルトゥールだった。

　先日の城下町での言葉ではないが、あんな美形を見間違える方がおかしい。

「あ、あばばば……」

「だ、大丈夫か？　麦酒ビーア飲むか？」

「ほら！　牛肉の窯煮汁グラーツシユもあるぞ！　うまいぞ！　食え食え！」

　一気に混乱したリュカリスに、今まで黙だまっていた隊員たちが各おの々おの飲み物や食べ物を勧すすめてくれた。あやされている気分である。その時だ。女性の震え声が聞こえてきた。

「────どうして、星王国人が」

　首をめぐらせると、リュカリスがかぶせた短外套ジヤケツトを握にぎりしめたまま、こちらを睨む色っぽい女性がいた。その艶やかな声色から、「皇太子殿下もおかわいそうに」と嘆いていた客だろう。彼女は再び口を開く。

「あたしたちは、帝国人なのよ。どうして、星王国人が庇かばったりするのよ……！」

「そ、そうだ！　おめえだって、俺らのこと嫌いだろ!?」

　酒焼けした低声で叫さけんだのは、女性の隣に座る厳いかめしい顔つきの男だった。

　リュカリスは目をぱちぱちさせる。よく意味を理解できなかったからだ。

「──どうして嫌われているからって、私も嫌う必要があるんですか？」

「え、いや、それは……そうだろうけど……！」

　心底不思議そうに聞き返せば、客たちは虚を衝かれたようだった。

　別に傷つくことではない。嫌われることには慣れている。

　そして、星女王に説かれた輿入れのための心構えを思い返す。

「星じょ──は、母上が教えてくれました。愛せないなら、無理に愛さなくていい。ただいいところを見つけろと。……私はヴィッセン帝国のいいところを知っています」

　そう言いながら腰をかがめた。短外套ジヤケツトを握りしめる女性の手に触れる。硝子片が刺さっていないか確認してから、短外套ジヤケツトにかかっていた破片を優しく払い落として微笑む。

「まず、町並みが素す敵てきです！　この皇都は丘おかから見ると紅玉ルビーが散らばっているようでした。花火も見ました。故郷では目にしたことがない、夜空に咲さく光の花はすごくきれいで感動しました！　あんな素敵なものを作れる帝国人を、好きになれないわけがないです」

　力強く断言すると、ひっそりと小さくなっていたアルトゥールの背中が震えた。

　ぷるぷるしている肩は気にかかったが、リュカリスは話を続ける。

「私は頭が悪くて、一を聞いてもわからないことばかりです。帝国に来てから、故郷で見たことのないものもたくさん見聞きしました。どれも新鮮で興味深くて、そのたびに知り合った帝国の人たちがわかりやすく教えてくれて、すごく嬉しかったです」

「アンタ……」

「軍が暇ひまであればあるほど、帝国が平和な証です！　警邏隊のみなさんはその平和に油断することなく、もっと市民の力になりたいと精しよう進じんを重ねていて私も見習いたいと思いました。……私は帝国が好きになりました。ここで暮らしている人たちのことも」

　いったん一息ついてから、ぽうっとしている女性から短外套ジヤケツトを受け取って羽織る。

「好きになってもらうことは難しいけど、自分が相手を好きになることは簡単です」

「す、好きに……？」

「はい！　だから存分に嫌ってくださって大丈夫です。それ以上に、私が好きになります！　そしたら、好きの方が多くなるのでなにも問題ありません！」

　頰を上気させた女性からあたりに目を移し、えへん！　と胸を張って言いきる。

　しばし沈黙が流れてから、どっと笑いが沸き起こった。

　……笑われるようなことを言っただろうか？　リュカリスがきょとんとしていると、トマスとニコラウスが体当たり気味に肩を組んできた。

「んなっ!?」

「はっははは！　お前らしいぜ！」

「ええ、トマス。実にリュカリスらしいです」

　アルトゥールのものらしきうめき声に話しかけたかったが、それどころではない状況である。他の隊員も、リュカリスの髪を無造作にかきまぜてきた。

「黙っていたことに思うところはあるっちゃあるがよぉ……そもそもうちの軍隊に入れんのかよ!?　ってのも驚きだがさ、なんだかいろいろと腑ふに落ちたぜ」

「だな。バカ正直なあんたじゃなかったら、騙されたってまた腹が立ったろうけどな」

「え？　え？」

　もみくちゃにされて戸惑っていると、普ふ段だん飄ひよう々ひようとしている隊長が噴き出した。

「てめぇは鈍いな。……てめぇで言ったんじゃねぇか。『見ていたらわかる』ってよぉ」

「珍しく隊長がいいことを言ったな！」

「つまりは、だ。お前が星王国人だってことはたいした問題じゃねえってこった！」

　それは入隊初日からは考えられないほど、底そこ抜ぬけに明るい笑顔だった。

　目を丸くして立たち尽つくしていると、彼らは気まずそうに頭を下げる。

「……知らなかったとはいえ悪かった。自分とこの王女を悪く言われるの嫌だよな」

「俺らも殿下が悪く言われると腹立つしなー」

「ただ、もっといい相手がいるんじゃねーかって思いが捨てきれないだけで……お、お前んとこの王女だからってわけじゃなく！　あんま気にしないでくれ！」

「こういうのを墓穴を掘るっていうんですよ、勉強になりますね」

　ニコラウスの柔にゆう和わな笑みに、弁解していた隊員が撃げき沈ちんしたのかテーブルに突つっ伏ぷした。

　隊員たちのやり取りを横目に、客たちも何事かを囁ささやき合っている。

「……星王国人って、野や蛮ばん人じんばかりじゃないのか……」

「か、かっこいいし……軍服最高……」

　酔っ払いは酒場の用心棒に回収され、それからの歓迎会は市民も交まじえて飲み直すことになった。

　その前に、リュカリスがひそかに意識を向けていた頭巾フードの人物が立ち上がる。酒場から出て行こうとする背を見て、リュカリスは慌てて隊長に話しかけた。

「隊長！　遅くなると心配をかけてしまうので、私はこれで失礼させていただきます」

「ああ？　これからだってのによぉ……ま、てめぇの歓迎会だ。好きに抜けろや」

「はい！　あの、今日の歓迎会楽しかったです。本当にありがとうございました！」

「……だからよぉ、熱いのは柄じゃねぇんだが……礼は受け取っとく」

　照れくささを隠すように赤毛をかくと、隊長はぷいっとそっぽを向いた。

　リュカリスは最後ににっこりと笑ってから一礼し、急いで外に出る。




「アルトゥ────アルッ！」




　大声で呼びかけると、遠ざかっていくばかりだった背中が止まった。

　頭巾フードを目深にかぶったままの相手に駆かけ寄より、リュカリスはさらに話しかける。

「やっぱり、君だったんだね！　今日もお忍び？　また市場視察？」

「……似たようなもんだよ」

　ぼそぼそと小声で応じる婚約者に笑みが深まっていく。

「そっかぁ。君のおかげで歓迎会を楽しむことができたよ、本当にありがとう！　……あの、一緒に戻ってもいいかな？　隊長たちには帰るって断ってきたから！」

「好きにすれば」

「うん！」

　何度も頷いてから、アルトゥールと肩を並べる。

　そのまま皇城へと帰路につこうとした時、リュカリスは身み震ぶるいした。

　夜空を仰ぐと、風に流れる粉雪を目にする。気にかかったもう一人は見間違いではないのだと確信し、きょろきょろとあたりを見回す。

「……アンタ、どうしたわけ？」

「ちょっと、人を──あ！　ゼノン兄上！」

　酒場の看板の物もの陰かげで、気配を断ってたたずむ同父兄あにを発見した。

　驚くアルトゥールをよそに、リュカリスは笑顔で声をかける。

「先ほど空瓶を凍りつかせたの、ゼノン兄上ですよね？」

「──貴様が凍りつかずにすんだことを伏して深謝しろ」

　ど、瞳どう孔こうが開いていらっしゃる……。

　銀朱色の髪から滑り落ちた頭巾フードは手で払われ、覗く目つきはゴミを見るようである。

　いつもまとわせている粉雪を制せい御ぎよしている分の冷気が全身からほとばしるようだ。

　なぜかはわからないが、同父兄あには頭に血が昇っているようだった。

　このままだと大だい惨さん事じが起こりそうなので、リュカリスは話を変える。

「あ、あの！　思ったより早く再会できて嬉しいですけど、どうしてこちらに……？」

「貴様に話す義理などない」

「えっと、そういえば城下町に滞たい在ざいされているんですよね！　お食事中でしたか？　邪じや魔ましてしまってすみませんでした」

「……あの程度の雑ざ魚こに手間取るなど、我が愛すべき故郷の恥が」

「──ちょっと」

　二人のやり取りを黙って見守っていたアルトゥールが口を挟んだ。

　不快感をあらわにした婚約者と表情を険しくする兄を前に、さすがのリュカリスも空気を読む。二人に挟まれ、うろたえながら割って入る。

「ア、アル！　久しぶりにゼノン兄上と話したいから、ここで待っていてくれる？」

「…………それは、構わないけど……大丈夫なわけ」

「大丈夫！　……あの、ゼノン兄上。あちらでお話ししましょう！」

　ゼノンの腕を摑み、問答無用で少し離れた場所まで引っぱっていく。

　アルトゥールの姿が見えなくなったのを確認してから、振りきらずついてきてくれた同父兄あにを解放する。外で待っていたのは、リュカリスに用事があるのかもしれない。

「ゼノン兄上、皇都での生活はいかがですか？　不自由なことがあれば」

「──あのような事態に直面してもまだ、受け入れられると思い上がっているのか」

「……え？」

　虚を衝かれ、まばたきをする。歓迎会での興奮が一瞬にして引いていくようだ。

　冷ややかな目を呆然と見返せば、兄の唇が弧こを描えがく。

「貴様が認められる日など訪おとずれるわけがない」

「そ、そんなことまだわかりません！」

「この一ヶ月、なにをしていた。三ヶ月を切ろうとしている中、貴様はなにを為した？」

　なんとか反論したものの、すぐさま冷静に切り返されて言葉に詰まる。

　星王国人だと言わなかったことは許してもらったけれど、酒場での出来事で『星王国の第二王女』に対する評価が変わったわけではないと知ったからだ。

「能天気な貴様のことだ。まだ三ヶ月もある、などと戯ざれ言ごとを抜かす気であろう。なれど、貴様は現時点で何ヶ月帝国に滞在している。爪つめ痕あとさえ残せぬ貴様に、残り三ヶ月でなにを為なせるというのか。かような大役、貴様には背負いきれまい」

「……私だけが背負うなら、無理かもしれません。でもアルトゥールもいてくれます」

「────だから？」

　ゼノンは嫌悪感いっぱいに目を細め、鼻先で笑う。

「二人いるから、なんだという？　貴様の不出来を補う、皇太子の負担が増すだけだ」

「そ、れは」

「我が愛すべき故郷の恥さらしめ。身みの程ほどを知り、期限を迎えるより早く帰国の途とにつくのがすべての者たちのためとなる」

　冷ややかな眼差しを前にすると、リュカリスはなにも言えなくなってしまう。

（──だって、私には否定できない）

　この一ヶ月は、ただの一ヶ月ではない。ひと月も滞在したうえでの、一ヶ月なのだ。

　本当のことばかり突きつけられ、ゼノンの言葉に反論できるだけの材料がない。

「ここで婚約を破は棄きすると約すならば、不承不承ながら私が手続きを────」

「イヤです！」

　ゼノンの発言に目の前が真っ白になり、気づいたら遮さえぎるように声が出てしまった。

　自分でも驚くほど強い語気に口許を押さえると、同父兄あにの眉み間けんの皺しわが深まる。

「これは政略だ。敬愛すべき星女王のご英断は支持すべきだが、貴様のような役立たずを出すなど我が愛すべき故郷の瑕きずとなる。この賢さかしき国にふさわしい血族はまだいる」

「……イ、イヤです」

「貴様の意見など聞いていない！」

　荒あら々あらしくかぶさった否定に、リュカリスは怯ひるんだ。

　ゼノンが正しく、自分は間違っている。そうわかっている時、いつもなら反論しようと考えたことさえない。でも、今は違った。同父兄あにの言い様だとただ婚約が白紙になるわけではなく、異父姉妹きようだいの誰かがリュカリスのかわりに嫁とつぐことになるらしい。

　アルトゥールの隣に、自分以外の誰かが立つ。

　もし婚礼に参列しないといけないとして、リュカリスは笑顔で祝福できるだろうか？




（────イヤだ）




　アルトゥールが好きだ。アルトゥールが婚約者でよかったと心から思う。

　でも、リュカリスは『星王国の王族でありながら無能力者』という反感を減らせる強みはあるものの、帝国人の『理想の姫君』にはほど遠い。

（……痛い）

　想像だけなのに胸が焼けつくように苦しくて、軍服の胸元を摑む。

　いつもの痛みと違って、嬉しさなんて微み塵じんもない。

　幼いころ、父親に『好きな人の幸せを願える人間になりなさい』と言われた。

　好きなら、相手の幸せを祈いのれるはずだ。他の女性がふさわしいと感じるなら、身を引くべきだ。なのに、アルトゥールのことだけは引き下がりたくなかった。

　たとえリュカリスがふさわしくなくても、『仕方ない』と割り切れそうにない。

「まだ、期限は残ってます。私は諦めません！　だから、イヤです！」

「聞き分けのなさは猿以下だな」

　ゼノンが怜れい悧りな天藍石ラピス・ラズリの双眸を細めれば、凪ないでいた粉雪が再び吹ふ雪ぶきはじめる。

「そこまで言い張るならばよかろう。せいぜい期日まで足搔き、そして結果を伴ともなわぬ己おのが不徳にとくと恥はじ入いるがいい」

「もちろん、全力を尽くします。帝国の民たみだけでなく、ゼノン兄上にも認めていただけるように！」

「私が認めることなど未来永えい劫ごうありえない」

　同父兄あにはそう切り捨てると、背マ外ン套トを翻して去っていく。

　黙って見送っていたら、リュカリスの戻りが遅いのを心配してか、アルトゥールが現れた。彼はあたりを見回してから首をかしげる。

「使者殿はいないのか？」

「うん」

「またなにか言われたのか？」

「うん」

「ちょっと……この短時間でいったいなにがあったわけ？」

「うん」

　畳たたみかけてされる質問に、リュカリスは期せずして生返事になってしまった。

　ぼんやりと石いし畳だたみに視線を向けながら呟く。

「────わかっていたけど、認めてもらうって難しいね」

「リュカリス……？」

　目を見開くアルトゥールを横目に、リュカリスは肩を落として先に歩き出す。

（……イヤだな）

　なんて自分は情けないのだろう。どうして誰かの荷物にしかなれないのだろう。

　せめて剣の腕うででは役立つ人間になると決めたのに、上手くいかない。

　目め頭がしらが熱い。ごしごしと拳で目元をこすってから空を仰ぐ。

「……大丈夫」

　私は大丈夫。今度は心の中で繰り返す。

　リュカリスの中でゼノンの存在がいかに大きかろうと、今さらなにを言われたところで揺らぐことではない。けれど、アルトゥールのことだけは違った。

　どうしてアルトゥールに関しては、これほど容易たやすく心が揺れてしまうのだろう。

（好きなら、幸せを祈れるはずなのに）

　ただの仮想で、仮定でも、自分のかわりに誰かが立つ未来を願ってあげられなかった。
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　白昼、アルトゥールは私室に呼び出した相手と対面していた。

　渡された羊皮紙に目を通し、こめかみを押さえる。

「あの王女サマも人間だったんっすねぇ」

　そうしみじみとこぼしたのは、客人──一等書記官フーゴ・バッカーである。

　フーゴは『記録すること』において、この広大なヴィッセン帝国でも三本の指に入るであろう精密さを誇る。とある件の調査結果への感想が続く。

「精神力が鋼鉄通とおり越こして、人間じゃない領域に達していたかと思っていたんっすけど」

「そんな無駄話をするために、お前を呼んだわけじゃない」

「あー、はいはい。王女サマに向ける一割でもいいから労いたわってほし──あ、撤てつ回かいするっす。そんな殿下は気持ち悪いっすわ」

「俺もお前を労わる気はこれっぽっちもないから安心しろ」

　にこりと笑いかけてやれば、身震いしたフーゴが器用に飛とび退すさった。

「こわ……こっわ！」

「訓練中は元気で、訓練が終わったらぼんやりしているのは間違いないんだな」

「……その通りっす。おかげで女官たちが『儚げなリュカリス様も素敵……護まもって差し上げたい……！』ってうるさかったっすわぁ。どうにかしてくれないっすか？」

　アルトゥールは無視して、「ふぅん」と考えこむ。

　フーゴの言ではないが、リュカリスはとんでもない精神力の持ち主だ。

　どんな状況下においても、前向きに物事を捉とらえることができる。いっそ病的なほどに。

（……あの歓迎会のあとからだ）

　ゼノンと話すために離れてから、リュカリスの様子がおかしくなった。

　隠し事も噓もろくにつけないヤツだ。あからさまなほど元気のない姿にどうにかしてやりたい気持ちはあるものの、立ち直らせ方がわからない。

　慰なぐさめ慣れていないアルトゥールには化学式よりも難問だ。

「城内でなにかあれば逐ちく一いち報告しろ。……用事は以上だ、戻もどっていい」

「ふぅ！　やっとっすか！　それじゃ、失礼するっす」

　嬉き々きとして退室するフーゴを見送ることなく、再び羊皮紙に視線を落とす。

（訓練中は調子を落とさないのはさすがだな）

　この報告書によると、むしろ手合わせの最中は鬼気迫る様子らしい。

　まだ巡回には参加していないようだが、手合わせは連戦連勝中で、逆に助言を仰がれることも多いという。〈星騎士パラデイン〉なのだから当然といえば当然だ。

「……………………慰める……」

　呟いてから、アルトゥールは再び頭を抱えた。

　最近、リュカリスのことが気になって作業が滞とどこおりがちになっている。

　大好きな研究が疎おろそかになるなど、リュカリスに出会う前まではなかった。

　持ち歩き防犯装置を改良したり、他にも開発に乗り出したい図案があるというのに、このままではアルトゥールまでどうにかなってしまう。

（原因がわかれば……でも、俺にどうにかできるのか？）

　人の心は科学とは違う。明確な答えはどこにもない。ゼノンになにか言われたのは間違いないが、実じつ兄けいの塩対応に慣れているリュカリスを凹へこます内容が想像もつかない。

「────よし」

　考えがまとまったアルトゥールは羽織っていた白衣を脱ぬぎ、行動に移したのだった。




　同日の夕食でも、向かいの椅子に座るリュカリスは相変わらずぼんやりしていた。

　食欲はあるのが救いだが、歓迎会からこっち、静かすぎてアルトゥールの調子も狂くるう。

　食事を終えたころを見計らい、さっさと本題を切り出す。

「もしまた皇后と茶会をすることになったら、アンタは参加する気ある？」

「…………え？　お茶会？」

　リュカリスは珍しく考えこんでいたのか、数すう拍はく遅おくれて反応した。きょとんと見つめ返され、思わず目を逸そらしながら続ける。

「ナイトが、誘さそってきたんだ。アンタが参加したいなら付き合ってやってもいいけど」

「お茶会かぁ……」

　以前は大喜びしていた茶会にすら反応が薄いことに、アルトゥールは内心狼ろう狽ばいする。

　……これはもはやおかしいどころではないのでは？

　あのリュカリスなのだ。ここまで気落ちしているとは思ってもみなかった。

「イヤなら、別に断ってくれていい」

「イヤじゃないよ！　イヤじゃないけど」

　急せきこんで否定されたものの歯切れが悪い。

（……こいつの兄だからって野放しにしておくんじゃなかった）

　ギリッと奥おく歯ばを嚙みしめる。

　そして、アルトゥールはあえて訊かずにいたことに触ふれることにした。

「──歓迎会の日、使者殿に会った時」

　そう口火を切った瞬間、リュカリスの顔色が見るからに白くなる。

　天藍石ラピス・ラズリの双眸に浮かぶのは畏れの色。泳ぐ目を見据え、一息で続けた。

「いったいなにを言われたんだ？」

「いつもみたいに……普通に話していただけだよ」

「普通に話すだけで、アンタの様子が変になるわけないだろうが！」

　思わず声を荒らげれば、彼女はびくりと肩を揺らす。それから苦しそうに表情をゆがめるとうつむいてしまった。アルトゥールはハッとし、慌ててつけ加える。

「わ、悪い。別に、アンタを責めるつもりはなかった」

「心配させてごめんね。……たいした、ことじゃないんだ。このまま成果を出せないなら、私じゃなくて別の異父姉妹きようだいをかわりに嫁がせるって話をしていただけだから」

「はっ!?」

　白目をむきかけた。かわりに嫁がせる!?

　そんな勝手な話は聞いてないし、冗じよう談だんではない。もっと冗談でないことは────

「──リュカリスは、それでいいのか」

　感情を殺そうとしてやけに平へい淡たんになってしまったが、なんだこの気持ちは。

（…………俺は、使者殿以下なのか）

　リュカリスがあんな陰いん険けんそうな兄でも慕したい、揉めたくないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　それでも、少しはアルトゥールにも好意を持ってくれているものだと思っていた。

（たいしたことじゃないって、なんだよそれ）

　アルトゥールには充分たいしたことのある話なのに、リュカリスの口ぶりだと『やむを得ない』と判断したように聞こえる。

　リュカリスの『好き』は誰にでも平等で、アルトゥールが特別なわけではない。

　そんなこと、痛いほど知っていた。だから、近いうちにリュカリスの気持ちを確かめるつもりでいたのだ。政略結婚でも、そこに気持ちがないままなし崩くずしはイヤだった。

　リュカリスのことをいい加減に扱いたくなかったからだ。

（……わかっていても、きついな）

　気持ちを確かめる前にばっさりと切り捨てられた気分だった。

　人知れず落ちこんでいたら、リュカリスは途方に暮れたような顔をする。

「わ、私はイヤな人間なんだ……」

　唐とう突とつな発言に、アルトゥールは面食らった。

　いったいなにを言い出すのかと困惑していたら、彼女はぎゅっと目をつぶる。

「昔、疑問に思ったことがあるんだ。周りの人間には母親も父親も一人ずつしかいないのに、うちは父親がたくさんいるのが不思議で」

「…………あ、ああ」

「父上に聞いたんだ。どうして父上がたくさんいるの？　って。変じゃないかって」

　突とつ拍ぴよう子しもないうえに、いきなり重い話題をぶっこんできたぞこいつ……。

　アルトゥールが返答しあぐねている間にも話は続く。

「王宮にいる時の父上はほとんどしゃべらないんだ。元々おしゃべり好きな人じゃないんだけど、人がいるとますます黙って微笑んでいるだけなんだよ。でも、その時の父上はすごい剣けん幕まくでこう言ったんだ──『メーデアにも訊きいたのか!?』って」

「メーデアって、星女王のことか」

「そう。私に悪意がなくて、たとえ母上が笑って許してくれたとしても、傷ついていないわけじゃない……たとえ覚かく悟ごのうえでも、人の心は簡単じゃない。知ち恵えが足りないのは仕方なくても、無神経に人を傷つける愚おろか者ものになってはいけないって叱しかられたんだ」

　その嚙みしめるような言葉で、リュカリスがどう育ったのかわかった気がした。

（そうか。こいつの性格は、父親譲ゆずりなのか）

　ゼノンと同じ血が流れていることは、今でも信じがたいが。

「父上は母上に幸せになってほしいから、自分のできることをしていく。だからリュカリスも好きな人ができたら、相手の幸せを願える人間になりなさいとも助言してくれて」

「……そう。いい父親なんだな」

「うん！　尊敬できる、大好きな父上だよ！」

　リュカリスは本当に嬉しそうに笑みをひらめかせる。

　久しぶりに見た満面の笑みに胸が苦しくなったが、すぐに表情が曇くもってしまう。

「……私が君の婚約者に選ばれたのは、帝国人の反発を買いにくい無能力者の王女だからで。それを除けば、ゼノン兄上の言う通りだと思った。他の異父姉妹きようだいの方がアルトゥールのためになるし、私みたいに負担になったりしない」

「俺がいつ、アンタを負担だって言ったんだよ」

　勝手な斟しん酌しやくに、だんだんイライラしてきた。

　苛立ちを隠すことなく言い返すと、リュカリスは困ったように眉尻を下げる。

「言われてないね。でも、アルトゥールは優しいから」

「だからさぁ！　いつも言っているけど、俺が優しいとか、そんなの幻げん想そうだから！」

「幻想じゃないよ。……だから幸せになってほしいって思っていたのに、私はイヤな人間だから願ってあげられなかった」

　思わず立ち上がっていたアルトゥールは、ここで唐突な発言に戻るのかと毒気が抜かれてしまう。次いでリュカリスの表情を目にして息が止まった。

「イヤだって言っちゃったんだ。君の隣となりに別の誰かが立つのはイヤだって思ったら……私は君のことも異父姉妹きようだいのことも好きなはずなのに、より良い未来を願えなかった」

「リュカ……リス……」

「君のことが好きじゃないはずがないのに。ゼノン兄上と話してからずっと考えていたんだけど、答えが出なかった。アルトゥールなら、どうしてなのかわかる……？」

　それは今までに見たことのない表情だった。

　寄よる辺べがなく心細そうで、こちらを見上げる天藍石ラピス・ラズリの双眸が潤んでいる。

　考えることが苦手なくせに、無駄に考えこむから袋小路ふくろこうじに入るのだ。

（しかも、当事者の俺に直接訊くって……本当に、バカなヤツだ）

　ああ、とアルトゥールは天を仰ぎたくなった。

　もういいだろう。いい加減、素直に認めよう。

　こういうひたむきなほどバカなところをかわいく思っている自分がいることを。

　数分前までの地の底を這うような心境から一転して、気分がよかった。

　アルトゥールの勘違いでなければ、彼女の複雑な胸中の根源は自分と同じだ。

　これは好機だ。緩みそうになる口許を引きしめる。

　今を逃したら、この死ぬほど鈍にぶい婚約者はずっと自覚しない。

「ふ、ふぅん。……別に好きだからって、幸せを願えるとは限らないだろ」

「えっ!?　そ、そうなの？」

「ああ。たとえば……相手にし、嫉しつ妬としたとかな」

　意気消しよう沈ちんしていたリュカリスが目を白黒させる。

「し、嫉妬？　私が……誰に？」

「相手に、って言っただろ」

「えっとえっと……し、嫉妬ってどういう意味だっけ？　すごいなぁって思うこと？」

「アンタのその雑な脳内誤訳辞書はどうにかならないわけ？　妬ねたみって意味だよ」

「妬み……」

　まだぴんときていないのは、しきりに首をかしげる仕草からも伝わってくる。

（ほんっとうに、こいつどんな頭をしているんだよ！）

　妬みという概がい念ねんすら理解できないとか、どんな世界で生きてきたのだ。

　辛しん抱ぼう強づよく待っていると、リュカリスは何事かひらめいたように目を輝かせる。

「つまり…………私は、君にふさわしいかもしれない異父姉妹きようだいが羨うらやましくて、やきもちを焼いていたってこと？」

「うっ」

　思わずうめき声が漏れる。リュカリスの口から『やきもち』の単語を聞けるとは！　妙みような感動を覚えてしまう。表情に出さないように嚙みしめていると、彼女は何度も頷うなずく。

「そっかぁ。幸せを願えなくても、私は君が好きでいていいんだ」

「…………ちょっと待って。もっと言うことないか？」

「ん？　もっとって？」

　不思議そうなリュカリスに、アルトゥールはずっこけそうになった。

（お、俺の想像とは斜ななめ上の自覚の仕方なんだけど……）

　というか、これは自覚しているのか？　否いな、絶対にしていない。反語である。

　冷や汗が出てきた。汗をぬぐいながら、ふとあることに気づいた。

（……こいつ、自分を好きになってほしいとは一度も言わないな）

　自分の好きなものや星王国を好きになってほしいとはよく言われる。

　けれど彼女は自分を受け入れてほしい、認めてもらいたいとはよく口にしても、『リュカリス』自身を『好きになってほしい』とはついぞ聞いたことがない。

「……アンタは、俺の気持ちが気になったりしないわけ」

　ついそんなことが口からこぼれ落ち、アルトゥールは口許を押さえた。

「アルトゥールの気持ちは気になるよ。でも……うん。認めてもらえてるなら、いいや。もし嫌われていても、私がその分、君のことが好きだから大丈夫！」

「……なに言っているんだアンタ？」

「人に好かれるのは難しいことだけど、自分が相手を好きになるのは簡単じゃないか」

　アルトゥールは混乱してきて、いったん椅子に腰を下ろす。

　あれほど家族や女官たちに溺でき愛あいされていながら、どうしたらこんな考えに至るのか。

　だが、わかったことが一つだけある。

　彼女がどんなに敵意を向けられても平然としていた理由だ。

（なんだよ、それ──まさか、嫌われていることが前提なのか）

　星王国でのリュカリスを思い起こす。

　家族はもちろんのこと、同僚や女官、町の住人とも親しく見えた。しかし、特定の誰かと親密でいた記憶はない。元側近であるハインリヒからの情報にもなかった。

　それは──今から思えば、不自然なことではないだろうか？

　だって、リュカリスなのだ。戦うことは好きでも争いを好まず、誰にでも分わけ隔へだてなく友好的で、彼女を知れば知るほど嫌うのが難しいのに一定の距離がある。

（……こいつから『友人』って言葉、聞いたことあったか？）

　女官たちと仲よくなったと言っても、彼女はけして『友達』とは口にしない。

「どうしてそこまで好かれないって思うんだ」

「……ずっと、私を嫌いだと思っている人を知っているから。でもその人はすごく優しい人だから、私を嫌いでも優しくしてくれるんだ」

　誰のことか知らないが、困ったように微笑む彼女は本気でそう思っているようだ。

　頭痛がひどくなってきてこめかみを押さえると、リュカリスは顔を覗きこんでくる。

「俺も、アンタを嫌いだって言ったらどうする」

「嫌い……？」

　目を見開く彼かの女じよを直視したまま繰くり返かえす。少しの変化も見み逃のがさないように。

「そうだよ。俺が、本当にアンタを嫌いだった場合、どうするわけ。俺に好かれたいとか、思ったりしないのか」

「無理だよ」

　即そく答とうだった。ぶるぶると首を振るリュカリスに、こらえきれずに声を荒らげる。

「なにが無理なんだよ！」

「だって……私はもうすぎるほど幸せなのに、これ以上を望んだら罰ばちが当たるよ」

「はぁっ!?」

　リュカリスはようやく調子を取り戻したのか、いつものようにのんびり笑っている。

　見慣れた笑顔だ。なのに、アルトゥールは愕がく然ぜんとしていた。

（この数ヶ月、俺はこいつのなにを見ていたんだ）

　病的なまでに前向きなのは、根っからの天てん真しん爛らん漫まんさゆえだと思っていた。

　でも、違った。リュカリスが純じゆん粋すいなのも確かだが、身の程を弁わきまえすぎているのだ。

　そんな彼女が、アルトゥールの隣を誰かに譲りたくないと抵てい抗こうした。

　本来起こりえない異常イレギユラーなことだったからこそ、ずっと上の空だったのだろう。

「……アルトゥール？」

　無言で立ち上がったアルトゥールに、リュカリスは目をぱちぱちさせている。

　心が震えていた。怒りとは違う熱が全身を駆かけ巡めぐり、衝しよう動どう的に体が動く。

　テーブルを回りこんで、無防備に見上げてくる彼女に手を伸ばす。




「──好きだ」




　摑んだ腕を引っ張りざまに立たせる。そのまま勢いよく抱きしめて、その耳元で囁く。
















　びくっと硬こう直ちよくする細身を抱きこむ力を強めて、アルトゥールは繰り返した。

「リュカリスが好きだ」

「ア、ルトゥール……？」

「政略結婚の相手だから、好きになったわけじゃない。アンタだから好きになったんだ」

　そもそも彼女に惹かれた時、第二王女当人だとは気づいていなかった。

　誤解が解けるまで、第二王女ではなく護衛の騎士との婚約を持ちかけるつもりでいた。

　王族でなくとも、要は両国が歩み寄るきっかけになれば充分だと踏んだのだ。

（好きなヤツの幸せを願え、か）

　皇太子としては、国民の幸せを第一に考えるべきだ。

　けれど、おきれいな建前をはぎ取ればリュカリスを幸せにすると決めていた。

　彼女は誰が敵でもアルトゥールが味方なら幸せとまで言ってくれたのだ。

　そんな相手を不幸にしてしまう人間が、国民を幸せになどできるはずがない。

　ぐっと奥歯を嚙かみしめる。顔がやけに熱くて、正直恥ずかしくてたまらない。

　こんなの自分らしくないとさえ思う。

　だが、リュカリスが衒てらいなく差し出す好意に甘えてばかりではダメなのだ。

　好きな相手の幸せを願うなら、今が恥の捨て時だった。

「だから、アンタも俺を望め。望めばいい。罰なんて当たるわけないだろ」

　力強く言いきってから反応を待つ。

　しかし、いくら待ってもリュカリスは黙りこんだままだ。

　静寂に耐えきれなくなり、体を離してからハッとする。

「す、すき……」

　リュカリスは目を回して赤面している。瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器きのような見事な赤だ。

　そして体を寄せ合っていなければ聞こえなかったであろうほど小さな声をこぼす。

「すき……って、農具の鋤すき……？」

「なんっっっでだよ！」

　力いっぱいツッコミを入れる。いや本当になんでそうなる。

　このままだと誤った解かい釈しやくが先行しそうだ。アルトゥールは羞しゆう恥ち心しんをかなぐり捨てた。

「先に言っておくが、恋れん愛あい感情としてだからな！　アンタに、く、口づけしたいって意味だぞ！　アンタは……どうなんだ!?　政略結婚とか関係なく、正直に言え！」

「ひゃっ」

　リュカリスは両耳を押さえると、そのまま仰のけ反ぞった。

　彼女は反射的に距離を取ろうとしたようで、引っくり返りそうになっている。

　その寸前に腕を摑み、引き寄せれば距離が再び縮まった。アルトゥールもヤケクソになっていたが、リュカリスはそれ以上にテンパっていた。

「わ、私……あの、私……」

「なに!?」

「…………うっ」

　!?　逆ギレ状態になっていたアルトゥールもぎょっとする。

　リュカリスが頰を上気させたまま、ぽろぽろと泣き出したのだ。

　命を狙ねらわれようが、敵意を向けられようが平然としていた彼女の涙なみだは衝しよう撃げき的だった。

「誰に、嫌われても仕方ないって……それが普通だって思えていたのに、君が嫌いだって言った時……す、すごく苦しくなって……でも、好きだって……私、心臓が……」

　はきはきと話す彼女らしくないたどたどしさだ。

　要領は得ないが、必死になにか応えようとしている気持ちは痛いほど伝わってくる。

　アルトゥールも頰を熱くしたまま相あい槌づちを打つ。

「あ、ああ……」

「う、うう。みんなのこと好きで、れ、恋愛？　とかよくわからないけど……あの、く、口づけしてもいいって思えたら……き、君と同じ気持ちなのかな……？」

「……それが唯一の相手なら、同じだ」

「そう、なんだ……」

　ぽつりとこぼすと乱暴に目元をぬぐった。それから深呼吸をし、キッと顔を上げる。

　間近で向かい合った彼女の面おも差ざしは凜りんとし、美しかった。ここ数日曇りがちだった天藍石ラピス・ラズリの双眸も一瞬にして晴れ渡り、キラキラとした輝きを取り戻す。

　ごくりと我知らず唾つばを吞みこみ、沙汰を待ったその時だ。

「いくら好きでも、口づけはできないと思った」

「…………へ、へえ」

「でも、アルトゥールにならなにをされたってきっと嬉しい。……私、君が好きだ」

　──なんだこのかわいい生き物。

　落として上げての間かん隔かくが短すぎて息切れしそうだが、いろんな意味で死んだ。

（な、なんで俺は自分の部屋で切り出してしまったんだ……）

　まさかこんな答えが返ってくるとは思わないではないか。

　アルトゥールは理性を総動員して、さり気なくリュカリスから距離を取る。

　このままだと襲おそってしまいかねない。それだけは、意地でも阻そ止ししたかった。

「……そうか」

「うん！　私、君と同じ気持ちなんだ……う、嬉しいな。ふふ」

「ぐうっ」

　女にしては長身だし、今も騎士服で、普段は凜り々りしいばかりで、相変わらず男と間違われているのに、どうしてこんなにかわいく見えるのか。

　傍はた目めからも浮かれているリュカリスに心臓の痛みが最高潮に達した。

　でも──やっと、両想おもいだ。心の中で握り拳を突き上げてから、あらためて思う。

（……リュカリスじゃないけど、どうしてこいつは俺が好きなんだ）

　今さらだし、卑ひ下げしているわけでもない。けれど、アルトゥールの取り柄といえば皇太子という地位と科学者としての才能と、ついでに顔がいいってことくらいだ。

　性格なんて自他共に認めるほど敵を作りやすいし、いいところはない。

　アルトゥールがリュカリスを好きになることは不思議ではないが、逆はおかしい。

「俺も、嬉しい、けど………………アンタが俺を好きになる心当たりがない」

「ええ？　アルトゥールを好きになることは、当然のことだよ？」

　恋愛とかよくわからないと言っといて、すぐこれだよ！

　きょとんとして言い放つ言葉の威い力りよくがうなぎ上りである。

　絶句するアルトゥールに、リュカリスはにこにこと笑う。

「君は言ってくれたよね。星の声が聞こえなくたって、それが普通なんだって」

「……確かに、言ったな」

「考えてみたこともなくて驚いたけど、すごく気持ちが軽くなったんだ。なにより星の声が聞こえていたら、君とは出会えなかった。たとえ兄弟と同じものを見聞きできなくても、君と同じ世界を見ることができるなら、それでいいやって初めて思えたんだ」

　軍服の胸元に手を添えて、大事そうに言葉を紡つむぐリュカリスを見つめる。

「君と出会えて初めて、私は無能力であることを受け止めることができた。……あの日からずっと、アルトゥールは私にとって特別なんだよ。君を好きにならないはずがない」

「アンタ……それでよく、恋愛感情がわからないとか言えたな……」

「ん？」

　こ、こいつ……！　小首をかしげる彼女に、拳がぷるぷると震えた。

　もはや突つっこんでもキリがないので拳を緩めると、リュカリスがアルトゥールの手を握りこんだ。鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。そして真まっ直すぐな両目でこう語りかけてくる。

「君の幸せを願えなくても、私も君を好きでいていい？」

「アンタの言葉を借りるなら──俺がアンタの分まで願えば、問題ない」

　自分の手を握りしめる感かん触しよくに慣れなくて、そっけなく返す。

　顔を背そむける前に目にした、リュカリスの笑顔は見み惚とれるほどにきれいだった。
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　先日、アルトゥールに好きだと言われた。

　リュカリスもよく好きだと告げていたが、アルトゥールからは初めてのことだった。

　それも恋愛的な意味で、あの照れ屋なアルトゥールが口にしてくれるとは思わなかった。

　そもそも、告白だって初めてされたのだ。あまりのことに一生分の一いつ喜き一いち憂ゆうを使い果たした気がするけれど、おかげで憂いが晴れたリュカリスはいつも通りにすごしている。

（いつも通り……ちょっと、違うかもしれないけど）

　二人っきりになると時々流れる奇き妙みような沈ちん黙もくに、いつになくそわそわしてしまうのは変化かもしれない。相手も同じ気持ちでいてくれる、それだけで幸せでたまらなかった。

　ますますゼノンが突つきつけてきた条件を攻略せねばと気合いが入るが──その前に。




「だ、大丈夫かな？　久しぶりのキトンだけど、帯とか変じゃないよね？」

「アンタ、それ訊くの十回目だから。あと、帯は俺が巻いてやっただろ」

「うっ……だって、最近はアマーリアたちと会う時も軍服のことが多かったからさ」

　元々女物の装束は着慣れていなかったのに、久しぶりともなると気になってしまう。

　それもこれも、これから皇后とナイトを交えたお茶会をするからだ。

　今回もアルトゥールの部屋で、おもてなしの準備はばっちりである。

　冬に入り寒くなってきたため、室内にお茶会用のテーブルを設置した。茶器も人数分あるし、お菓子だって充じゆう分ぶんすぎるほどだ。

「市場視察の時、日持ちするお菓子をいっぱい買いこんでおいて正解だったね」

「正直俺は見ているだけでも胸焼けしているよ……」

「皇后陛下たちに気に入ってもらえるお菓子があるといいなぁ！」

　リュカリスは六段ある銀台スタンドに並べたお菓子をにこにこと見つめる。

　市場視察の帰かえり際ぎわ、リュカリスがあまりに菓子屋を凝ぎよう視ししていたせいか、アルトゥールが手当たり次し第だいに菓子を買ってくれたのだ。

　本当に優しい人だ。そんな人がリュカリスを好きでいてくれるなんて、信じられない。

（ダ、ダメだ……心臓に悪い……今はお茶会に集中しよう！）

　頭がのぼせそうになる思考を、かぶりを振って追い払う。

　そうこうしているうちに、室内に叩音ノツクが響いた。アルトゥールと一緒に出で迎むかえると、ナイトに付つき添そわれた皇后が立っている。

　リュカリスより小柄とは一見わからない、さすがのたたずまい。冷然とした面差しも美しく、全身を覆う威い厳げんによって自然とカーテシーの礼を取っていた。

　すると、前回遭そう遇ぐうした時に続き侍じ女じよを伴っていない弟皇子は銀ぎん筒とうを揺らして微笑む。

「兄様も、リュカリス様もお久しぶりです。本日はおれまでお茶会に誘ってくださりありがとうございます」

「……え？」

　リュカリスは小さく声を上げてしまった。

　隣に立つアルトゥールを見上げると、顔色を赤くしたり蒼あおくしたりと忙せわしない。

「ばっ！　おま！　なん……っ!?」

「あ、あの……兄様が誘ってくださったのは、おれの勘違いでしたでしょうか……？」

「こたびのお茶会は、ナイト殿下が企き画かくされたわけではないのですか？」

「……兄様の企画ですが、それが？」

　投げかけた疑問に、一拍置いてナイトが答えてくれる。

　途と端たん、アルトゥールは踵きびすを返して室内に戻ってしまう。垣かい間ま見みた横顔が赤らんでいたので、照れているのだ。リュカリスは口許がにやけそうになる。

（ナイト殿下に誘われたって言っていたのに）

　落ちこんでぼんやりしていたが、婚約者が珍めずらしく誘ってくれた言葉を忘れたりしない。

　いかに鈍どん感かんだと評されるリュカリスでも、アルトゥールとの付き合いも長くなってきた。

　先ほどの慌てようからして、落ちこんでいたリュカリスを元気づけるために企画してくれたであろうこともわかってしまう。

　アルトゥールがその優しさを他人に悟られることを嫌うのはいつものことだ。

　にこにこしていたら、頰に視線を感じた。ぞくりとして振り向けば、弟皇子が変わらない柔和な笑みを浮かべている。

「……本当に、兄様とリュカリス様は仲がいいのですね。羨ましいです」

「ありがとうございます。仲よしに見えるなら、とても嬉しいです！　でもナイト殿下も、アルトゥールと仲がいいじゃないですか」

　またあの悪お寒かんだ。気のせいだと、振り払うように笑い返す。

　すると、ナイトの片眉だけ跳はね上あがった。それから滲にじむような苦笑が浮かぶ。

「……昔と──今は、違いますから」

「そうなんでしょうか」

　アルトゥールとナイトの場合は当てはまらなさそうだが、謙けん遜そんなのかもしれない。

　リュカリスはそう納得してから、こちらに向けられる皇后の静かな蒼そう氷ひよう色の瞳に気づく。

　そうだった！　立たせっぱなしは礼れい儀ぎ作法を欠いてしまう。

　慌てて二人を室内に促した。




　室内に戻ると、先に席についていたアルトゥールが茶器を用意している。

「あ！　私が淹いれるよ！」

「別に、どっちが淹れたって同じ紅茶だろ。いいから座ってろ」

　駆け寄って手伝おうとするも断られてしまった。

　仕方ないので、リュカリスはお菓子を取り分けようと小皿を並べる。

　そのうちになぜか向かいの席にアルトゥールと皇后が座り、隣にはナイトがいた。

（えっと……確か、この飾かざり敷しき布ぬののヤツからでいいんだよね）

　アルトゥールから上流階級でも口にしているお菓子から勧めるようにと、目印を教わっていた。敷き布から落とさないように小皿に載せていく。

　確か宮廷でも会議の最中、小腹が空いた時のために出されることから『会議コングレストルテ』と呼ばれているらしい。砂糖を煮に詰つめてとろりと香こうばしく焦こげたソースに刻んだ胡桃くるみを絡からめて、ビスケットに挟みこんだ焼き菓子だという。

　リュカリスも初めて食べるものなので楽しみだった。

「またお二人とお茶会ができること、とても嬉しいです！」

「こちらこそ！　父様はお仕事のため同席できませんけれど、リュカリス様がいらしてくださってから、こうして家族の時間が増えたのでおれも感謝しているんです」

　ふわりと翡ひ翠すいの目を細めるナイトの笑みは本当に天使のようだった。

（うーん、やっぱりおかしいな……戦いの勘は取り戻せたと思ったんだけど）

　時々感じる不ふ穏おんな気配に、リュカリスは内心頭をひねる。

　今日はキトン姿で剣を佩はいていなかったが、反射で腰に手が伸びそうになった。

　せっかくのお茶会で考えこんでも仕方ないので相槌を打つ。

「そうだったんですか。アルトゥールも研究とかで忙しいですもんね」

「……今日はお菓子がたくさんありますけれど、こちらは？」

「あ！　どのお菓子もおいしそうで、選ぶに選べなかったんです。だから、今日は買いこんだものを全部並べてみました！」

　にこにこしていると、ナイトが「な、なるほど……」と若干引き気味に頷く。

「買いこんだ、ということは、もしかしてリュカリス様が買いに行かれたのですか？」

「えっと……正確に言うと、買ってくれたのはアルトゥールなんです。私が目移りしていたら、日持ちするものならいいと言ってくれたのに甘えてしまって」

「……へえ。おれも見たことのないようなものもあるので、ますます楽しみです」

「私も初めてのものばかりなので同じですね！　お二人と一緒に、お気に入りのお菓子を見つけられたらなによりです。まずは、よろしければこちらの焼き菓子からどうぞ！」

　そう言いながら、リュカリスは先ほど取り分けた小皿を配っていく。

　ちなみに、ここまでアルトゥールと皇后はひたすら無言である。口を開く気配もないが、二人のやり取りに耳をかたむけてくれているのはわかった。

（アルトゥールと皇后陛下って雰囲気とか似ているよね）

　どちらも冷ややかに整った容姿と相まって近寄りがたい雰囲気だが、無口なだけで本当に他者を拒きよ絶ぜつしているわけではないのは確かだと思う。

　そして、各々菓子に手をつけた。リュカリスもフォークでひと口大にしてから食べていると、ひと口だけ口にしてから小皿を遠ざける皇后が視界に映りこむ。

　晩ばん餐さん会の時のトリュッフェルトルテは二口以上食が進んでいたのに、今回は反応が芳かんばしくない。いや、前回のお茶会でもひと口しか食べてないから『今回も』が正しいのか。

（でも、トリュッフェルトルテは今日はないんだよね。そもそも、あれは特別な配合だし）

　せっかくなので、皇后にもお茶会を楽しんでもらいたい。

　周囲の評判通り『皇后は大の菓子嫌い』だというわけではなさそうなのは、トリュッフェルトルテの件でわかったが、理由までは見当もつかない。

　他によさそうなものはないか、リュカリスは視線を走らせた。そこでひらめく。

　上流階級の人間が口にする機会のないお菓子ならどうだろうか。

「あ！　あの、皇后陛下とナイト殿下は駄だ菓が子しを召し上がったことはありますか？」

「駄菓子？」

　反復するナイトはきょとんとし、皇后はほんの少しだけ眉根を寄せている。

　リュカリスは銀台に並べたとりどりのお菓子の中から一種を選ぶ。

　敷き布ごと二人に見せようとした時、室内の空気が変わった。

「──────ッ」

　皇后がわずかに息を吞んだのだ。唇の震えをこらえるように引き結ばれる。

　顔色は変わらないものの、その視線はリュカリスの手元に釘くぎづけになっていた。

　一瞬で重苦しくなった空気に戸と惑まどいながらも、リュカリスは勧すすめてみる。

「これ、一見硬かたいブレッドみたいですけどラスクという駄菓子らしいんです！　これは砂糖のかわりに蜂はち蜜みつをたっぷり使っていて、体にもいいとか。いかがですか？」

「わあ！　見たことのないお菓子です。それじゃあ、一ついただきますね」

　ナイトはラスクをつまむと、好こう奇き心しんいっぱいに瞳を輝かせた。

「本当に硬い！　これがブレッドでも、天ク火ツ菓キ子ーでもないなんて不思議です」

「面おも白しろいですよね！　私もブレッドの一種だと思ったのでびっくりしました！」

　お菓子自体の物珍しさはもちろんのこと、『自分でお菓子を選ぶ』という行こう為いが楽しくて、気になったものを手当たり次第に買いこんでしまった。

　星王国では女官たちがこぞってお菓子を差し入れてくれたので、リュカリス自身が菓子屋を覗いて選ぶ機会はなかったのだ。過去を振り返り、懐なつかしさにしみじみする。

（私一人じゃ消費が追いつかなくて、異父兄弟きようだいや同僚たちにも食べるのを手伝ってもらったりしたっけなぁ）

　弟皇子はまだラスクを興味深そうに観察している。やがて満足したようにかじりつくと、さくりと軽かろやかな音が立った。

　リスのように頰を膨ふくらませて食べるナイトを、リュカリスはそわそわと窺う。

「あ、あの、お口に合いましたでしょうか？」

「………………」

　長い沈黙にだんだん不安になってくると、弟皇子がからからと笑った。

「ふふ、リュカリス様はすぐ顔に出ますよね」

「え！　そ、そんなに顔に出てましたか？」

「はい、すっごく！　だからリュカリス様は噓のつけない方だと思っていたんですが……本当に、かわいらしい婚約者を迎むかえられる兄様が羨ましいです」

「……んあっ!?」

　頰杖をついていたアルトゥールの顎が滑すべり落ちかける。完全に他人事として聞き流していたらしく、話の矛ほこ先さきを向けられて目を白黒させていた。

「はっ!?　い、いきなり変なことを言い出すのはやめろ」

「兄様、変なことではありませんよ！　女性は讃たたえるものだと、父様もよく仰おつしやっているではありませんか。兄様も婚約者として、リュカリス様をもっと讃えるべきです！」

「へあ!?」

　リュカリスにまで飛んできた流れ矢に仰け反る。儚はかなげな容よう貌ぼうのナイトにいくら『メッ！』と叱りつけられてもかわいいばかりだが、居い心地ごこちが悪くてたまらない。

「ナイト殿下、褒ほめてくださるのは嬉しいのですが、その……」

「はい、なんでしょうか？」

「以前にもお願いしましたが、私には『かわいい』は合わないので……ひ、控えていただけたら助かります。だからアルトゥールも、無理に褒めたりしないでいいからね」

「……………………別に、アンタがかわいくないとは言ってないだろ」

　思ってもみない言葉に、目をぱちくりさせる。

　再び頰杖をつくアルトゥールは目元を赤らめたまま、ぼそぼそと呟く。

「俺は、無理に褒めたりはしない」

「……む、無理させてないなら、あの……嬉しいよ。ありがとう」

　たぶん、今のリュカリスも顔が真っ赤だろう。

　赤い顔をつき合わせて黙りこむ二人に、ナイトが笑いながら皇后に話を振る。

「兄様とこんな話ができるなんて思いもしませんでしたね、母様」

「……お前、あとで覚えてろよ……」

　恨うらみがましい兄の眼まな差ざしもなんのその、弟はラスクをもう一枚手に取った。

「ラスク、おいしかったですよ。すごく上品な甘さというか……蜂蜜だからでしょうか？　それに、少しスパイシーで！　これが駄菓子だなんて信じられないです」

「気に入ってもらえたなら嬉しいです！　オススメした甲か斐いがありました！」

　安心したら小腹が空いてきた。リュカリスも上じよう機き嫌げんにラスクをついばんでいると、弟皇子が反応の薄い皇后に笑いかける。

「母様もいかがですか？　あまり甘いものを口になさらない母様向きだと思いますよ！」

「……………………」

　勧められた皇后はというとやはり無言だ。無視しているというわけではなく、リュカリスの目にはどこかうろたえているように映った。

　元々陶とう器きのように白い肌から血の気が失うせている。

（ラスクだけは手をつけないってことは……やっぱり庶民のお菓子だからなのかな）

　まだ食べたことのないであろうお菓子なら、皇后の好みに合うものもあるかもしれないと足りない頭なりに考えたのだが……見当違いだったらしい。

　内心気落ちしながらラスクを載せた小皿を下げようとしたら、アルトゥールにテーブル越しに手首を摑まれた。瞠どう目もくしていると、小皿からラスクを取り上げる。

「ア、アルトゥール？」

「…………いいんじゃない。これなら俺でも何枚でも食べられそうだ」

「本当っ？」

「ああ。……研究の合間の間食にも向いてそうだしな」

　大真面目な顔で咀嚼しながらの感想に、リュカリスも苦笑いしてしまった。

　お茶会の最中でさえ仕事から離れない思考はさすがだ。

　アルトゥールは皇后を一瞥だけしたが、特に勧める素振りはなかった。ただ息子むすこ二人が口に運んだことで、ためらっていた皇后も心が動いたようだ。

　壊こわれ物ものでも扱うような手つきでラスクをつまむと、肩で息をしている。

（……そ、そんなに緊張しながら食べるものだったかな？）

　なにか事情があって甘いものを口にしないようにしているのは、リュカリスもなんとなく察していたが、本当にただの『お菓子嫌い』ではなさそうだ。

　嫌がっている人に勧めるのは間違っている。無理しなくて大丈夫だと声をかけるべきか迷っている間に、皇后はラスクにかじりついた。

「────う」

　口許を押さえ、うめき声を漏らす。

　皇后の隣に座っているアルトゥールが眉根を寄せ、手を伸のばす。

「…………大丈夫？」

「──気遣いは……無用です」

「あ、そ」

　背中をさすろうとしていた手は引っこめられ、頰杖をつく姿勢に戻る。

　リュカリスの位置からだと、その一連の動作がよく見えた。

（あ、あわ……あわわ……）

　隣り合っていてもよそよそしい母子おやこに焦ってしまう。

　そんなリュカリスに気づいたのか、アルトゥールが目配せしてきた。

「大丈夫だから、アンタは気にせず食ってろ」

「え？　う、うん」

「そもそも、アンタが食べたいって言ったから買ったんだ。俺は手伝わないからな」

　あっ！　そうだった！　リュカリスはハッとする。

　日持ちするものを買ってもらったとはいえ、お菓子はお菓子だ。

　悪くならないうちに食べるのが礼儀だし、健けん啖たん家かであるリュカリスには苦でもない。

　なのでこの場で食べる分を小皿に載せて、もしゃもしゃと平らげていく。

　おいしいと自然と笑みも浮かぶというもので、次々と制せい覇はし、ラスクに再び戻る。ほのかな甘みを堪たん能のうしてから嚥えん下かすれば、暗さを帯びた涼しげな声が聞こえてきた。

「──そなたは」

「……へ？」

「楽しそうに、菓子を食するのですね」

　びっくりしたリュカリスは皇后を凝視してから、きょろきょろとあたりを見やる。

　兄弟は紅茶を飲んでいて、お菓子を食べているのは自分だけだ。つまり……

（こ、皇后陛下から話しかけていただいたのは初めてな気がする！）

　興奮で、頰が上気していくのを感じた。リュカリスは満面の笑みで返事する。

「はい！　とても楽しいです！」

「……そうですか」

「アルトゥールはもちろん、皇后陛下やナイト殿下とお茶会ができてすごく嬉しいので！　元々おいしいお菓子が、さらにおいしく感じます！」

　そう続ければ、皇后はわずかに蒼氷色の双眸を見開いた。

「…………わたくしには、よく理解できません」

「えっと、すみません。私、言葉が足りなかったでしょうか？　兄にも察しが悪いとよく言われるので、説明していただけたら助かります！」

　素直に乞こえば、皇后は戸惑ったようだった。

「そなたの言葉が……足りないわけでは、ありません」

「本当ですか？　ちゃんと伝わっていたならよかったです！」

「……人は、わたくしといると息が詰まると言います。兄も菓子が似合わないと──」

　そう言いかけると目を伏せた。けぶるような長い睫毛まつげが、表情に影を差す。

　皇后はオーフェルヴェーク公爵家出身と教えてもらった。

　兄ということは公爵その人であり、アマーリアの父親のことだろうか。

　リュカリスはきょとんとしてから一つ頷く。

「確かに、皇后陛下とご一緒している時は緊張してしまいます」

「ちょ、リュカリス！」

　話は聞いていたらしいアルトゥールが慌てふためいている。

　皇后も急に表情を強こわ張ばらせたのをリュカリスは不思議に思いながら続けた。

「やっぱり大切な婚約者のご両親ともなれば、ドキドキしてしまって！　これでも粗そ相そうがないように気をつけているのですが、なにか無作法があれば教えてください！」

「……アンタのどこが緊張しているんだ……」

「全体的に！　さすがに皇后陛下をあちこちに連れ回したりしてないしね！」

「それができたら、アンタに勇者の称しよう号ごうをあげるよ」

　勇者！　少し心惹ひかれていると、アルトゥールが片眉を跳ね上げた。

「あのさ、本当にやれって言ったわけじゃないからな？　絶対にやるなよ」

「そっかぁ。……あ、皇后陛下！　ラスクが合わないのでしたら下げますので！」

「いえ。……問題ありません」

　皇后はふるりと首を振ると、遠ざけていたラスクを再び口にした。そして──

「あっ」

　思わずといったように声を上げたのはリュカリスだけではない。

　その息子二人も瞠目し、母親の面差しを凝視している。

　なぜならあの皇后が微笑んでいたのだ。

　雪ゆき融どけのあとに訪れる春を思わす暖かさで、ラスクを気に入ってくれたのかもしれない。

　やはりアルトゥールと似ているなぁ。そんな感想を抱いだきながら、リュカリスも笑う。

「晩餐会の時も思いましたが、皇后陛下の笑顔はおかわいらしいですね！」

　あの時の滲むような微笑を思い起こしながら言えば、皇后は顔をしかめた。

　一転して不快感もあらわに、睨みつけてくる氷の眼差しに首をかしげる。

「世辞は結構です。……己の風ふう貌ぼうのことは、よく理解しています」

「かわいらしい、という表現は不敬でしたでしょうか？　それとも『笑顔は』と限定的なのがいけなかったとか……あの、普段の皇后陛下も凜りんとしてお美しいですけれど、笑顔はもっとかわいらしいとお伝えしたかっただけなんです！」

「なっ……！」

　なぜか皇后の顔が真っ赤になった。火を噴くような勢いである。

　対して笑顔のリュカリスに思うところがあったのか、婚約者は啞あ然ぜんとしたままぼやく。

「…………さすがたらしは抜かりなくとどめを刺していくな……」

「たらしとかよくわからないけど、アルトゥールと皇后陛下って似ていらっしゃるよね！　アルトゥールの笑顔もかわいいよ！　見ていると幸せな気持ちになるよね！」

「やめろ！　どうしてこの流れで俺にまで飛び火するんだ！」

「………………ふふ」

　こらえきれなかったようで、控えめに肩を揺らす皇后はかわいらしい。

　隣のアルトゥールも聞きとがめたのか、じろりと母を一瞥する。

「…………笑うところじゃないです」

「そなたがここまで翻ほん弄ろうされる姿、初めて目にしました」

　皇后はすまし顔だが、先ほどのよそよそしいやり取りに比べたら仲がよさそうだ。

　普段は距離を置きがちな家族と親しくするアルトゥールを見ると、なんだか嬉しかった。

　同じようにナイトも二人を眺めている。細まった翡翠の目には────リュカリスは利き手を押さえた。また反射的に腰に手が伸びかけたからだ。

（なんだろう、今の……）

　ナイトには好感しか抱いてないのに、ここのところ変な衝動ばかり覚える。

　そこでふと、冷静になったら皇后が首から提げているものに目が留まった。

「皇后陛下、その首飾りは手土産の……」

「…………我が君から、感謝の意を伝えてほしいと頼まれてつけているだけです」

「つけていただけるだけで、私はとても嬉しいです！　その首飾りの宝石は〈星せい霊れい石せき〉でできているんです。小さくても悪意を妨さまたげ、身を護ってくれる効果があるんですよ」

「────〈星霊石〉？」

　弟皇子も興味を惹かれたらしい。リュカリスは意い気き揚よう々ようと答える。

　星王国からの手土産として皇帝皇后に贈った首飾りは、簡素すぎるほど簡素だ。

　それは石が持つきらめきだけで、万の宝石にも匹敵するほど美しいからでもある。

「はい！　星の力を宿した、特別な石なんです。もちろん、星女王陛下からも許可を得てお贈りしましたのでご安心ください。アルトゥールにも贈ったんですよ！」

「へえ、これが……なるほど」

　ナイトは首飾りをしげしげと観察すると、意味深に呟く。それからふわりと天使の微び笑しようをひらめかす。

「噂うわさ通どおりとてもきれいな石ですね！　まるで星が閉じこめられているような……これがあれば、父様も母様も兄様も心配することはないんですね」

「そうですね！　物理攻こう撃げきには握りしめて使えば効果があるかもしれません！」

「だから、アンタさぁ……まぁもういいけど……」

　リュカリスとナイトを交こう互ごに見やりながら、アルトゥールがため息をつく。

　歯切れの悪い婚約者を不思議に思っていると、ラスクを完食した皇后が立ち上がる。

「馳ち走そうでした。わたくしは寝しん所じよに下がらせてもらいます」

「あ、それじゃおれも失礼させていただきますね。誘ってもらえて楽しかったです！」

「寂さびしいですけど、そう言ってくださると私も嬉うれしいです。今日もありがとうございました！　またお二人の都合がつけば、お誘いしてもいいでしょうか？」

「………………好きになさい」

　少ししょんぼりとしたものの期待をこめて問えば、皇后はそれだけ答えて退出した。

　続けてナイトもぺこりとお辞じ儀ぎする。

「お見送りは大丈夫です！　……リュカリス様が来てから、兄様は本当に変わりました」

「それさ、本人の目の前で言うことか？」

「ふふ、あらためて兄様をお願いします。だから、リュカリス様も体には気をつけてくださいね。酒場で絡まれたと聞きましたし、無茶はいけませんよ」

　酒場での一件、大きな騒ぎにしたつもりはないのだが皇子の耳にまで届いているのか。

　若干の違い和わ感かんを覚えつつ、リュカリスは「もちろん！」と請うけ負おう。

　すると、ナイトが満足した様子で出て行き、室内に束つかの間まの静けさが戻る。

　リュカリスは喜色満面で、思案顔のアルトゥールを振り仰ぐ。

「また誘っていいって！」

「……みたいだな」

「前のお茶会も楽しかったけど、今日はもっともっと楽しかった。それもこれも、アルトゥールのおかげだよ。本当にありがとう！　嬉うれしいなぁ！」

　語ご彙い力りよくのないリュカリスはただ『嬉しい』と繰り返すことでしか、このはずむ胸の内を表現するすべを持たない。浮かれながら、残りのお菓子を消費しようと手をつける。

　向かいの席に腰かけるアルトゥールは頰杖をついたまま、菫色の瞳をただ眇すがめていた。







　そのお茶会から翌日のことだ。

　皇后の侍女がアルトゥールの部屋を訪れ、小箱を置いていった。

　侍女から『星王国の王女殿下宛あてでございます』と言われたらしい。

　リュカリスは食事の席で手て渡わたされた小箱を開かい封ふうし、目を丸くしてしまう。

　小箱の中には、長い歴史を感じさせる指輪が鎮ちん座ざしていた。

　見た目は紋章印シグネツトリングに近く、輪っかの両腕まで細工が施ほどこされている。

　それにしては赤、青、緑と散りばめられている宝石の数がすごい。

　装そう飾しよく品ひんには疎うといリュカリスですら、ものすごい来歴がありそうだと感じる。

　そして添えられていた小さな紙を広げると、こう綴つづられていた。

『この指輪は、我が君からの首飾りの礼です。先日の茶会への返礼には、そなたの望みを一つ叶かなえることにします。　Ｄドロテーア』

　首くび飾かざりの礼はまだしも……お茶会でお礼をされるようなことをしただろうか？

　リュカリスの手元を覗きこむアルトゥールも目を通し、感心しているようだった。

「へえ……」

「い、いいのかな？　贈おくり物ものはもちろん嬉しいけど、ちょっと心苦しいような」

「別にもらっておけばいいんじゃないの。……その指輪の意味、知っているか？」

　意味？　素直に首をかしげれば、婚約者は珍しく愉ゆ快かいそうに喉のどを鳴らす。

「この指輪は、ヴィッセン帝国の皇后が代々受うけ継ついできた由ゆい緒しよあるものだ。あの人がつけているところは、皇帝の生誕祭くらいでしか見た記憶がないけど」

「えっ!?」

「つまり、皇帝からの礼っていうのは噓だ。皇后の意志で、アンタに贈ったんだ」

　びっくりしたリュカリスは、指輪とアルトゥールを二度見してしまった。

（本当の意味で……皇后陛下に認めてもらえた、ってことでいいのかな）

　思い上がりなのかもしれない。でもそう考えた方が嬉しいので、小箱を抱きしめる。

　感動で胸がいっぱいだ。リュカリスはほうと息をつく。

「まずは、ゼノン兄上の条件を攻略しないといけないけど……大切にするね」

「ああ。俺の代じゃ、アンタ以外はつけさせない」

　言外に『リュカリス以外と結婚するつもりはない』という宣言だろう。

　察しの悪いリュカリスでもわかった。うつむいた頰が熱くなっていく。

「う、うん……私も、そうだと嬉しいな」

「……ふん」

「に、にしても、お茶会ってすごいんだね！　いや、お茶会よりお菓子がすごいのかな」

　照れくささをごまかすように、昨日のお茶会を振り返った。

　思わずといったようにこぼれた皇后の微笑を、今も鮮せん烈れつなまでに思い出せる。

　おいしいお菓子は、それだけで人を笑顔にするのかもしれない──そんな自分の思考に、リュカリスは自分の視界が開けていくのを感じた。

「そうだ！　お菓子だよ！」

　勢いよく立ち上がれば、テーブルの向かいに腰かけた婚約者が肩を引いた。

「お菓子は、皇后陛下も──みんなを笑顔にする力があるんだよ！　市場視察でもお菓子を買えない子供を見かけたし、お菓子を利用してなにかできないかな!?」

「────それだ！」

「……へ？」

　アルトゥールも急きこむように叫ぶ。

　きょとんと首をかしげると、彼は珍しくあくどい笑みをひらめかせた。

「一発逆転の企画を思いついただけだ」
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　──噓つきは嫌いだ。




　時がすぎるのは早く、彼女がヴィッセン帝国に訪れてから三ヶ月近くが経つだろうか。

　薄暗い地下室には松明たいまつのおぼろげな光しか射さしこまない。

　目深にかぶった黒い頭巾フードの下から、円卓を囲む連中を窺う。

　連中は正体を隠すため、不気味な仮面をつけていた。

　とはいえ、彼らの正体はわかっている。ここは強硬派の先せん鋒ぽうたちが集つどう場であることを承知のうえで、自分も末席とはいえ円卓の一員に加わっているのだ。

　獅し子しの仮面をかぶった代表格がやおら口を開く。

「────やはりあの異い端たん分子がいては、この国がダメになってしまう」

「あの条件は蛮族からの提案とはいえ、我々には都合がいい」

　そんなしわがれた声の主に対し、潑はつ剌らつとした声が揚よう々ようと応えた。

「ええ、ええ！　この婚約は白紙にしなければ、尊き血が穢けがれてしまう」

「しかし、あまり派手なことをしては市民から反感を買うのでは……」

「市民など！　所しよ詮せん、大局が見えぬ虫けらではないか。大義の前には小さな犠ぎ牲せいにすぎませんよ。一刻も早く、化け物どもを追い出さなくては！」

「────もうし」

　不ふ穏おんな流れを断たち切きるため、頃合いを見計らって口を挟む。

　彼らは事が思うように運ばないことで焦じれている。

　いくら彼が目め障ざわりであっても、市民に被ひ害がいがあってはならない。

　自分がこの場にいるのは、強硬派に気け取どられぬように動向を操あやつるためでもあった。

　出しゃばりすぎても怪しまれる。意識してか細くした声を出す。

「みなさんならば、市民を味方につけたまま婚約を白紙に戻すことも可能でしょう」

「……ほう？　占うらない師し殿どのの見解をお聞かせ願おうか」

「わたしの占いでは、失せ物の相が出ております」

「失せ物の相……？　なるほど……？」

　占い師は建前だ。彼らは『呪じゆ術じゆつ師し』を雇やとったつもりでいる。

　さらに『失せ物』についての情報をもたらすと、彼らのお気に召したらしい。

　けれど、獅し子し仮面の男は冷ややかな声を発した。

「占い師殿、ご苦労。今宵こよいは下がってよい」

「……畏まりました。またわたしが必要となればお呼びください……」

　とはいえ、強硬派の人間が『呪術師』を信用するはずもない。

　肝心の話し合いでは蚊か帳やの外だが、目的は果たした。抗うことなく円卓から離れ、ひとり地上へと舞まい戻もどる。入り組んだ路地裏を抜ければ大通りに出た。

　今は夜。いくらみすぼらしいナリをしていても、同じ色を装っていれば目立たない。

　喧けん騒そうをかいくぐった先で、店先の硝子窓に映りこむ自身の姿が目に留まった。

　外衣で体格をわからないようにし、靴には上げ底を入れて、背中は丸めている。

　握りしめた頭巾フードの下で緑の目を細め、こほっと咳きこむ。

「──噓つきは、嫌いだ」

　偽いつわりしかないこの姿も、自分には耐えがたいほど気持ち悪い。

　なのに、こんな日に思い出すのは決まって幼き日々のこと。

『にいさま、おめでとう！　にいさまはすごいですね！　また〝ちしゃのさいてん〟で一位だなんて！　おれもいつか、にいさまみたいになれるかなぁ』

『……別に、俺みたいになる必要はないだろ。お前はお前のままでいいんじゃないの』

『ほんとうですか？　おれのままでも、にいさまのお役にたてますか？』

『ああ』

　はしゃぐ自分の頭を、無愛想なあの人が珍しく微笑みながら撫でてくれた感触。

　ずっとそばにいられると思っていた。体が弱くても、支えることを許してもらえているのだと──でも、すべては幻想。誰も彼も噓をついて、裏切っていく。

「ずっと一緒だって、約束したのに」
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『四ヶ月以内に、リュカリスが帝国人に認められなければ婚約は白紙にする』

　そんな条件が提示されてから、早二ヶ月が経とうとしている。

　どうすれば認めてもらえるのか。

　その方法を長らく模も索さくしていたが、リュカリスの一言から一気に進展した。

『──お菓子はみんなを笑顔にしてくれる』

　皇后とのお茶会を通じて感じたことを、アルトゥールが汲くみ取とって祭典にしたのだ。

　彼曰いわく『娯ご楽らくを楽しむ余よ裕ゆうは、平和から生まれる』。

　このお菓子の祭典が成功すれば、皇都だけでなく周辺の町村も活性化し、経済効果が望めるそうだ。さらに砂糖の需要と供給の釣つり合あいが取れれば、国内で流通する砂糖の価格も下げられる。より安価でお菓子を楽しめるようになるかもしれないという。

　リュカリスは難しいことはよくわからないので、完全に婚約者の受け売りである。

　そして、二人が連名で開かい催さいする祭典はこう名づけられた──〈星菓の宴ズース・バンケツト〉と。

　本来『製菓の宴ズース・バンケツト』と称しようするのが妥だ当とうだろう。あえて『星菓』にしたのは、ヴィッセン帝国とアルビレオ星王国が歩み寄る第一歩を踏み出すのだという強い決意の表れだ。

（名付け親はアルトゥールだけど、さすがセンスがいいよね！）

　条件クリアの期限間ま際ぎわに二日間開催し、来場者の投票で『星菓大賞』を決める予定だ。

　来場者は普段なかなか口にできないお菓子も無む償しようで食べ比べることができる。

『食べ比べ』の名目上、いろんな種類を食べられるようにひと口大だが。

　もちろん出店者にも旨うまみはあり、お菓子さえ店で扱っていれば参加する権利を持つ。

　さらに出店にかかる費用は主しゆ催さい者しや側が負担するため、この宴に出すお菓子ならば新商品を開発する助力も惜おしまない。最低でも手レ順シ書ピと職人さえいれば充分なのだ。

　ゆえに、出店者も『来場者には無償提供』という条件を納得できる。

　……ここまで聞いただけでも、とてつもなく大がかりな催し物だ。

　しかもこの費用は国庫からではなく、アルトゥール個人の資産から賄まかなってくれるのだという。頭が足りないと評判のリュカリスも当初うろたえたものだ。

「あのさ……これ、すごくお金がかからないかな？」

「そりゃ、人や物を動かすとなれば金はかかるに決まっているだろ」

「そうなんだけど、ちょっと想像していたのと規模が違うっていうか」

　呆れ顔のアルトゥールに、リュカリスはもごもごと答えた。

　詳しよう細さいを煮詰めて、以上のことをわかりやすく説明してくれたのは婚約者である。

　だが、祭典が成功すればリュカリスが認められるのに一役買うだろうと、例の一言がきっかけだったことからリュカリスが発案者だとして広報されてしまっている。

　けれど、ここまでアルトゥールに金銭的負担をかけるつもりはなかった。

「アンタが直接関わった帝国人と親しくなろうが、そんなものはごく一部だ。大部分の帝国人に認めさせるためには、アンタも──俺も、目に見える利益を提示する必要がある」

「利益……」

「元手いらずで認められるなら、帝国と星王国の溝みぞはここまで深くなってない。……金のことは心配するな。このくらい、たいした出費じゃない」

　そう平然と言いきる婚約者に呆気に取られてしまう。

「たいしたことないって、私だってそれはさすがに無理があるってわかるよ……？」

「帝う国ちじゃアンタが思う以上に科学者は評価されるし、高い成功報ほう酬しゆうを得ることができる。だからこそ、成り上がるために科学者を目指す平民が多いんだ」

「う、うん？」

「俺は研究と開発で得た収益がある。使い道がなくて貯ため続けていたし、むしろ社会に還元する機会ができてよかったくらいだ」

　気遣わせないように無理している口ぶりではなく、ごく自然体だ。

（……アルトゥールってお金持ちなんだなぁ……）

　リュカリスも給金の使い道がなくて貯ちよ蓄ちくしていたタイプだが、規模が違う。

　さすが天才科学者だと、ここは納得しておくことにした。

「そっかぁ……なら、安心だね！　アルトゥールがいてくれて心強いよ！」

「アンタ、最終的によくわからなくなって理解をぶん投げたな」

「うん！　そうとも言うね！」

　そんな元気のいい応おう酬しゆうを経て、今こん日にちに至るわけだが。

　すでに〈星菓の宴ズース・バンケツト〉の開催を国中に宣伝し、出店者は充分なほど集まっている。

　星王国人が開催に関わっているからといって、自分たちの利益になる──店の宣伝を無料でできる機会を逃す商売人はいなかった。アルトゥールの思おも惑わく通どおりだ。




　〈星菓の宴ズース・バンケツト〉の会場は皇都の中心部からほど近い場所に決まった。

　ここは年二回開催されている『智ち者しやの祭典』の会場でもある。

『智者の祭典』では展示物にあわせて回ごとに建物の外観を変えるという組み立て工法を採用しているため、祭典がない時期は更さら地ちなのだ。

　その更地を有効活用しているわけだが、出店者が決まれば残す大仕事は会場の設営だ。

　屋台の骨組み自体は、アルトゥールが依い頼らいした業者によって組み立てられている。

　屋台の飾りつけなどは店ごとにこだわりがあるだろうと、出店者に一任されることになっていた。けれど、出店者も通常の業務があるためなかなか進まない。そこで、リュカリスが手伝いを志願した。

　……ここまで、リュカリスとアルトゥールの負担は大きく異なっている。

　運営に関する大部分をアルトゥールが請け負ってくれる反面、リュカリスにできることは少ない。星王国人自身がなにもしないのでは、帝国人に歩み寄りたい気持ちも伝わらないだろう。そう考え、得意な力仕事で貢こう献けんしようと思ったのだ。

「……別に、わざわざ飾りつけを手伝うことはないだろ」

　食事の席で相談したものの、アルトゥールは気乗りしないようだ。

「警邏隊に会場の見回りを頼んであるから、そっちを手伝えばいい」

「見回りも大事な仕事だよ。でも、私は設営の手伝いをしたいんだ！　より多くの帝国人と関われるいい機会だし、みんなの力にもなりたいよ」

「それは、そうだろうけど」

　渋しぶる婚約者の両手をテーブル越しに摑む。怯んだアルトゥールを見据え、訴うつたえかける。

「前に、君と一緒にがんばると言ったよね？」

「……い、言われたな」

「アルトゥールだけが大変なのは変だ。苦労は分かち合うべきだよ！　それに──」

　ぎゅっと、熱くなっていく両手を握にぎりしめて微笑ほほえむ。

「私だって、君が好きなんだ。名ばかりの実行委員じゃ、胸を張って君の婚約者だと名乗れない。少しでもできることをやりたいと思うのは、そんなにおかしいことかな？」

「…………………………死んだ」

「え？　しんだ？」

　アルトゥールが額からテーブルに突っ伏す姿に既き視し感かんを覚えた。

　ゴツンと痛々しい音が響いたのだが、これも例の無害な発ほつ作さだろうか？

　設営の相談も吹ふっ飛とんでおろおろしている間に、彼はむくりと起き上がる。

「……もう……いいよ……アンタの好きにしろ……」

「本当!?　アルトゥールありがとう！　みんなの力になれるようにがんばってくるね！」

「はは……」

　目つきは虚うつろでも、血色はいいし元気そうなので大丈夫だろう。

　了りよう承しようを得たリュカリスは素直に万ばん歳ざい三唱したのだった。







　それからは、アルトゥールと朝食をすませたら現場に通う日々だ。

　会場は作りかけの櫓やぐらを中心に、二重の円形を描くように幾いく多たの屋台が点在している。

　リュカリスはまず男手が少なく、力仕事が大変そうな屋台から手伝うことにした。

　警邏隊の任務ではないので騎士服姿だし、もう星王国人だと隠す必要もない。

　正式な口上は堅苦しいため『星王国出身』で『リュカリス』としか名乗っていないが、アルトゥールと連名で宴を広報したので『婚約者』だと周知されているはずだ。

　最初のうちは手伝いを申し出るたび、困ったように遠慮する相手が多かった。

（私が王女だってことより、やっぱり星王国人なのが問題なのかなぁ）

　酒場でも『皇太子にふさわしい姫君はもっと他にいるのに』と嘆なげく声を聞いた。

　王女らしくないリュカリスに不満を持つのは仕方ないことだ。でも──

（アルトゥールは、他の誰かじゃなくて私がいいって言ってくれた）

　他の誰かの言葉を気にすることはないし、壁を作られるのは承知のうえである。

　だからリュカリスはめげることなく、こまごまとしたことからはじめた。

　察しが悪い分、懸命に観察する。相手が必要としそうな道具を先んじて持っていったり、重たそうに抱える板をかわりに担かついだりと積み重ねていくうちに、変化が訪れた。

「お、おじいちゃん！　歳を考えようよ！」

「なんのこれしき！　バカにするもんじゃねぇ、わしはまだまだ現げん役えき──ぐあ！」

「もうっ言ったそばから！　やっとぎっくり腰がよくなったばかりなのに！」

　通りでうなだれる老人の周りを、孫娘がうろうろしている。

　かたわらには、いかにも重そうな箱が二つ積み重なって置かれていた。

「手が空いているので運びますよ！」

「え、どちらさ……ひゃあっ!?　し、白い騎士服……！」

　少女が振り向きざまに飛とび退のく。リュカリスは頭を下げた。

「驚かせてしまってすみません。この箱、どちらまで持っていかれますか？」

「あの、箱ならわたしが屋台に運ぶので！　お気になさらず！」

　箱を持ち上げようとしたら慌てて押しとどめられる。

　けれどその細ほそ腕うでを摑んで両目を見据えると、彼女はなぜか赤面して黙りこむ。

「おじい様だけでなく、君まで怪け我がをしたら大変ですよ。無理をしないでください」

「ひゃ、ひゃい……」

「困った時はお互たがい様です！　それに、私は力仕事が好きなんです。力仕事ならなんでも頼ってくださいね！」

「はうあ！」

　……これは了承でいいのだろうか？

　先ほどから奇き声せいしか発しない少女が心配になり、手を握りしめたまま顔を近づける。

「ほぎゃー！　目がぁああ！　目がぁっ！」

「目がどうしたんですか!?　あの、よければ医務室に運びますよ！」

「こ、これは俗ぞくに言うお姫様抱だっこ……!?」

「お、おう。最近あちこちで手伝ってる話は聞いておったが……なんだ、ありがとよ。こいつのこたぁ気にしないでくれや。今回はアンタの厚こう意いに甘えさせてもらおうか」

　苦笑する老人に、リュカリスの表情も明るくなる。

「はい！　このリュカリスにお任せください！　……おじい様も腰を大事になさってくださいね。こんなかわいらしいお孫さんに心配かけちゃいけませんよ」

「き、騎士様ぁ……！　もう星王国人とかどうでもいいわ……かっこいいは正義……」

　ぽうっとする娘に屋台まで案内してもらい、そのまま一日手伝った。

　すると、この日を境に申し出を受け入れてくれる店が増えていったのだ。

　気づけば〈星菓の宴ズース・バンケツト〉まであと一ヶ月を切ったころになれば、多くの屋台が完成していく。異変が起きはじめたのは、ちょうどそのころである。




　その日、現場に到とう着ちやくしたリュカリスはいつもと会場の雰囲気が違う気がしていた。

　足を踏み入れた瞬間、屋台の準備を急ぐ出店者たちがいっせいに注目してきたかと思えば顔を背けられたのだ。遠えん慮りよされていたころですらなかった光景である。

　そそくさとひと気が引いていく様子に首をかしげながらも、今日手伝うと約束していた店に向かい──目を見開く。

「……え？」

　屋台の柱が折れて、ぺしゃんこになっている。出店者の子供たちが作り、楽しげに屋台に貼りつけていた飾りの花も踏みにじられていた。

　リュカリスは片かた膝ひざをつき、無残にひしゃげた看板を持ち上げる。

　すると、片づけに奔ほん走そうしていた出店者が駆け寄ってきた。その勢いのまま看板は取り上げられる。女性はリュカリスから目を逸らし、早口で続けた。

「だ、だ、大丈夫なので……！」

「あの、この屋台はいったい……？　私も片づけを、いや新しい木材をもらってきますね！　柱の建て直しも手伝うので、なんでも言ってください！」

「ほ、本当にお気になさらないでください！　今日はもう、お帰りを……っ」

「……わかりました。人手が必要になったら、いつでも気軽に声をかけてください」

　そう引き下がっても、相手は「すみませんすみません！」と怯おびえたように繰り返す。

　女性の顔色は悪い。そりゃそうだ。完成間近だった屋台が壊れたのだ。

　今はそっとしておこうと別の屋台に行くが、そこでも断られた。

「えっ、あ！　う、うちは大丈夫なんで！　気持ちだけで充分ですよ！　ホント！」

　木板を抱え、忙しなく動いていた男性が焦ったように出てくる。

　その屋台は男手が一人しかいないようで、目に見えて作業が遅れているようなのに遠慮されてしまった。それはこの屋台だけでなく、どこも似た反応しか返ってこない。

「…………うーん？」

　十軒けん目の屋台で断られたところで、リュカリスは頭をひねった。

（遠慮されているのは最初のころと同じだけど……なにかがおかしい気がする）

　昨日までの対応とあまりにも違う。

　いったいどうしたものかと考えこんでいる背後から大声で呼びかけられた。

「リュッ……リュカリス！　はぁっ……ここにいたのか！　探したぞ！」

「あ、トマス先輩にニコラウス先輩！　おはようございます！」

「おはようございます。……じゃないですよ。あの、ここは人目につくのでこちらに」

　息を切らしながら走ってくる二人に、リュカリスは敬礼した。

　思えば、〈星菓の宴ズース・バンケツト〉について宣伝してからも隊員たちの態度は変わらない。

　名前でリュカリスが『皇太子の婚約者』だと気づいただろうに、以前と同じように接してくれるのが嬉しかった。周囲の人間に恵めぐまれていると、あらためて実感する。

　にしても、今日は会場の見回りの当番だと聞いていたが尋じん常じようならざる様子だ。

　彼らに腕を引っぱられるがままついていけば、本日二度目の衝撃がリュカリスを襲う。

　連れてこられたのは、会場の片かた隅すみに仮設された厩きゆう舎しやだ。

　集まっている警邏隊員たちの輪に加わり、急きこんで話しかける。

「その怪我、どうしたんですか!?　すぐに手当てをします！」

　そう。警邏隊員たちが囲んでいたのは、あちこちに怪我を負った仲間だった。

　彼は息も絶え絶えに、膝を折ったリュカリスの肩を支えに立ち上がろうとする。

「俺以外の動けるヤツは、城へ伝令に走った……！」

「え、伝令……？」

「すまねえ……平和に胡坐あぐらかいて、油断してたらこのザマだ……」

　悔くやしそうにうめく隊員の姿はただごとではないことを物語る。

　会場に駆けこんできたということは、少なからず〈星菓の宴ズース・バンケツト〉にまつわる変事のはずだ。

　戦いに関しては冴さえ渡わたる勘が、リュカリスを逆に平静にしてくれた。

「……先輩、落ち着いてください。肩かたで息を吸うんです」

「そんな場合じゃ……！」

「いいえ！　深呼吸するんです。兵へい法ほうにも、冷静さを欠いては道を誤るとあります」

　あくまで静かに繰り返せば、隊員も冷静になったようだ。

「……本当にすまねえ。あの殿下が、オレたちを見こんで警護を任せてくれたってのに」

「あの殿下？　もしかして、アルトゥールのことですか」

「はは、殿下を呼び捨てか。……やっぱりオマエは護衛なんだな。どうりで上流階級の匂においがするはずだよ……いてて」

　笑って傷に響いたらしい。それでも痛みをこらえて笑う隊員に、リュカリスは焦る。

　公私混同しないよう気をつけていたのにうっかりしてしまった。

（でも護衛って？）

　よく意味がわからなかったが、無駄口を叩いている暇はない。

　ニコラウスも隊員に手を貸しながら、気き遣づかわしげに問いかけた。

「それで、いったいなにがあったのでしょうか。リュカリスも呼んできましたし、教えていただけますよね」

「あ、ああ。……砂糖を盗とられちまった、すまねえ！」

　え、砂糖？　思いもよらぬ発言できょとんとするリュカリスをよそに、隊員たちの間には動どう揺ようが走ったのだった。
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「砂糖が……!?」

「あの、砂糖がどうかしたんですか？」

　ざわつく面々の中で一人、リュカリスだけが現状を把は握あくできていなかった。

　砂糖と隊員の怪け我ががどう繫つながるのか困こん惑わくしていると、トマスが察してくれたらしい。

「……お前、まさか皇こう太たい子し殿でん下かからなんも訊きいてねえのか？」

「なにも、ってなにをですか？」

「そういえば、リュカリスは会場の設営に志願していましたからね」

　ニコラウスは納なつ得とくしたようだったが、リュカリスはまだ首をひねる。

「砂糖がなんなのかもよくわかりませんが、盗ぬすまれたということは、犯人はまだ捕つかまってないんですよね？　追つい跡せき、ご協力します！」

「アンタ、設営はいいのかい──いってえ！　トマス、なにすんだよ！」

「……お前！　こいつの噂うわさを知らねえわけじゃねえだろ！　傷を抉えぐってんじゃねえ！」

　心配そうな顔をした隊員の脇わき腹ばらをこづき、小声でまくし立てる。

　……噂？　きょとんとするリュカリスに、ニコラウスが額を押おさえた。

「……トマス。リュカリスが噂話なんてものを聞くはずがないじゃないですか」

「え、マジで気づいてねえのか？　き、気づいてねえなら知る必要はねえからな！」

「は、はあ」

　リュカリスに関する噂らしいが、彼かれらが知らなくていいと言うなら訊くのはやめよう。

　そんなことより、怪我人も出ている砂糖が重要だ。

「どうして犯人は砂糖を盗んだんでしょうか？　そもそも、どうして砂糖の警護を？」

「……一いつ般ぱんに流通している砂糖とは別に、この〈星菓の宴ズース・バンケツト〉で使うからって殿下が大量に取り寄せたんだ。その荷馬車の警護が、警けい邏ら隊たいに回ってきて……う、く」

　隊員は説明の途と中ちゆうで痛みにうめく。

　リュカリスはその額に滲にじむ脂あぶら汗あせをハンカチでぬぐってあげてから、顔を上げる。

　宝石とかならまだしも、襲しゆう撃げき犯に砂糖が奪うばわれた理由は見当もつかない。

　けれど、このままでは〈星菓の宴ズース・バンケツト〉が開かい催さいできなくなることは理解した。

「状じよう況きようはわかりました！　犯人を捕まえ、砂糖を取り返せばいいんですね。任務の特性と怪我の具合からして複数犯だと思いますが、人数は？」

「きゅ、急に気配もなく現れたから……正確な数は、わからない。ただオレたちは六人で隊を組んでたが……一人に二人がかりで斬きりかかってきたのは覚えてる」

「そうですか。つまり、少なく見積もっても十二人ということですね」

　もたらされる情報から、ふむふむとあたりをつける。

　それからリュカリスは首をめぐらし、目当ての人物を探す。

「隊長はいらっしゃいますか」

「あ、ああ？　自分はいるが、なんだってんだ」

「この場の指揮を、私にさせていただけませんか」

　気持ちは急せいていたが、ここは星王国ではなく帝てい国こくだ。

　許可を仰あおげば、目を丸くした隊長は後頭部をがしがしとかいて長ちよう息そくする。

「なんだ、調子が狂くるっちまうなぁ。……好きにやれや。責任は、自分が取ってやるよ」

「隊長、ありがとうございます！　……まず、先せん輩ぱいは医務室で手当てを受けてください」

「なっ……オレはまだ動ける！　現場まで案内できるのはオレしか──」

「犯人が単独ならまだしも、怪我人を庇かばったまま集団は追えません」

　きっぱりと言いきれば、厩きゆう舎しやに集まっていた隊員たちは瞠どう目もくした。

「素人しろうと判断で怪我を甘あまく見てはいけません。……警邏隊の仕事は今日だけでなく、明日も続くんです。明日のために、体を大事にしてください」

「リュカリス……お前……」

「地図はありますか？　襲撃地点と、経路を教えていただければ充じゆう分ぶんです！」

　笑え顔がおで親指を立ててみせると、怪我した隊員がふっと笑った。

「オマエ、こういう時は頭の回転が速くなるんだな」

「普ふ段だんの私は役立たずですが、剣けん術じゆつの腕うでだけは誇ほこれるので！　お任せください！」

「それ、笑顔で言うことかぁ？」

　何人かが笑いながらリュカリスと怪我した隊員の肩かたを叩たたく。

　それは励はげましの感かん触しよくだ。ずっと悔くやしそうにしていた隊員の表情もやわらいだ。

「ああ……オレが無理しなくたって、信しん頼らいできる仲間がいることを忘れてたな。……地図は……これだ。これから言うことも、頭に叩きこめよ」

「無論です！」

　そして砂糖の運うん搬ぱんに関する情報を全員で共有する。

　泥どろ棒ぼうたちを追うのは、リュカリスをはじめトマスやニコラウスを含ふくむ計六人だ。

　隊長率ひきいる他の隊員たちは、仲間がいる可能性を踏ふまえて会場や町中の巡じゆん回かいを続けるために残ることになった。

「大切な砂糖を、みすみす奪われて悪かった。……気をつけろよ、あとは任せた」

「ああ！　お前は安心して寝ねこんでろ！」

「トマス、口が悪すぎますよ。犯人たちは必ず捕まえるので安心してください」

　そんな会話を交かわしてから、六人は馬にまたがって会場をあとにした。

　リュカリスは手た綱づなを操あやつりながら、預かった地図を確かく認にんする。

「事件が発生したのは、だいたい三〇分前……荷馬車ごと奪われたそうですから、そう遠くには行っていないはずです」

「だろうな。それに、〈星菓の宴ズース・バンケツト〉を国中に宣伝した効果か最近旅人が多いしよお」

「目立つでしょうね。彼から聞いた人相だと、いかにもな破落戸ごろつきばかりだそうですから」

　ひとまず怪あやしい集団を見ていないか聞きこみをしていると、石いし畳だたみを叩く蹄てい鉄てつの音が近づいてきた。同時に、耳によく馴な染じむ声も聞こえてくる。




「──リ……ス……様……！　リュカ……ス、様！　リュカリス様ですよねっ!?」




　そのいつになく切せつ羽ぱ詰つまった大声に、リュカリスは馬の足を止めて振ふり返かえる。

　同じく馬を駆かけてくる姿に仰ぎよう天てんした。

「ナ、ナイト殿下っ!?　どうしてこちらに!?」

　そう。突とつ如じよとして現れたのは弟皇子ナイトだった。

　艶つややかな黒くろ髪かみを振り乱し、肩で息をして、何度も咳せきこんでいる。

「ご、ごほ……伝令から事情を聞いたら、いてもたってもいられなくて……けほけほ！」

「ナイト殿下、無理はいけません！　お体に差さし障さわりが……城にお戻りください！」

　他の隊員たちも慌あわてふためいている。

　当然だ。リュカリスでさえナイトの体は強くないと知っているし、帝国人ならなおのこと心配してしまうだろう。弟皇子は嘶いななく馬の鬣たてがみを撫なでながら眉まゆ尻じりを下げた。

「ごめんなさい。でもおれ、まだ城には戻れないです」

「えっと……どういう意味でしょうか？」

「砂糖のこと、伝令から聞きました。だからみなさんがここにいる理由を知っています」

　とにかく体力が消しよう耗もうさせないようにとした提案を、当の本人に遮さえぎられる。

　ここで砂糖が出てくることに困惑していたら、ナイトの翡ひ翠すいの目が潤うるんだ。

「伝令はひどい怪我をしていたので、今はおれの侍じ医いに診みてもらっています。あんな辛つらそうな姿を見たのに、城で大人しく待っていることなんてできません」

「ナイト殿下……」

「〈星菓の宴ズース・バンケツト〉は兄様たちの今後を左右する大事な宴なんですよね？　砂糖を取り戻せなかったら宴も失敗して、婚こん約やくも白紙になってしまう」

　リュカリスは目を見開く。隊員たちにもざわめきが走った。

「……婚約が白紙……？　どうりで砂糖の運搬なのに、隠おん密みつで護衛をつけるはずだ……」

「となると、荷馬車を狙ねらった手合いは砂糖目当てじゃなかったってことか」

「ただの盗とう賊ぞくじゃなさそうだな」

　耳に入ってくる囁ささやきの中に、リュカリスの疑問の答えを見み出いだした気がした。

（……もし本当に、砂糖を運んでいる荷馬車だと知ったうえで襲おそったなら）

　開催にかかる費用は主しゆ催さい者しやが全額負担と謳うたった手前、砂糖がなければお菓か子しは提供できない。宴のために作るお菓子に必要な砂糖が足りないことは、リュカリスでもわかる。

　この婚約を邪じや魔ましたい人たちにとって、もっとも穏おん便びんに失敗に導く方法かもしれない。

　首しゆ謀ぼう者しやがゼノンでないのは断言できるが……考えたって仕方のないことだ。

　襲撃犯を捕まえて、砂糖を取り戻す。それだけ理解できれば充分である。

「おれは兄様と違ちがって役立たずな皇子です」

「役立たずだなんて、そんなことありません！　アルトゥールだって、ナイト殿下に対してそんなことは思っていませんよ」

「リュカリス様は、お優やさしいですね。自分のことは、自分自身が一番理解しています」

　天使のような微び笑しようが翳かげっている。ナイトは目を伏ふせた。

「兄様も慌ただしく動いていましたが、おれだってできることがあるはずです。おれも皇子です。砂糖を取り返す時、交こう渉しように使える材料を提示できるかもしれません」

「あの、殿下。不敬ながらお伺いしますが──もしかして、我々の任務に同行したいということでしょうか……？」

　ニコラウスが恐おそる恐おそるといった調子で問えば、弟皇子の表情がパッと明るくなる。

「はい！　おれも一いつ緒しよに行かせてください！　けして迷めい惑わくはかけません！」

「う、うおえええええええっ!?」

　数分前までの緊きん迫ぱく感はどこへやら、隊員たちは絶ぜつ叫きようした。ナイトはにこにこしている。

「いいですよね？　乗馬術はちゃんと学んでます、ついていけるので大だい丈じよう夫ぶです！」

「……………………だ、大丈夫なことがなに一つとしてないだ、と……」

　ついでに、拒きよ否ひ権もあるようでないも同然だった。隊員の一人が呆ぼう然ぜんとしている。

　ここで断ったら単独行動も厭いとわない勢いだ。

「わかりました。……ナイト殿でん下かになにかあったら、私はもちろんアルトゥールも悲しいです。ご一緒しましょう！　ただし、無理をしちゃいけませんよ！」

「リュカリス様、ありがとう！　もちろん気をつけます！」

「い、いいのかよ!?　皇族になにかあったら、いくら後うしろ盾だてがあるお前でも……！」

「問題ありません！　ナイト殿下は私が護まもります。責任も、私が取ります！」

　トマスが泡あわを食って止めてきたが、リュカリスも割り切った。

　押し問答で時間を無む駄だにするのは愚おろかだ。ここで一人にするより、ついてきてもらった方が心配も少ない。

　そのあとも聞きこみを続けていると、大人しくしていたナイトが口を開いた。

「あの……リュカリス様たちの捜そう査さを見ていて思ったことがあるんですけど」

「どうかしましたか？」

「違う荷馬車や馬に砂糖を移し変えて偽ぎ装そうするのも時間がかかります。それに、最近は旅人たちの往来で道が混雑していると侍じ女じよから聞きました」

　いつもナイトに付き従っている、あの侍女か。情報通なんだなぁ。

　リュカリスが感心していると、ナイトは真しん剣けんな面おも差ざしで続けた。

「急いで逃にげないといけないのに、そんな中を無理に移動したら悪目立ちします。リュカリス様たちが訊いていた人相もですけど、その……かなり印象的なようですから」

「確かに……襲撃した時はひと気がない瞬間を狙ったようなので、殿下の仰おつしやる通り目立つのを避さけている印象を受けますね」

「これだけ聞きこみしても、目ぼしい目もく撃げき証言はねえときた。砂糖は腐くさらねえし、ほとぼりが冷めてから皇都から運び出すって算段かもしれねえな」

　弟皇子の言葉から、隊員たちもそれぞれ推理を働かせている。

　リュカリスも一通りの発言を踏まえて、決断することにした。

「よし！　それじゃあ、通りを探すのはやめましょう！　会場近くに、荷馬車ごと隠かくれられる建物はありませんか？　そこをあたっていくことにします！」

「了りよう解かいしました。そういう建物にはいくつか心当たりがあるので案内しますよ」

「皇都の地理に関しちゃ、警邏隊の右に出る者はいないぜ！　任せろ！」

　ニコラウスとトマスが力強く請うけ負おい、残りの隊員たちも頷うなずいている。

　あとはとんとん拍びよう子しに捜査は進み、二軒けん目にあたった建物でそれは見つかった。

　二軒目の建物は、会場から徒歩十分圏けん内ないという近さにあった。

　元々荷物の保管庫に使っていたのか、廃はい墟きよではあるものの広々とした空間だ。一階は舟屋ふなやのように荷馬車ごと収納できる造りになっている。

　確かにここなら余人は入りこまないだろうという近寄りがたさがあった。

　荷馬車には大きな襤ぼ褸ろ切れがかけられて隠かくされていたが、安あん堵どの声が上がる。

「灯とう台だい下もと暗くらしってこういうことか……」

「砂糖が見つかってよかったではないですか。ひとまず荷馬車だけでも運び出しましょう。見張りもいないようですから今のうちに──」

　そう言いながら御ぎよ者しや台に登のぼろうとするニコラウスを見守っていたものの、リュカリスの全身に緊きん張ちよう感が走る。咄とつ嗟さに剣の柄つかを握にぎりしめて振り返った瞬しゆん間かん、声が聞こえてきた。




「おいおい、勝手されちゃ困るぜ。旦だん那ながた」




　暗がりから姿を現したのは、ニヤニヤと笑う額当てバンダナを巻いた若い男だ。

　頭領だろうか？　どうもこの男が先ほどの緊張感の正体らしい。

　リュカリスはさり気なくナイトを背に庇いながら警けい戒かいを強めた。

「見張りもできやしねェのかい。使えねェったらないな」

「あ、兄貴すまねぇ！　ちゃんと見ていたつもりだったんだよぉ」

「仕置きは覚かく悟ごしとけよ。その前に──しっかし、隊員さんたちも懲こりないときた。優やさ男おとこ六人にお子様一人たァ……舐なめられたもんだなァ！　かかれ！」

　それを合図に四方から雄お叫たけびが響ひびき、二階にもひそんでいた男たちが飛び下りてきた。

　ニコラウスも荷馬車を動かすのを断念し、敵の斬ざん撃げきを払はらうことに集中している。

　目算だが、盗賊の数は二十。けれど、今回は不意を衝つかれたわけではない。

　会敵を想定して動いていたため、態勢を整えたあとは盗賊の方が苦戦しはじめる。

　リュカリスも二人ほど捕とらえ、紐ひもで縛しばってからそこらへんに転がす。

　他の隊員たちも順調に捕ほ縛ばくしていき、残党は四人まで減った。

　すると、頭領と思おぼしき男が荷台に飛び乗る。リュカリスがすかさず距きよ離りを詰つめようとすれば、男は麻あさ袋ぶくろを引っぱり出し短たん剣けんを突つきつけた。

「こいつがなけりゃ困るんだろ？　使い物にならなくなってもいいのか？　道を開けなァ！」

「なっ……」

　頭領の判断は間ま違ちがってない。さすがのリュカリスも動どう揺ようを殺しきれなかった。

　砂糖を失って〈星菓の宴ズース・バンケツト〉を開催できなくなるのは当然困る。

　〈星菓の宴ズース・バンケツト〉のために、みんながどれほどの労力を費やしてくれたことか。

　警邏隊にしたってそうだ。任務とはいえ、怪我を負っても砂糖を護ろうとしてくれた。

　でも、と表情を引きしめて頭の中を切きり替かえる。

（砂糖は大事だけど、取引材料になると思われるのはいけない）

　この襲撃犯たちは荷馬車の中身が貴金属などでなく砂糖だと知っていた。

　伝令に走った二人以外、怪我のせいで襲撃地点から動けなかったという。隊員が武装しているにしたって、砂糖を奪うためだけにそこまで痛めつける必要があるだろうか？

　努力を無む為いにしてしまう罪悪感や婚約が白紙になってしまう恐おそれ以上に、この手段を選ばない凶悪さはダメだ。アルトゥールの国民を害される危険性は見過ごせない。

「確かに、なければ困るね」

　心持ち慎しん重ちように肯こう定ていすれば、隊員たちが戸と惑まどったようにこちらを見た。

　けれど、リュカリスは剣けんを正せい眼がんに構える。

「覚悟は決まっているよ。脅おどしはきかないッ！」

「ぐっ……！」

　ためらうことなく突とつ進しんすると、ヤケになった男が麻袋に短剣を突つき刺さす。そのまま引ひき裂さきながら中身をぶちまける。

　リュカリスは中身をモロにかぶったが──思わず足が止まってしまう。

「…………あま、く……ない？」

　誤って口に入ったものはザラザラとして、溶とけることなくとどまる。

　その呟つぶやきに男は仰天したようで、別の麻袋を引き裂き、流れ落ちる白いものを舐めた。

「なんだこりゃ──白砂じゃねェか！　あいつら、ガセを摑つかませやがったのか……!?」

「白砂っ!?」

　怒いかりに震ふるえる男の咆ほう哮こうに、トマスたちも驚きよう愕がくの声を上げた。

　その隙すきに、男はリュカリスたちに麻袋ごとぶん投げながら叫さけぶ。

「テメェら！　ズラかるぞ！　恥をかかせた落とし前をつけてやる！」

「あ、兄貴ぃ！　了解っす！」

　そして残党四人は廃墟から飛び出していく。砂糖が贋物にせものということにはリュカリスも呆あつ気けに取られてしまったが、ここで逃のがすわけにはいかない。

「捕縛した犯人の見張りとして二人は残り、あとの三人は私と一いつ緒しよに犯人を追跡してください！　……ナイト殿下は、こちらに」

「お、おれも一緒にいきます！　足手まといにはなりません！」

「殿下、あとは我々にお任せください。相手もなりふり構わなくなっていますので……」

　ニコラウスが諫いさめようとするが、ナイトはリュカリスを必死に見つめてくる。

　確かに、彼は戦せん闘とうの邪魔をしないように隅すみに避ひ難なんしていてくれた。

　いつもの天使の微笑をかなぐり捨てた姿に、リュカリスは真顔で応じる。

「ナイト殿下をお護まもりすると約束したのは私です。ですが、あとは襲撃犯の捕縛だけなのでこちらに残ってください」

「でも……っ」

「すみません！　……先輩がた、馬で追います。ここも、よろしく頼たのみます！」

　断りを入れてから、慌ただしく廃はい墟きよをあとにする。

　けれど、外に隠して繫いでおいたはずの馬が四頭いなくなっていた。

（まずい！　身軽になられたら、皇都の外に出てしまう！）

　残っている馬は三頭。一頭足りない。

　リュカリスは地面を確認する。真新しい蹄鉄の跡あとが別々の方角に散らばっていた。

「私は会場方面に向かった馬を追います。先輩がたは北東、南西、西に散った馬を探してください！　蹄鉄の跡がまだ残っているので、それを確認しながらお願いします」

「はっ!?　お前、馬は!?」

「私、足の速さには自信があるので走ります！」

「はぁっ!?」

　逡しゆん巡じゆんする間もなく指示を飛ばしてから、目をむく隊員に構わず駆け出す。

　蹄鉄の跡を辿たどっていくも、途中で石畳に変わって見失ってしまったが、人を見かけるたびに『馬』について訊けば問題なかった。

　その際、リュカリスが追っているのは『額当てバンダナを巻いた男』であることも知る。

（さほど遅れは取ってないみたいだけど、この方角……会場に近づいている気がする）

　今は昼間で、会場付近は人でごった返している。

　襲撃犯になにかしでかされる前に捕まえなければ、市民も安心して暮らせない。

　走る速度を上げると、馬ば影えいが見えてきた。騎き乗じようしている男の風ふう体ていを目視すると、瞬時に首から提さげているものを引きちぎったリュカリスは声を張り上げる。

「道を開けてください！　短剣が通りますッ！」

「へっ!?」

　まるで海でも割れるように、ザッと人混みが左右に引いた。

　すると、リュカリスの対角線上には目的の馬のみ。周囲をものともせず駆ける馬上の人物に向かって、全力で短剣──ではなく防犯装置の紐を引っぱり、投げ飛ばす。

　──ピ────ッ！

「ぎゃっ──！」

　けたたましく鳴り響く防犯装置が、ちょうど男──頭領の頰ほおをかすめていく。

　驚おどろいた頭領が手綱の操作を誤れば、棹さお立だちになった馬が騎き手しゆを振り落とす。

　男はなんとか受け身を取ったようだが、石畳に転がる防犯装置を見て怒ど鳴なった。

「テメェ！　なにすんだ！　危ねェだろうがァ！」

「ただの防犯装置なので安心してください！　足も止めてくれてよかったです！」

「安心じゃねェよッ、バーロー！　よかったとか正気かテメェ!?」

　正気かどうかはわからないが、相手を馬から引きずりおろすための奇き襲しゆうは成功した。

　馬は繊せん細さいだ。音に驚いて逃げてしまったし、頭領にはもう足がない。

　──逃がさない！

　カッと目を見開き、襲撃犯との距離を詰めていく。男も遅れて現状に気づいたようで走り出し、ようやく目と鼻の先まで近づいた時には会場前にある大広場に来ていた。

　大広場の中央には噴ふん水すいがある。男をそこに追い詰め、退路を断たつ。

　相手は麻袋を切り裂いた短剣しか持っていない。

　長ちよう剣けんなら長さリーチで勝まさると鞘さやごと抜き払った瞬間、男の目が輝かがやく。

　不ふ穏おんな気配をリュカリスも察知したものの、阻はばむには一歩遅かった。

「きゃ──────ッ！」

　遠巻きにしていた市民の中から悲鳴が上がる。

　原因は、頭領が人ひと質じちを取ったせいだ。人質は蒼あおくなって、引っぱっていた馬の手綱を放す。抜ぬき身の短剣を突きつけられたまま、震える声をこぼした。

「リュ、リュカリス様……」

　翡翠の双眸は見開かれ、潤んでいる。

　元々儚はかなげな面差しが、今にも手た折おられそうなほどに心こころ許もとなさそうだ。

　急いだのか、いつもきれいに梳とかれている黒髪までぐしゃぐしゃである。

　さすがに、この展開は想定していなかった。まさか──

「ナイト殿下……!?」
















　廃墟で待機しているはずの弟皇子がここにいることにうろたえてしまう。

　リュカリスの驚愕に、頭領は意外そうな顔をしてからにんまりと笑う。

「ほーん？　さっきは涼すずしい顔をしてたってェのに、さすがに慌てンのかい」

「ご、ごめんなさい。通りがかった行商人から馬を借りて……心配で」

　しどろもどろで弁解するナイトの姿に、市民たちも人質の正体に感づいたようだ。

「あ、あれって……噓！　ナイト皇子……!?　どうしてこんなところに!?」

「いや、あの白い騎士服も……噂の星王国人じゃ……？」

　ざわめきがいっそう大きくなっていく。

　今度の人質は砂糖とは違い、生きた人間だ。それも皇太子の弟である。

　護まもると約束したのにこの体ていたらく。リュカリスは下した唇くちびるを嚙かんだ。

（アルトゥールからもらった新しい防犯装置はさっき使ってしまったし……）

　睨にらみ合あっているだけでは埒らちが明かないので、どうにか隙を作らせなければ。

「旦那がたが見み逃のがしてくれるってェなら、このお子様も無傷で解放してやるけどよォ」

「──それは」

「リュカリス様！　おれが悪いんです！　おれのことは気にしないで、捕ま──ぐぅっ」

「皇子様！」

　頸けい動どう脈みやくを押さえつけられてうめくナイトに、見守る市民からも甲かん高だかい悲鳴が上がる。

「ナイト皇子がなんで人質なんかに……！」

「これもやっぱり、あの星王国人の呪のろいなんじゃ……」

「だから星王国人なんて信用できるわけないって言ったんだ！」

　喧けん騒そうにまじって、耳に入ってくる非難。

　星王国人の呪いとは？　リュカリスは内心首をかしげてからハッとする。

（あれは……風かざ花はな……？）

　風に漂ただよう小雪が、視界の端を流れていく。気づけば体感温度も低い気がする。まだ雪が降るほど寒くはないのに起こる現象に、見知った相手の存在を感じた。

　──ピシッ！

　小枝を踏み割るような軽い音を立てて、剣身が凍こおりついていく。

　頭領はリュカリスに気を取られ、その変化を察知していない。

（やっぱりゼノン兄上はこの件に関係ないんだ！　作ってくれた好機──今しかない！）

　リュカリスは素す早ばやく鞘ごと剣を抜き払う。そして、そのまま突き出した。

「ナイト殿下！　仰のけ反ぞって！」

「へっ!?」

「──ハァッ！」

　裂れつ帛ぱくと共に、剣身をはじくように剣を下から振り上げる。

　ナイトは寸前に仰け反り、頭領に寄りかかったおかげで鼻先をかすめるだけで無傷だ。

　短剣も首筋から離れた。そのままねじ伏せようとしたが、頭領が短剣を握り直す。

「随ずい分ぶんと……甘く、見られた──モンだなァ！」

　短剣が、長剣をはじき返す。剣身が凍りついているのも意に介かいしていない。

　頭領はあくどい笑みをひらめかせ、上うわ唇くちびるをひと舐めする。

「こいつァいーい人質だァ。ズラかるまで放さねェぜ！」

「うっ……」

　男は片腕で、ナイトの首を締しめ上あげている。そのままなまくらと化した短剣を放り投げると、懐から新しい短剣を取り出した。

　短剣を抜かれたら、また先ほどの膠こう着ちやく状態に戻ってしまう。

　一瞬の判断で愛剣を手放したリュカリスに、頭領は予想外だったのかぎょっとする。

「なっ!?」

「眠ってください！　──フッ！」

　頭領の死角から、肩の筋を狙って回まわし蹴げりを叩きこむ。すると、相手はうめき声と共によろめいた。ナイトの首を絞しめていた腕も緩んだのを見て取り、続けざまに叫ぶ。

「殿下！　離れて！」

「……チッ！　く、ッそがァ！」

　その瞬間、目に見えるものすべての時間がゆっくりと流れているようだった。

　ナイトが頭領の腕に嚙みつく。痛みに、男は顔をしかめる。悪あつ鬼きのような形ぎよう相そうで弟皇子の腕を乱暴に摑むや否いなや勢いよく放り投げた。

　いきなりのことで、ナイトは踏ふん張ばりが利きかなかったらしい。突き飛ばされるがまま倒たおれこもうとした先には、花屋の手押し屋台が放置されている。

　反対方向へと逃げ出す頭領を横目に、リュカリスの体は勝手に動き、踏みこんだ。

　咄嗟に伸ばした両手は、ナイトを抱だきこむ。

「……え」

　小さくこぼれた声は誰だれのものだったのか。二人は花屋の手押し屋台に突っこんだ。

　衝撃で花が散らばり、全身に水がかかる。

「ぐっ」

　意地でもナイトは放さなかったが、背中に走った衝撃に声が漏もれる。

　──追いかけなければ。

　そんな騎士としての本能が、リュカリスに倒れることをよしとしなかった。

　急いで飛び起きようとした体をとどめるように、聞き慣れた低声が耳じ朶だを打つ。




「────捕縛する」




　よく通る声が、あたり一帯に響く。ナイトを抱かかえたままで石畳に手をつき、顔を上げる。すると、大きな荷馬車を従えたアルトゥールの横顔が目に入った。

　その横顔はあまりに冷ややかで、美しい彫ちよう像ぞうのようですらある。

　そして手にしている黒光りした筒のようなものに、リュカリスは目を見開く。

（あれは、銃──）

　息を吞のむと、アルトゥールが筒から垂れる紐を引っぱる。

　刹せつ那な、パーンッ！　と発射音が轟とどろいた。

「ぐあっ!?」

　銃の先から飛び出したのは鉛なまりではなく、投と網あみだった。バッと広がった網が、文字通り頭領を一いち網もう打だ尽じんにすると、アルトゥールは疲つかれたようにため息をつく。

「あとで取り調べするから、連行しておいて」

「ハッ！」

　アルトゥールの後ろから出てきたのは警邏隊員だった。

　リュカリスに小さく敬礼してから、網あみにかかってもがく頭領をしょっぴいていく。

　アルトゥールは見送ることなく、率いてきた荷馬車に合図を送った。荷馬車が轍わだちの音を響かせて会場に入っていくと、うずくまるリュカリスたちに足早に駆かけ寄よってくる。

「リュカリス！　ナイト！」

　先ほどまでの無表情はどこへやら、婚約者は切羽詰まった顔をしていた。

　その姿に、リュカリスはようやく安心して肩から力を抜く。

「アルトゥール、ごめんね。君の弟を、危険な目に合わせてしまって……」

「そんなことはどうでもいい！」

　開口一番に謝罪すれば、ぴしゃりと撥はねつけられる。

　アルトゥールはリュカリスを助け起こすと、全身を矯ためつ眇すがめつ確かめてきた。

　わずかに装しよう束ぞくが湿しめっただけのナイトと違い、リュカリスはずぶ濡れだ。

　婚約者は深々と息を吐はき出だして額を押さえた。

「なんだってアンタは、こんな無茶しかできないんだ」

「うっ、面めん目ぼくない……まだまだ鍛たん練れんが足りないって実感したよ」

「いや……アンタはよくやってくれた。気にするな。花屋にも、俺があとで弁べん償しようしておく」

　首を横に振っての励ましに、リュカリスは頰が熱くなった気がした。

　気遣わしげな眼まな差ざしを前にして、照れくささをごまかすように話しかける。

「あ、あのさ、さっきの黒い筒はなんだったの？」

「……最近開発した試作品の防犯道具だよ。犯人の身動きを封ふうじて拘こう束そくできれば便利だろ。網をむき出しで持ち歩くのはかさばるけど、これなら邪魔じゃないし、遠くにも飛ばせる」

「ああ！　アルトゥールがここのところ作っていたヤツだよね！　すごいなぁ」

　一般人だけでなく、警邏隊の任務でも使えそうな道具である。

　素す直なおに感かん嘆たんすると、アルトゥールは目元を赤らめて咳きこんだ。

「別に、すごくないから」

「君の発明は、いつも誰かのためのもので、本当に尊敬す──くしゅん！」

「立ち話が長すぎた。すぐ部屋に戻ろう」

　婚約者は慌てたように上着を脱ぬぐと、リュカリスの肩にかけてくれた。

　遠えん慮りよするには全身が濡れそぼっているので今は甘えておこう。

　上着の見返しを合わせていると、アルトゥールは弟に声をかけた。

「──ナイト」

　いつになく静かな呼びかけだ。ナイトはぼんやりと座すわりこんだまま兄を見上げる。

「兄様……」

「砂糖は無事だ」

「え、無事……？」

「お前には、今回のことで話がある。部屋までついてこい」

　襲撃犯に奪われた砂糖は贋物だった。なのに、無事とはどういうことだろう。

　リュカリスが頭をひねっていたが、周囲から沸わいた歓かん声せいに驚く。

「さすが我らが皇太子！」

「かっこいい～！　憧あこがれちゃうわぁ！」

「あの道具、一般販売あるよなっ!?　俺の店にも一つほしいぜ！」

　婚約者への称しよう賛さんを耳にすれば、我わがことのように嬉しくなってしまう。

　にこにこしていると、また別の声も聞こえてくる。

「……あの星王国人、ナイト様を庇ってたよな……？」

「そうねぇ、皇太子さまとも親しげだし」

「でも、あの星王国人に関わったら呪われるんだろ……？」

「──〈星菓の宴ズース・バンケツト〉にご協力いただいている市民に報告することがある」

　けっして張り上げているわけではないのに、凜りんとした一声がざわめきを静めた。

　広場に集まっている帝国人たちが見守る中、アルトゥールは続ける。

「近ごろ会場で、屋台が壊れるという事故が多発していた。だが先ほど、主犯格の男を含めた一味を捕縛することに成功した。以降憂うれうことなく、準備に励んでほしい」

　リュカリスは目を丸くし、「アルトゥール……」と小さく呟く。

　あの襲撃犯たちは砂糖を奪うだけでなく、屋台まで壊していたとは！

（砂糖のこととか、私には不思議なことも多かったけど些さ細さいなことだね）

　毎日死ぬほど忙いそがしいアルトゥールが下した判断ならば、全面的に支持するだけだ。

　あらためて婚約者のすごさを実感してしまう。

「なんだ、呪いじゃなかったのか」

「あの星王国人が手伝った屋台は壊れたって話だったけどガセかよ」

「皇太子さまがそう言うなら、もう安心ね！　犯人が捕まってよかったわ！」

　市民の表情は一様に明るいものに変わり、日常へと戻っていく。

　そうして、リュカリスたち三人も皇城へと帰き還かんしたのだった。
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　アルトゥールが途中で馬車を捉つかまえてくれたおかげで、皇城には早く帰還できた。

　けれどリュカリスが何度かくしゃみを繰くり返かえしてしまえば、暖まったアルトゥールの部屋に押しこまれ、毛布でぐるぐる巻きにされてしまう。

「着替えをもらってくる！　二人とも、ここにいろよ！」

　そう慌ただしく飛び出して行ってしまい、引き止める暇もなかった。

　リュカリスは暖だん炉ろの前を陣じん取どりながら、そろりと視線を動かす。

（な、なんだろう。き、気まずいような……）

　移動中から一言も話さなくなってしまったナイトが立たち尽つくしている。

　うつむいている彼の表情を窺うかがい知ることは難しい。

　いったいどうしたものか。考えこんでいると、澄すんだ声が鼓こ膜まくを揺らす。

「…………リュカリス様は、なにも訊かないんですね」

「え？」

「兄様に隠し事されているのに」

　隠し事とは？　きょとんとしていると、ナイトはやおら顔を上げた。

　彼は微笑んでいた。翡翠の瞳ひとみは星ほし屑くずのようにきらめいているのに、ぞっとするほど虚うつろだった。リュカリスの戸惑いに気づいたのか、首をかしげる。

「贋物の砂糖のこととか、リュカリス様は気にならないんですか」

「え？　うーん、気にならないと言ったら噓うそになりますけど」

　星王国でもそうだ。リュカリスの与あずかり知らぬところで、物事が動いていることが多い。

　星の声を聞けず、無能力のリュカリスに王族としてできることはほとんどない。

　けれど、単純に強さを必要とされる時は頼ってもらえるので不満はなかった。

　今回のことだってそうだ。リュカリスはにっこりと笑う。

「私も知っていた方がいい時は、アルトゥールはちゃんと話してくれます。だから教えてくれないなら、私は知らなくていいってことです。なら、私はそれでいい」

「それでいい……？」

「はい！　アルトゥールは理由なく秘密にする人じゃないので」

　怪け訝げんそうな声こわ色いろに迷いなく返した直後、部屋に飾られていた花か瓶びんが割れた。

　えっ!?　リュカリスもさすがにびくりとしてしまう。

　幸い花瓶の破片は二人のところまで飛んでこなかったが、ひとりでに割れるなんて。

「…………怪かい奇き現象？」

「なんでだよ」

　いつの間に戻ってきたのか、呆あきれ顔がおのアルトゥールに突っこまれる。

　おかえりと声をかける前に、着替えを渡され、そのまま寝しん台だいの方に追いやられた。

「天てん蓋がいを下ろすから、中で今すぐ着替えろ。いいな」

「う、うん。用意してくれて、ありがとう！」

　慌てて礼を言えば、天蓋の外にいる婚約者がわずかに目元をなごませた。

　そして天蓋が下ろされたため、リュカリスも急いで着替えを広げる。

　渡されたのは男物の軽装だ。いったん愛剣をはずそうとして目をぱちぱちさせた。

（……え、剣が光ってる……？）

　少しだけ剣を抜いてみると、青白い燐りん光こうが強まっていく。

　リュカリスの愛剣は〈星せい霊れい石せき〉でできた特注品だ。この輝き方は尋じん常じようではない。

　呪じゆ詛そなどの悪意に触ふれなければ──その思考を遮るように、外から話し声が聞こえた。

「俺がお前を部屋に呼んだ理由はわかっているな」

　口火を切ったのは、どこか決意を秘めたような凜とした低声だ。

　断定形で問う兄に、弟は困こん惑わくしたらしい。おずおずとした返答が響ひびく。

「おれが皇子なのに、先走った行動を取ったから……兄様はお怒りなのでしょうか」

「それはもちろん、ある。……広場に向かう途中で、警邏隊員に聞いた。戦闘に関するリュカリスの判断はおおむね正しい。お前自身が責任を取れないことを軽けい率そつにするな」

「ご、ごめんなさい。でも、伝令の言葉が気になって……怪我していたのに、兄様に伝えようと必死で。おれも、婚約が白紙になるのは嫌いやです。だから、なにかしたくて」

　ナイトの懸けん命めいな訴うつたえかけにも、アルトゥールの声は微み塵じんも揺らぐことはなかった。むしろいっそう冷ややかになり、鼻先で笑う声が耳朶を打つ。

「その結果が、リュカリスを道連れにして花屋に突っこむことなのか」

「そ、それは……」

「お前がなにをしようと、俺は構わない。だけど、あいつと国民を巻きこむのはやめろ」

　その言葉には、額面通りではない意味合いも含まれているようだった。

　リュカリスはなんとなく、普段のアルトゥールらしくないと感じる。

　──いや、そもそも荷馬車を従えて現れた時からやけに落ち着いていなかったか？

（そういえば、無茶するなって叱しかられなかったなぁ）

　心配かけたいわけではないのでいいことだが、違い和わ感かんが積み重なると据すわりが悪い。

　身み支じ度たくも整えて、天蓋を戻そうと手を伸のばした時、その違和感がはじけた。

「──結局、兄様はなにを言いたいんですか」

「砂糖」

　いつもは柔やわらかいナイトの声が硬こう質しつな響きを帯びれば、応じる声も頑かたくなだ。

「皇帝から、強硬派がなにかを企たくらんでいるとは聞いていた。だから念のため、砂糖も贋物を用意した。本物には護衛をつけず、贋物の方は警備を頼んだ」

「…………全部、噓……？」

「本気で砂糖を護ってもらわないと、贋物を用意した意味がない。警邏隊には贋物と知らせず悪いことをした。……俺おれは一番、イヤな方法を選んだ。だけど後こう悔かいはしていない」

　声しか聞いてないのに、ナイトの呆然とした顔が目に浮かぶようだった。

　そして自じ嘲ちようするアルトゥールの、傷ついたように揺ゆれているであろう菫すみれ色いろの瞳も。

　慌てて天蓋から飛び出すと、婚約者がこちらを見た。

「だ、大丈夫？　あの、私、席をはずした方がいいかな？」

「いや……今回のことは、アンタも知っておくべきだからいて構わない」

「なら、同席させてもらおうかな。それで、二人はいったいなんの──」

「…………ふっ」

　え？　対たい峙じしていたナイトに視線を移せば、彼は顔を伏せていた。肩の揺れもだんだんと大きくなっていき、泣いているのかもしれないと心配になる。

　アルトゥールは平然としているが、リュカリスはおろおろしてしまう。

　だがすぐに、泣いていたわけではないことがわかる。哄こう笑しようが上がったのだ。

「は……は、ははは！　ふ、ふ……あっははは！」

　しばらくして彼は笑いすぎて目め尻じりに浮かんだ涙なみだをぬぐうと、翡翠の双そう眸ぼうを見開いた。

「まんまと疑ぎ似じ餌えに引っかかるなんて、強硬派って本当に間ま抜ぬけ揃ぞろいだ！　おかげで、おれまで釣つられちゃったよ。これだから強硬派は猪いのししばかりでイヤなんだ」

「ナ、ナイト殿下？」

「なぁにその目？　ふふ、このおれが本気で婚約を祝福するわけないでしょう？」

　戸惑いを含んで呼びかければ、弟皇子はいつもの天使の微笑を返してくれた。

　アルトゥールも動じていないし……なにかが乗り移ったわけではないらしい。

「……リュカリスが星王国人だからか」

「最初はさ、いい人だと思ったんだよ。兄様の婚約者になってかわいそうだとすら──でも、錯さつ覚かくだった。影かげ武む者しやと同一人物だったなんて……王女も偽いつわっていた！」

「俺たちが勝手に勘かん違ちがいしただけだろ。こいつの男装は、ただの普段着だ。ありもしない噓を捏ねつ造ぞうするのはやめろ」

　え？　え？　リュカリスは何事もなく会話を続ける兄弟を見比べる。

　ナイトはクッと喉を鳴らし、笑えみを深める。

「ありもしない噓？　だったら、どうして軍人たちに身分を名乗らないの？　わざわざ軍服に着替えてまで？　酒場でも黙だまっていたのに？　存在そのものが欺ぎ瞞まんの証あかしだ」

「そ、れは……」

「私が王女だとわかったら、本気で相手をしてくれないと思ったから、アルトゥールにもそう手配してくれるように頼んだんです」

　初めて言葉に詰まったアルトゥールのかわりに答える。

　今までリュカリスを眼中に入れてすらいなかったのか、ナイトは「へえ」と呟く。

「王女様はこう言っているけど？」

「俺が黙っているように指示したんだ。……アンタも余計なことは話さなくていい」

「兄様は、そうやって王女様のことは庇ってあげるんだぁ。お優しいことだね」

　声色にあからさまな苛いら立だちが滲む。嘲ちよう笑しようでゆがむ唇が歌うように続けた。

「王女様もつまらなかったな。せっかく凶きよう手しゆを送りこんだり、蠍や酔よっ払ぱらいまで仕し込こんであげたのにさ。……屋台の呪いの噂は上手くいきそうだったのに、砂糖のせいで台無しだ」

「やっぱりお前がそそのかしたのか」

「──そそのかした？」

　ナイトは眉まゆ根ねを寄せて、一瞬だけ翡翠の瞳が傷ついたように揺れる。

　すぐ含みのある微笑ほほえみに塗ぬり替かえられてしまったが、見み間ま違ちがいなどではないはずだ。

「……そそのかした。うん、そうだね。王女様を追い出したかったし、〈星菓の宴ズース・バンケツト〉を失敗させるなら砂糖をダメにするのが一番でしょう？」

「国民を巻きこむ危険性は考えなかったのか。警邏隊も国民の一人だ。皇族が傷つけていい存在じゃない。……捨て駒ごまにした俺が言えた義理じゃないけどさ」

「……あの、アルトゥール。少なくとも、砂糖の件は殿下に悪気はなかったと思うんだ」

　リュカリスはおずおずと切り出す。

　実は二人の婚約を歓迎されていなかったことは衝撃的だったが、敬遠されるのは仕方ない。今さら傷つくことのほどでもなかった。

　だからその件は置いて砂糖のことを訂てい正せいすれば、アルトゥールは呆れ返ったようだ。

「アンタ、お人ひと好よしもたいがいにしろよ。こいつの正体を見て、よく言えるな」

「だって、隠された荷馬車を見つける手伝いをしてくれたんだよ。〈星菓の宴ズース・バンケツト〉を失敗させたかったにしても、悪気があったら積極的に協力してくれるものかな」

「…………そうなのか？」

　考えこむ素振りを見せてから、ナイトに確かめる。

　すると、弟皇子は顔色を変えた。信じがたそうに目を見開き、激情に頰をゆがめていく。

「……う……して……」

「ナイト殿下……？」

　先ほどにも増して様子がおかしい。

　そっと呼びかけるリュカリスに、ナイトは微笑んだ。そして懐から石を取り出す。

　透とう明めいな石には、なにか紋もん様ようが刻まれているようだ。

　その石を、彼は床に叩きつける。派手に割れる音に紛まぎれた声が悲痛に響く。




「──────許せない」




　刹那、割れた石から黒い靄もやが噴き上げた。

　靄は四方に広がりながら、触しよく手しゆのように蠢うごめいている。

　リュカリスは咄嗟に靄から距離を取ろうと飛び退ったが、聞こえたうめき声にハッとする。至近距離にいたアルトゥールは避よけられなかったのか、胸元を押さえていた。

　というより、その胸元から同じ黒い靄が溢れているようだ。

「アルトゥールッ！」

「おれのことは信じてくれないのに、王女様のことなら信じるんだね……兄様」

「ナ、イト」

　かすれ声で囁かれた名に、ナイトは眉尻を下げる。

「でも兄様が、おれの贈った護ご符ふを今も持っているのは意外だったな。これね、兄様が楽になれるようにまじないをかけてあげたんだよ。気づいてなかったでしょう？」

「えっ!?」

　とにかくアルトゥールのそばまで行こうとしていたリュカリスは仰天する。

（まじない──〈星霊石〉があんなに黒ずんでいたのは、ナイト殿下が……!?）

　確かに、アルトゥールはリュカリスの〈星霊石〉もナイトの護符も身につけてくれている。

　〈星霊石〉が黒ずむのは、悪意──呪詛から護るために力を発揮した証だ。

　〈星霊石〉を浄化する方法は教えていたので、定期的に浄化しているのはなんとなく察していた。けれど、これほどすぐそばに原因があったとは想像だにしていなかった。

　そんな思考を、リュカリスの表情から読み取ったらしきナイトが言う。

「王女様のせいで効果がなかったって、この間のお茶会でやっとわかったよ。ま──共鳴してしまえば効果がないみたいだ。ハイリンヒたちも役立たずだったし、仕方ないよね」

「まさか、故郷での騒動も……？」

　アルトゥールを暗殺しようとした罪で祖国で拘こう留りゆう中の帝国元側近たちの名前に反応すれば、彼は黙ってにっこりと笑うだけだった。

「兄様はこれからゆっくり休まれるといいよ。もちろん、王女様もね」

「ぐうっ！」

「ナイト殿下！　気持ちを静めてください！」

　黒い靄がはびこる中、うめく婚約者の姿に声を張り上げる。

　リュカリスは無能力者だが、王族の端はしくれなので呪詛についての知識はあった。

　呪詛は能力者でなくとも知識があれば一般人でもかけられるものだ。

　そして呪詛は術者の感情の昂たかぶりになどによって増ぞう幅ふくすることがある。

　ナイトの中でなにかが契けい機きになり、呪詛の力が増したのは間違いない。

　まずは落ち着いてほしいと呼びかけるものの、ナイトは一いち瞥べつすらしなかった。

　その時、視界の端でか細い光の柱が立ち上る。目線を落としてから思い出す。




「──月はきらめき、星は囁く、魔まを祓はらい、聖せいを灼やけッ！」




　光の柱の正体は、鞘の隙間から漏れ出ていた〈星霊石〉の光だ。

　リュカリスは長剣を抜き払いながら声こわ高だかに唱え、黒い靄を斬り伏せる。

　充満していた靄は薄まるも、その分だけ光る剣身にまとわりついていく。

（星明かりを浴びたら浄化できる。今は畳みかけないと！）

　剣を構えたまま姿勢を低くし、突進する。素早い斬撃を繰り出すと、弟皇子が叫ぶ。

「邪魔するなっ！」

「ナイト殿下、呪ってもなんの解決にもなりません！　呪いの代価は甘くないです！」

「そんなの、知っているよ。おれの体がこうなのも、代価のせいだ」

　靄が薄まったことで呼吸しやすくなったのか、アルトゥールが呟いた。

「…………お前の体がよくならない原因は、それだったのか……？」

「そうだって言ったら、どうなるの？　お優しい兄様は同情してくれるの？」

　いっそ楽しそうに、ナイトは兄の顔を覗きこんだ。そしてすぐ真顔になり吐き捨てる。

「──するわけないよね。今までだって、ずっとずっとそうだった。兄様にとっておれなんてどうでもいいってこと、おれが一番よぉく知っているよ」

「アルトゥールは、ナイト殿下のことをどうでもいいだなんて思ってませんよ！」

　リュカリスはそばで見てきたから知っている。

　アルトゥールがナイトに接する時、いつもどこか心苦しそうにしていることを。

　なにかきっと誤解があるのだ。剣を振るいながら必死に訴える。

「もっとちゃんと、兄弟で話し合うべきです！」

「ははっ……話し合うだって!?」

　リュカリスは最後の靄を剣で薙なぎ払はらう。

　ちょうど片かた膝ひざをついて息を整える婚約者に駆け寄れば、弟皇子が地じ団だん駄だを踏む。

「なんでそんなこと、王女様に言われなきゃいけないの。兄様に言え！」

「──リュカリス、どけ」

　背中をさする腕を、アルトゥールがそっと遠ざける。

　よろめきながらも立ち上がった彼は、澄んだ菫色の瞳で弟を見据えた。

「……昔、侍医は歳としを重ねたら体も丈じよう夫ぶになると言っていた。だけど丈夫になるどころか、薬が増えたと聞いている。俺のせいだと言うなら、今すぐやめろ」

「やめたところで、支し払はらった代価は戻ってこないよ」

　ナイトはくすくすと肩を揺らし、また懐からなにかを取り出そうとしている。

「おれは兄様さえ不幸になるなら、なんだって差し出すって決めたんだ」

「そんなに俺が憎いのか。国民を危険にさらしてまで」

「……にくい……？　うん、おれは兄様が憎いんだ。だから全部ほしいんだよ」

　初めて耳にした言葉のように舌足らずな響きだった。

　なのに平然と肯こう定ていする姿は、リュカリスの中の琴きん線せんに触れた。

（このやり取り、さっきも……そうだ、砂糖の話をした時と似ている）

　ナイトも必死に砂糖を捜さがす手伝いをしてくれたのに、アルトゥールに訊かれたら『自分がそそのかした』と申しん告こくした。どうしてわざわざ嫌われるようなことを言うのだろう。

「アルトゥール、それじゃ話し合いにならないよ。……まずは、君がどう思っているのかを伝えるべきだ」

　思わずそう口を挟はさんでしまえば、兄弟から対照的な目で見られた。

　ナイトは殺意さえこめて、アルトゥールは困惑を浮かべて。

「私は、君が家族を大切に思っていることを知っているよ。……教えてもらってはいないけど、ずっと考えていることがあるのはわかる。だから、ナイト殿下にそれを」

「──噓だッ！」

　声を遮られる。ナイトは自分の肩を抱きしめ、背中を丸めた。

　まるで恐ろしいものから庇うように、今度は彼を中心に風が巻き起こる。

「噓だ。そんなもの……おれは信じない。やっぱり一度噓をついたら、一生、死ぬまで汚いままなんだ──裏切ったくせに……今さら……気持ち悪いッ！」

　突風になぶられて、カランと、艶やかな黒髪をまとめていた銀筒が落ちた。

　──気持ち悪いッ！

　それはリュカリスたちに向けているようでいて、もっと別のものを指しているようだ。

　ナイトの姿が強風に覆われる刹那、アルトゥールが飛び出した。

「ナイトッ！」

　止める間もなく、彼は風につつまれた弟を抱きこんだ。
















　激しい弟の抵抗と合わせて鎌かま鼬いたちが暴れまわり、アルトゥールの衣服を裂さいていく。けれど不思議と、その体に傷がつくことはなかった。

「放せ！　放せ！　おれなんて、どうでもいいくせに！」

「……俺は──昔の俺なら、どうでもいいと……返しただろう」

　風のせいで体力を消耗しているのか、すでに息も絶え絶えだ。

　アルトゥールはリュカリスに比べたら腕うでっ節ぷしが立つわけではない。

　いつでも動けるように構えていると、アルトゥールが続ける。

「お前が一番、よく知っているだろ。……どうでもよかったら、俺はここにいない」

「────それなら」

　ナイトの唇が弧こを描えがく。反して、目元は泣きそうにゆがんでいた。

「どうして、おれを無視したの。どうして！　おれを信じてくれなかったんだよ！」

「……信じなかった……？　な、にを」

「みんな、おれに噓をつく。だからおれも噓をつくだけだ。どうして周りが噓うそをつくのに、おれだけが正直に生きなきゃいけないの。そんなの、不公平だ！」

　なりふり構わず叫びながら、何度もアルトゥールの胸を叩く。

「正直に生きたっていいことなんてなかった。だから思ったんだよ──兄様がその気なら、恐れる通りにしてやろうって。兄様がおれを疑うなら、真実にしてやろうって！」

「疑う──まさか、それでか……」

　なにか腑ふに落ちたらしい。眉根を寄せる兄に、ナイトは力なく微笑みかけた。そして握りこんでいた手を緩めて、先ほどのように叩きつける素そ振ぶりを見せる。

「期待するのはもう疲れたんだ。夢は、夢の中だけで見れればいい……おやすみ、兄様」

　風はいまだやまず、振り投げられたきらめく石は放物線を描いて落ちていく。

　愛剣はいまだ靄をまとったままだ。一か八かで振るい、剣の切っ先がきらめきを貫つらぬいた──その時だ。今度はまばゆいばかりの光がほとばしった。




　リュカリスの脳のう裏りを、鮮あざやかに色づいた光景がよぎっていく。

　能力者ではないのにどうしてだろう。そこには寝台に横たわったナイトがいた。

　彼の容よう貌ぼうはだいぶ幼く、八歳前後だろうか。侍女に話しかけているようだ。

『けほ……見て！　これ、兄様がおれのために作ってくれた機巧からくりなんだ。おれがずっと部屋にいて退たい屈くつしてるだろうからって……兄様はいろんなものが作れてすごいよね』

　そう言って自じ慢まんげに見せびらかすのは、銀ぎん盆ぼんを持った美しい人形だ。

　今度は顔を真っ赤にしたナイトに移り変わる。

『はぁ……最近、部屋に来てくれないよね。兄様も、病気なのかな……大丈夫かな』

　翡翠の瞳は熱に浮かされ、どこか気落ちしている。

　次いで体調がよくなったのか、薬を飲んでいるナイトになった。

『少し前に兄様、怪け我がしてたんだ。全然知らなかった……でも今は元気なんだよね？　よかった！　おれも体がよくなれば、兄様みたいにお見み舞まいに行けるのにな……』

　表情を曇らせて呟く声には純じゆん粋すいな心配だけがあった。

　再び寝しん台だいを背景にしたナイトが愕がく然ぜんとしている。

『おれを皇太子に……？　どうしておれを推おそうなんて……天使のようだなんて、知らないよ。ああ、兄様はおれより噂を信じたんだ──だから会いに来てくれなくなったんだ』

　今度はどこかの廊ろう下かで、彼はぼんやりと立ち尽くしていた。

『やっぱり信じたんだ。おれを無視した……おれを……おれのままでも役に立てるって、ずっとそばにいてくれるって言ってくれたのは噓だったんだ。噓つき……噓つき！』

　声が、悲痛さを増していく。ひたむきに慕したう眼差しが、憎しみに塗り替えられる。

　そこは薄暗い書庫のようだ。黒くろ革かわの表紙に爪つめを立て囁いた。

『信じてくれないなら、噓をつくなら────おれだって』

　──パーンッ！

　その破は裂れつ音を最後に、リュカリスは風景からはじき出された。

　夢から覚めるような心地ここちだ。今のは実際にあった出来事なのだろうか？

　初めての体験で自信がないけれど、わかったことは一つある。

　あの鎌鼬の現象はきっと、術者の心が反映されていたのだ。

　アルトゥールを傷つけたい気持ちと相反する、傷つけたくないと願う心が。

　そして、今の光景を体感したのはリュカリスだけではなかったらしい。

「……ぐっ……今の、は……あれは、お前の記き憶おくか……？」

　アルトゥールが信じがたそうに瞠目し、ためらいがちに開口する。

「……あの時の……俺の怪我の原因は、強硬派のヤツらのせいで……襲撃犯は捕まっても首謀者は見つけられずじまいだった。だから、最善の選せん択たくをした気でいた」

「あの時……怪我……？　おれの記憶ってなんのことだよ！」

「俺が、お前に会わなくなったころの記憶のことだ」

　ナイト自身には、二人に記憶を覗き見られた自覚はないようだ。

　心当たりがあるのか声をなくしているので、あれは実際の出来事らしい。

「……言い訳するのは、好きじゃない。だけど、リュカリスと出会って……沈黙は、必ずしも金ではないと知った。だから一度だけ言う」

「いったい、なにを」

「お前が強硬派や──貴族に好かれていても、なにが起きるかわからない。巻きこまないためには……遠ざけることしか、俺には思い浮かばなかった」

　正直な吐と露ろにリュカリスが納得するかたわら、弟皇子は大きく目を見開いた。

（やっぱり、君は優しい人だ）

　不器用な方法でしか人を護れない婚約者が心底愛おしいと感じる。

　ナイトの心にも、その優しさが届いたらしい。風がだんだん弱まっていく。

　もう大丈夫だろう。いったん剣をしまった時、アルトゥールは言葉を重ねた。

「俺はどうでもいい相手に、機巧からくりを贈ったりはしない」

「に、いさま……」

　はらはらと、見開かれた翡翠の目から涙がこぼれ落ちる。

　完全に風がなくなれば、飛ばされないよう踏ふん張ばっていた二人は座りこんだ。

「ごめんなさい……兄様、ごめんなさい……」

「別に。……俺のことは気にするな。お前も知っての通り、悪運は強いんだ」

　誤解が解けて、本当によかった。リュカリスは胸を撫で下ろし、二人に近づく。

「兄様の噓を、許せなくて……でも、噓でもおれを思ってのことだった。おれの、噓は……こんなにも、醜みにくいのに……兄様……ごめんなさい。ごめんなさい……」

　ナイトは一度素直になったことで、堰せきをきったように胸中を吐き出す。

「警邏隊の人たちも……巻きこむつもりじゃなかったんだ。砂糖がなくなれば失敗するって──そう伝えただけなのに、まさか、あんな乱暴な手段に出るなんて」

「……そうか」

「皇太子なんて、興味ない……これは噓じゃない。おれはただ、大好きな兄様の力になりたかったんだ。役に立てたら、本当にそれだけでよかったんだよ……」

　涙に濡れる顔を伏ふせるナイトの背を、アルトゥールは黙って撫でていた。

　リュカリスは懐のハンカチを、横から弟皇子に差し出す。

「ナイト殿下、どうぞ。二人が無事仲直りできて、私も嬉しいです」

「……どうして、王女様はおれに優しくしてくれるの。ひどいことをしたのに」

「ひどい、こと……？」

　なにを指しているのかわからなくて、リュカリスはきょとんとしてしまう。

　すると、ハンカチを受け取ってくれたナイトが啞然としている。

「こいつは本気でひどいことがなにか理解できてないから訊いても無駄だぞ」

「でも、そうですね。私のことを優しいと感じるなら、それはナイト殿下がアルトゥールの弟だからだと思います。大切な人も、その家族も助けるのは当然のことです」

「…………おれは、たくさん誤解していたんだね」

　ハンカチで顔をぬぐい、涙の跡がなくなれば落ち着いたようだ。

　憑つき物ものが落ちた様子のナイトに、アルトゥールが静かに語りかける。

「……的が俺なら不問にできる。でも、さすがに今回はダメだ。起きたことがお前にとって予想外であろうと、国民を庇ひ護ごすべき立場の皇族が取るべき手段じゃなかった」

「────我わが息子むすこながら見上げた心がけだな」

　三人は反射的に立ち上がりざまに振り向く。

　戸口の方から姿を現したのは、皇帝クレメンスと書記官フーゴである。

　アルトゥールは乱れていた襟えりを正すと、これみよがしに顔をしかめた。

「鍵かぎをかけておいたのに、どうしてここにいるんですか。神しん出しゆつ鬼き没ぼつにもほどがある」

「鍵なぞ、余には無意味だな」

　皇帝はそう言いながら、懐から鍵束をチラつかせた。予備の鍵のようだ。

　フーゴは相変わらず帳面を片手に、真面目になにかを記録している。

「さてはて……こたびの砂糖に連なる騒動は、余も把握している」

「今まで放置していたくせに、随分と都合がいい時に出てこられるんですね」

　皮肉げに返す息子に、皇帝は余裕の笑みをひらめかせる。

「放置は、おぬしも同罪であろう。そもそも、この程度のことも片づけられぬようでは先が思いやられる。これも魔ま窟くつで生き延びるための試練と、心を悪あく魔まにした親心ゆえよ」

「物は言いようすぎて失笑しか出ませんよ、タヌキジジイ」

「褒め言葉と受け取っておこう。……ナイト」

「は、はい」

　呼びかけられた弟皇子は居住まいを正す。

　悄しよう然ぜんとするナイトに、皇帝は厳しい眼差しを向けた。

「この部屋で起きたことも、余は理解している。……おぬしの罪は詳つまびらかにすべきだ。罰ばつを与えねば示しがつかぬし、身内だから手心を加えたのだと思われれば人心が遠のく」

「……父様──いえ陛下、わかっています。どんな沙さ汰たも、覚悟しています」

　ナイトの優しげな面差しはそのままに、翡翠の瞳は決意をたたえている。

　それをしげしげと眺め、皇帝は顎をさすった。

「たった数時間のうちに、ナイトもよき面つら構がまえになったな。……そこでだ」

「……なんでしょうか？」

「実のところ、ナイトが関かん与よしていたことは国民はもちろん、強硬派ですら気づいていない。おぬしの性さがを知るのは、今も星王国に拘こう留りゆう中の者たちのみだ」

　皇帝はなにを言いたいのだろうか？

　事の成り行きを見守るばかりの自分と違い、婚約者はなにかを察した様子ではある。

「侍医から治ち療りようを受けた伝令の警邏隊員が感謝しておった。ちょうど居合わせたおぬしが装束が汚れるのも厭わず懸命に応急処置をし、侍女にアルトゥールを呼ばせたことも」

「それは、おれの……見通しが甘かったから……」

「そうだ、おぬしは偽りに目の曇った子供であった。……ここに、二つの選択肢がある」

　苦しげにうつむいていたナイトが顔を上げた。

「一つは、己がしてきたことを公おおやけにさらし、刑けいに服すること。我が国で呪詛は証しよう拠こにならないゆえ処刑はなくとも、一生幽ゆう閉へいの身になるであろう。二つ目は──」

　そこでいったん言葉を区切った皇帝はちらりと笑えみを見せた。

「良きにつけ悪しきにつけ、噓には覚悟がいる。第二王女と出会うまで、すべてを遠ざけていたこのアルトゥールのようにな」

「だからどうして、どいつもこいつも俺を引き合いに出すんだ！」

「ある意味では、おぬしが人質に取られたがゆえに襲撃犯たちの背後を洗う口実ができたとも言えよう。幸い、一般市民からは死傷者も出ていない」

　目元を赤らめて喚わめく息子を無視し、そう語りかける皇帝は優しい顔をしていた。

「おぬしには罪を告白し、幽閉に服することはさしたる罰にならぬ気がするしな」

　ナイトの顔には困惑が浮かんでいる。確かに病弱で引きこもっていたので今さらなのかもしれない。

「一つ目の選択肢はおぬしが楽になる。かわりに国中に激げき震しんが走り、民の心は傷つくだろう。ありもしない陰いん謀ぼう説が持ち上がったりと、愉ゆ快かいなことになるやもしれぬ」

「……おれは兄様と違って、そこまでの影えい響きよう力はありませんよ」

「その『兄様』の今後にも影響が出るという話だ。……二つ目の選択肢はこうだ」

　皇帝は一息を置いてから続ける。

「民たみらが思い描く『天使』を命ある限り貫け。いつなんどき、いかなる相手に対しても──心になくともそうと悟さとられぬよう、皆が望む『天使』の偶ぐう像ぞうを演じよ」

「おれに……噓をつけというんですね。今度は兄様と同じように、優しい噓を」

　声が震えている。弟皇子の顔色は悪かった。

「こちらの選択を受け入れるならば、余は部屋で見聞きしたことはすべて、晩ばん餐さんの席までには忘れているであろうな。なにせ、歳ゆえ」

「そうそう、歳を盾にか弱い書記官を酷こく使ししまくるくらいっすからね」

　ナイトは嘯うそぶく皇帝と書記官を凝ぎよう視しし、それからアルトゥールに目をやる。

　彼は苦しそうに表情をゆがめて口を開いた。

「……兄様、おれはどうすればいい」

「俺に聞くな。お前の人生だろう。……皇帝の下げ知ちなら、皇太子として否はない」

　返しはそっけないものの、リュカリスはアルトゥールの深い情を感じた。

　ナイトは緑眼を眇めた。潤む翡翠から涙がこぼれ落ちる寸前──顔つきが一変する。




「──許されるなら、この命続く限りそばで力になりたいです」




　ふわりと微笑む。見ているだけで心が洗われるような、天使の微笑。

　そこに涙の気配は微塵もなく、むしろ泣きそうだったことが信じられないほどだ。

　葛かつ藤とうをきれいに覆おおい隠かくしたナイトは『天使』という他た称しようにふさわしかった。

（アルトゥールの『優しい噓』ですら許せずにいたナイト殿下が）

　それは兄とのやり取りを経て得た、大きな心境の変化なのかもしれない。

　自分の噓にも苦しんでいたナイトにとって、この罰は重苦しい枷かせとなるだろう。

　弟を見つめるアルトゥールの眼差しに、リュカリスはそっと背中に手を添えた。

「…………なに？」

「ううん。……大丈夫だよ、アルトゥール。きっとなるようになるよ」

　そう言って笑いかければ、彼は肩から力を抜いて一つ頷く。

　これが最善の選択なのかはわからない。

　でもリュカリスは、この優しい婚約者が少しでも幸せになる道ならいいと願う。

　──こうして何年にもわたる、壮そう大だいなる兄弟喧嘩は幕を下ろしたのだ。
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　そんな兄弟喧嘩が片づいてから数週間後、二日にわたって〈星菓の宴ズース・バンケツト〉が行なわれた。

　実行委員であるリュカリスとアルトゥールはあちこちを奔走していて、あまり見て回れなかったものの、会場の賑わいにホッとしたものだ。

　〈星菓の宴ズース・バンケツト〉閉会式では、来場者の投票による『星菓大賞』を発表した。

『星菓大賞』に選ばれたのは、いつかの市場視察で見かけた店のトルテだ。

　七層からなる薄うすい生き地じの層の間に珈琲コーヒーをまぜこんだショコラーデを挟み、一番上の生地を煮に詰つめて焦こがした砂糖で覆って仕上げたトルテである。

　甘さだけでなく高級感も堪たん能のうできるということで、圧あつ倒とう的てきな票数での大賞だった。

　受賞した店には後日副賞を贈おくられる運びになったが──賞は、もう一つある。

『特別審しん査さ員賞』と銘めい打うった、皇后ドロテーア・フォン・ヴィッセン推すい薦せんの賞だ。

　お茶会での礼に望みを一つ聞いてくれるという言葉に甘えて、リュカリスが『箔はく？　をつけたいので、皇后陛下に特別審査員をお願いしたいんです！』と頼みこんだのだ。

　快く引き受けてくれた皇后は閉会式の場に出て、直々に賞を授じゆ与よしてくれた。

　皇后御ご用よう達たしという看板を掲かかげることを許された幸運な店のお菓子はラスクだ。

　お茶会に出したラスクの店でもあるが、あの時のものとは違い、色とりどりに変へん貌ぼうした新商品のラスクは見た目でも味でも楽しませてくれた。

「……馳ち走そうでした」

　しきりに恐きよう縮しゆくする店主に、皇后は無表情のままだったが優しく声をかけた。

　菓子嫌いといわれる皇后のその言葉に、賑にぎやかだった閉会式が一瞬の沈黙の後、歓声が爆ばく発はつする。

　──祭典一番の盛り上がりを見せたのは言うまでもない。




　大だい盛せい況きようのうちに終わった一大企画の締めくくりには舞ぶ踏とう会が待っている。

　通常、皇族主催の舞踏会に平民は参加できない。けれど今宵こよいは特別で、〈星菓の宴ズース・バンケツト〉に参加したすべての人間が舞踏会を楽しむ権利を持つ。

　普段は厳格な雰ふん囲い気きにつつまれた皇城は、百年の眠ねむりから解き放たれた直後のような賑わいを見せていた。大広間には大勢の人間が詰めかけ、皆好きに飲み食いしては、宮きゆう廷てい楽団が奏かなでる至上の音色に酔よいしれ、踊おどり倒たおしている。

　閉会式でもそうだったが、星王国人であるリュカリスに野次は飛ばなかった。むしろ黄色い声せい援えんが飛び交い、宴の成功と共に歓かん迎げいの意を示してくれているようだった。




　リュカリスは盛せい装そうしたゼノンや皇族、大臣たちと一緒に踊おどり場ばにいた。

　久しぶりに会うゼノンは不機嫌で、砂糖事件のお礼を言うのも難しそうな雰囲気だ。

　そんなリュカリスは騎士服を着ている。一番自分らしい装いだと思ったからだ。

　踊り場からは大広間全体を見み渡わたせる。華はな々ばなしい光景を目に焼きつけて呟く。

「一時はどうなるかと思ったけど、みんな楽しんでくれているみたいでよかったね」

「……そうだな」

　相あい槌づちを打つのは隣となりのアルトゥールだ。

　いろいろなことが起きたけど、国民の笑い声は疲れを一瞬で吹ふき飛とばしてくれる。

　二人でしみじみしていたら、同じように階下を眺めていた皇帝が咳せき払ばらいした。

「アルトゥール、そして星の国の王女よ。よくぞここまでやり遂とげた」

「ありがたきお言葉です！」

「さて。四ヶ月前、アルビレオ勅ちよく使し殿どのが提示した条件についてだが」

　心構えをする間もなく、単刀直入に切り出される。

　踊り場に緊張感が走った。リュカリスも姿勢を正すと、皇帝は目元をやわらげた。

「成果は明白。この活気に満ちた光景が、なによりの答えだ。婚約を白紙に戻す意義はなかろう。……おぬしらも異存はないな？」

　有う無むを言わさぬ語気と視線で、口を開こうとした大臣たちを制す。

　彼らは観念したように片手を胸むな元もとに添そえると、深々と一礼した。

「御ぎよ意いに」

「皇帝陛下のご英断、さすがでございまする」

　口々に上がる賛同の声に、リュカリスは隣を勢いよく見上げた。ちょうどアルトゥールも婚約者を見下ろしており、その菫色の双眸には喜びの色が浮かぶ。

「みなさん、ありがとうございます！　……アルトゥール！　これで安心──」

「私には、異議がある！」

　リュカリスの声を遮ったのは、ずっと無言で貧びん乏ぼう揺ゆすりしていたゼノンである。

　同父兄あには険相のまま皇帝に詰め寄っていく。

「宴が盛況？　大いに結構。なれど、この愚ぐ妹まいが──我が愛すべき故郷が、この帝国の民に受け入れられたという決定的な証拠ではありますまい」

「ふむ、アルビレオ勅使殿の言にも一理ある」

　白い眼で見てくる息子を気にすることなく、重々しく首肯した皇帝は手招きをした。

「バッカー書記官、こちらに」

「はいはーいっす」

　やる気のなさそうな返事と共に、大臣たちの陰かげで控ひかえていた人物が進み出てくる。

　リュカリスは気づかなかったが、フーゴも相棒の帳面を携たずさえて待機していたらしい。

「おぬしには、こたびの条件にまつわる記録を命じていたな」

「記録……？」

　ゼノンはフーゴが手にしている帳面を凝視し、忌いま々いましそうに舌打ちした。

「一部で構わない。記録を抜ばつ粋すいし、読み上げてくれ」

「……えー、ごほん。ご婚約に関するご提案がなされた日を『一日目』と設定。アルビレオ星王国第二王女リュカリスを『対象』と表記を改め、これを記す」

　…………え？　リュカリスはもちろん、居合わせた面々は一様に呆気に取られる。

　微び動どうだにしないのは皇帝のかたわらで、籐とう椅い子すに腰かける皇后くらいだ。

「二十八日目、皇太子殿下がやっぱり対象に優しくてこわい。第五演習場にて、隊員ヨハンが稽古剣フオイルがよく刃は毀こぼれを起こすと悩む。通りがかった対象が、星王国流らしき手入れ方法を教える。まだ反感を持っていたようだったが、話しているうちにたらしこむ」

「たらしこ……？」

　フーゴは息いき継つぎすることなく一息で言いきった。

　情報量の多さと勢いに圧倒されて、リュカリスは頭をひねる。よくわからない。

「七十一日目、皇太子殿下が対象に悶もん絶ぜつ。バカわいいと呟き出す、目がおかしい。〈星菓の宴ズース・バンケツト〉会場にて、駄だ菓が子し屋の老ろう爺やグスタフと孫まご娘むすめクラーラと対象が遭そう遇ぐう。老爺がぎっくり腰になれば背負い、孫娘が奇き声せいを上げて鼻血を出せばハンカチを差し出し、常に笑顔の対象の精神力がヤバイ。それを見て、周りの店主も手伝いを願い出るようになる」

「おい、俺の情報はいらないだろ」

　アルトゥールが隙を見て口を挟んだ。書記官は一いち瞥べつするも、すぐ帳面に視線を戻す。

「八十日目、皇太子殿下が」

「だから、どうして俺の情報をいちいち挟んでくるんだ！　やめろ！」

「──というように、書記官の勤勉な働きのおかげで、第二王女が受け入れられた証拠となるであろう証人は用意できる。アルビレオ勅使殿、これでも納得いかぬか」

「ぐっ……！」

　飄ひよう々ひようとした皇帝に、同父兄あにの表情が悔しげにゆがむ。

　リュカリスがはらはらして見守っていた、その時だ。




「──おやまぁ。少々乗り遅おくれてしもうたかえ？」




　降って湧わいた鈴すずの音ねが転がるような美しい声に、一同は勢いよく振り向く。

　視線の先では、見覚えのある人たちが階段を上りきったところだった。

「せ、星女王陛下……!?」

　リュカリスとゼノンの声が意図せず重なる。

　現れたのは星女王メーデアと異父兄あにキーリ、そして第一王配ディオファスだった。

　護衛を連れてきていないかわりに、女装姿のキーリが第一王配の隣を陣取っている。

　ちなみに父親だけは考古学者らしい装よそおいをして、根元で軽くまとめた赤毛を無造作に伸ばしっぱなしだ。無ぶ精しよう髭ひげはないが、前髪は目元を隠すほどに長い。

　キーリと目が合うと喜色満面で手を振ってくれたが、大臣たちがざわめきはじめる。

　颯さつ爽そうと近づく星女王から皇帝を護ろうとするものの、皇帝当人が視線だけでやめさせた。

　星女王は目と鼻の先で立ち止まると、憮ぶ然ぜんとしたままのゼノンに話しかける。

「わらわの愛うい子や、満足したかえ」

「……………………」

「ゼノンはいくつになっても愛いのう。二十六歳にもなってむくれるなど、うりうり」

　星女王には常に敬意を払う同父兄あにが無言を貫けば、構わず扇せん子すで頰をつついて遊ぶ。

　周囲の体感温度が下がっていく心地だが、リュカリスは混乱していた。

「ど、どうして星女王陛下がこちらへ……？」

「無論、愛娘まなむすめの婚礼に参列するためじゃぞ。舞踏会に団体で押しかけてもかさばるからのう、熾し烈れつな護衛戦争を勝ち抜いたキーリ以外の兄弟五人は皇都の宿で留守番中よ」

「母君ッ」

　ゼノンは鋭するどい一声を発してから、感情を押し殺したような低声で続ける。

「……まだ婚約を認めたわけではありません」

「そなたがわらわに了りよう承しようを得ることなく賭けを提示し、黙もくしていたことは承知しておる」

　リュカリスが目を丸くすれば、星女王が優しく微笑みかけてきた。

「ああ、よいよい。ゼノンならば、必ず婚約を白紙に戻すための一手を打つじゃろうことは予測しておった。わらわたちにとっても都合がよいゆえ、黙もく認にんしたまでのこと」

「都合がいい……？　いったい、どういうことです。今日まで、俺たちが──！」

「皇太子よ、順序は大切じゃろう。……して、皇帝。これは作戦成功でよかろうか」

　気け色しきばむアルトゥールをいなし、星女王は優雅に扇子を扇ぐ。

　水を向けられた皇帝もさすがに苦笑している。

「今さらすぎる問いではないか？　星女王も人が悪い、結果はあきらかであろうに」

「準備をすませたとはいえ、念のためというヤツじゃ」

「あきらか!?　こんなもの、ただ祭りに浮うかれているだけで成果などではない！」

「ゼノンの往おう生じよう際ぎわの悪さは実に愛いが……ほほ」

　ゼノンの口調は完全に素すに戻り、食ってかかっている。

　星女王の黄金の双眸に愉ゆ悦えつが滲む。

「そも、そなたがリュカリスに勝てたことがあったかえ？」

「……ぐっ」

「え？　あの、私はゼノン兄上に勝てた試ためしなどありませんよ？」

「力比べの話なぞしておらぬ。まこと、リュカリスは愛いのう。……ゼノンはわかっておると思うがな。そなたは絶対に、リュカリスに勝てぬ運命にあるのよ。ふふ」

　なぜかうめくゼノンは不思議だったが、星女王は悠ゆう然ぜんと断言する。

　そして笑みを浮かべたまま足を踏み出せば、同父兄あにはたじろぐ。

「愛とは、げに恐ろしき魔ま物ものよ。常なら冷静なそなたから理性を奪い、正常な判断をできなくさせる。……ゼノン、そなたが認める必要はない。答えは、すでにそこにある」

　星女王は扇子で階下に広がる光景を指してから、にんまりと笑う。

「なれど、そなたが認めねば悲しむじゃろうなぁ……誰とは言わぬが」

「な、な、な……!?」

「はたしてゼノンに耐たえられるかのう。どうかのう。きっと仔こ犬いぬのごとき愛い目で、切々とそなたに訴えかけてくるであろうなぁ。……試してみたくなったかえ？」

「……す、すべては……敬愛すべき星女王陛下の御心のままに……」

　がくりと肩を落としたゼノンが跪ひざまずき、恭きよう順じゆんの意を示した。

　リュカリスはご満まん悦えつな星女王と疲ひ労ろうした兄を見比べる。なにやら二人の間で高度な心理戦が繰り広げられていたようだが、決着がついたらしい。アルトゥールが鼻を鳴らす。

「……いい気味だな」

「えっと……つまり、ゼノン兄上も認めてくれたってこと？」

「この間違ってないのに間違っている感が半はん端ぱない総そう括かつ、ヤバイっすね」

　フーゴの声色は投げやりだったが、帳面には真面目に書きつけている。

　けれど、否定されなかった。リュカリスの表情も明るくなる。興奮して摑んだアルトゥールの両手を振り回せば、彼はびくっと身を引いた。

「アルトゥール！　ゼノン兄上にも祝ってもらえるよ！」

「祝うとは言われてないだろ」

「そんなことないよ！　だって、白紙に戻さなくていいってことはそういうことだよね？　アルトゥールがたくさん力を貸してくれたおかげだよ！　嬉しいな嬉しいな！」

　機き嫌げんよく笑っていると、体を後ろに引っぱられた。ついでに握りしめていた手も強ごう引いんにほどかれてびっくりしていたら、視界の端を粉雪が舞う。

　目線を上げれば、ゼノンの憤ふん怒ぬの形相とかち合った。

「私は星女王陛下の決定に従ったまでだ。役立たずが自惚うぬぼれるな」

「あ、そうでした。確かに私は今回もアルトゥールに頼りきりでしたし、まだまだ未熟者です。頭を使うことはやっぱり苦手ですが、これから少しずつがんばりますね！」

　反論することなく受け入れたが、同父兄あには言葉に詰まったようだった。

　そこに顔をしかめたままのアルトゥールが割って入る。

「それは違う。少なくとも〈星菓の宴ズース・バンケツト〉の原案を出したのはアンタだ。元の案がなければ発展させていくことも、支援もできない。俺だけじゃ〈星菓の宴ズース・バンケツト〉は成り立たなかった」

「アルトゥール……」

　目を見開く。次いで頰が熱くなり、心臓が痛くなっていくのを感じた。

（ア、アルトゥールに褒められた……！）

　感激のあまり両頰を押さえてうつむいた瞬間、後頭部を鷲わし摑づかみにされる。

「……ひ、評価してないとまでは、言っていない」

「え？」

　リュカリスのこうべを無理やり持ち上げた手の正体はゼノンだ。

　同父兄あには視線をさまよわせ、聞き取りづらいほどのかすれ声でうなった。

「〈星菓の宴ズース・バンケツト〉の経済効果までは否定できない。……けっして認めたわけではないが、猿さる知ぢ恵えにしては上出来だと評価してやらんこともない」

　思いもよらない褒め言葉に、リュカリスはぽかんとしてしまう。

「星女王陛下が下した最終決定ならば致いたし方ない。私も、一度交わした約やく定ていは守る」

「ゼ、ゼノン兄上……？」

「確かに、宴には成果があった。ゆえに約定通り、連れ帰りはしない。……私は散々忠告した。以後、泣きつくような無様な姿をさらすことは許さない」

　目を見開き、息を吞む。震えそうになる唇を嚙みしめてから元気よく返す。

「ゼノン兄上！　ありがとうございます！」

「あーっ!?　なにお前だけかっこつけてんだ。そもそも認めないって何回繰り返すんだよ、このひねくれクソや──もごもご！」

　ゼノンに抱きつくと、背後でキーリの絶叫が聞こえた。

　すぐ静かになったのは気になるが、それ以上にリュカリスは興奮を隠しきれない。

　得意顔の同父兄あにがアルトゥールを見て、ふふんと鼻を鳴らしている。

「ゼノン兄上に認めていただける日が来るだなんて！　夢みたいです！　やっぱりゼノン兄上は公平で、すごい人です。嫌いな私のことを褒めてくれて、嬉しいです！」

「……………………………………は？」

　長らく場が静まり返ったのち、四方から呆ほうけた声が重なって響く。

　ゼノンは得意顔から一転なぜか呆然としていて、首をかしげる。

「ゼノン兄上は、私がお好きではないですよね？」

　アルトゥールに話した『ずっと自分を嫌っている相手』とはゼノンのことだ。

　でも、なにを言われても少しも悲しくないし、傷ついたりもしない。

　だって、同父兄あには冷たく振ふる舞まって当たり前なのに、優しいのだ。

「私が泣き虫で、本当になにもできない子供だったころ。一度だけ、人が言っているのを聞いたことがあります──星を持たない出で来き損そこないだと」

「もがごごもご！」

「その時、ゼノン兄上は怒おこってくださった。泣くことしかできなかった私のかわりに。王族に対する不敬を咎とがめただけだと仰ってましたけど、私は嬉しかった」

　視界の端はしで、父親に口を塞ふさがれたキーリが固まったまま何事か叫ぶ。

　思わず笑ってしまいそうになったが、リュカリスは真剣な面差しで背筋を伸ばす。

「今回のことでも、ゼノン兄上に感謝しています。あの提案がなければ、私はこんなにも早く帝国について多くを知れなかったかもしれない。……いつも向上心を忘れないゼノン兄上は、私の憧れです。昔も今も、一番大好きな兄上です！」

「……これが嫌いや味みじゃなくて本気なんだからすごいな……」

「どうして兄様が陥かん落らくしたのか、その過程を再現しているかのようです……」

　アルトゥールとナイトが兄弟仲よく、どこか遠い目つきでぼやいている。

「ようやく、ゼノン兄上に胸を張れます。アルトゥールと結婚しても────えっ」

「………………ぎゅう」

「ゼ、ゼノン──────ッ！」

　同父兄あにが白目をむいて倒たおれこむのと、キーリが叫んだのは同時だった。

「……無茶しやがって……だからあれほど素直になれって忠告したのに……」

　もう口を押さえられていないキーリがニヤニヤしながら、失神したゼノンを横に抱きかかえて回収した。「嫌がらせの種、入手だぜ！」となにやら嬉しそうだ。

　その光景を、帝国側の人間は『マジか……』みたいな引き顔で見守っていた。

「さてさて、わらわからもそなたらに言こと祝ほぎを贈おくろうかのう」

「……すでにお腹がいっぱいなんですが……」

　アルトゥールが居心地が悪そうに遠慮しているが、笑顔の星女王は聞いていない。

「皇太子はよい男子おのこじゃった。だというにリュカリス、そなたが帝国の皇太子と契ちぎることを皆が反対した。ふふ……かつてそなたを出来損ないと揶や揄ゆしていた者どもが、帝国に嫁いでもそなたが幸せになれぬからと必死に止めてくる姿は愉快であったな」

「そんなことが……？」

「なに間の抜けた顔をしておる。意外であったかえ？　……リュカリス。そなたは懸命に生きてきた。それが今に繫がるのだ。己おのが生を誇るがいい」

「せいじょ──いえ、母上。ありがたき言葉です」

　これが母からの最後の言葉になるだろうと、リュカリスは目を伏せて嚙みしめた。

「皇太子妃ひになっても賢かしこくは生きるな。賢けん明めいに生きるのは、皇太子の役目え。そなたはこれからも懸命に生きよ。それが物事が上手くいく秘ひ訣けつじゃ」

「はい！」

「皇太子や。生まれたばかりの昴すばるのようではあるが、我が愛い子をよろしく頼む」

「……星女王陛下のお言葉、深く胸に刻んでおきます」

　女王でありながら深々とこうべを垂れる母に、婚約者も胸に手を当てて一礼した。

　その返しに満足したのか、星女王は定位置に戻って父の腕を取る。

「わらわたちの愛い子が旅立つのは寂さびしいのう」

「……大丈夫」

「ああっ背せの君きみ！　そなたも寂しいというのに、わらわを慰なぐさめてくれるなんて……！」

　……いつものことながら、言葉少ない父親からなにを受信しているのだろう？

　リュカリスは少女のように頰を赤らめて興奮する星女王を見つめて思う。

「……君の方が、優しい。いつも、ありがとう」

「はぁん！　ときめきが止まらぬ！　背の君！　背の君！」

「…………星女王は相変わらずの自由人だな」

　苦笑する皇帝に、大臣たちもこくこくと無言で頷いている。

　物静かに控えていた皇后も両親のやり取りを見て、ぽつりと呟く。

「……かの女王も喜んでいるようですし、仲睦まじきことは歓迎すべきでしょう」

「おお、なんと皇帝に比べて皇后の寛かん容ようなこと！　今宵のわらわは機嫌がよい。……帝国の民に、とっておきの贈り物を見せてやろうぞ────〈星装ネフエロマ〉」

　キトンは露ろ出しゆつ度どの高い鎧よろいに、手にしていた扇子は背せ丈たけよりも長い杖つえに取って代わる。

　皇帝の前で堂々と〈星装ネフエロマ〉をまとう星女王に、異父兄あにがぎょっとした。

「は!?　ちょ、星女さまぁ？　〈星装ネフエロマ〉はやめた方がいいんじゃ……」

「そぉれ！」

　さすがのキーリも止めに入るものの遅く、星女王は杖を振るった。

　大広間の明かりが一瞬にして落ちる。階下でいくつもの悲鳴が上がっていたが──次し第だいに、歓声が広がっていく。なぜなら大広間の天てん井じようを、小さな夜空が覆っていたのだ。

「────美しい」

　そう感嘆したのは皇后だ。

　人工の夜空に散らばる無数の星が、先ほど消えた明かり以上の光で大広間を照らす。

　星女王は満足げに胸を張った。ちなみに、かたわらのキーリは匙さじを投げている。

「せっかくの舞踏会に星を添えたまでのこと。そなたらの行く末に、末永く幸さちあらんことを！　……さあ、踊ってきてはどうじゃ？　何事も楽しんだ者勝ちよ」

「はい！　みなさん、御ご前ぜんを失礼します！　……アルトゥール、行こう！」

「あー、はいはい……」

　リュカリスは婚約者の手を摑み、駆け出す。

　今こそ、以前アルトゥールから教わった踊りを披ひ露ろうする時だ！

　胸を躍らせていると、彼が話しかけてきた。菫色の双眸が優しく細まっている。

「……星女王は、アンタを使い捨ての駒のように捉えているんだと思っていた」

「ん？」

「俺はやっぱりああいうやり方はきらいだけど──大切にする。あの人たち以上に」

　階下についた時、握りしめていたはずのリュカリスが逆に手を取られる。

　そのアルトゥールの手の熱につられて、全身が火ほ照てってしまう。

　気き恥はずかしさに黙りこんでいると、女官や警邏隊の面々、町で知り合った人たちが集まってきた。みんな二人の姿に喜んでいるようだった。

「……殿下だ！　こういう場に皇太子殿下が姿を見せられるだなんて！」

「騎士服のリュカリス様も素す敵てきぃ……」

「リュカリスが殿下を引っぱり出したのか？　すげえじゃねえか！」

　そう言って、リュカリスの肩を叩くのはトマスだ。ニコラウスが柔らかく制する。

「トマス、皇太子殿下の御前ですよ。……こたびの祭典の成功、心よりお祝い申し上げます。リュカリスも、本当によかったですね。それで、その」

「……あのぉ、どうしてお二人は手を繫がれていらっしゃるんでしょう……？」

　挙手した女官の質問に、リュカリスとアルトゥールは顔を見合わせる。

「え？　これからアルトゥールと踊ろうと思いまして！　ご一緒させてください！」

「……で、殿下、婚約者のお姿が見えないようですが……？　まさかだ、男色の──」

「…………なにを勘違いしているかわかるけど、こいつが俺の婚約者だから」

　アルトゥールが親指で指し示した先には、もちろんリュカリスがいる。

　絶句する面々の反応が不可解で、少し考えてから口を開く。

「……あれ？　てっきり気づかれたと思っていたんですけど……」

「き、気づかれたってなにを──」

「そういえば、正式な名乗りはまだでしたっけ。広報にも名前を出してますが──私が剣を捧ささげし〈星騎士パラデイン〉の一員にして、アルビレオ星王国の第二王女リュカリスです！」

　一拍置くと、大広間に異口同音が轟き渡った。




「え、ええええええ──────ッ！」
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　引ひき伸のばされていた婚こん礼れいの日取りは〈星菓の宴ズース・バンケツト〉から一週間後という速さで決まった。

　どうもゼノンが条件を提示した水面下では婚こん礼れいの準備が進められていたらしい。

　リュカリスが気づいた時には花はな嫁よめ衣い装しようも完成していて驚おどろくしかない。

　帝てい国こくと星王国の歩み寄りの一歩として、花嫁衣装はドレスのようでいながらキトンのような意い匠しようで、惜おしげもなく使われた飾かざり布と飾かざり紐ひもによって豪ごう奢しやに仕上げられていた。

　めまぐるしい展開の数々に圧あつ倒とうされてしまうが、星女王がリュカリスなら大だい丈じよう夫ぶだと信しん頼らいしてくれたゆえだと思えば面おも映はゆいばかりだった。




　そして、今日は待ちに待った挙式当日。

　皇城の女官たちにもみくちゃにされながら支し度たくを終えたリュカリスは大聖堂の控ひかえ室しつにいる。姿見と睨にらめっこしていたら、先日から皇城に滞たい在ざいしている異父兄弟きようだいたちが訪おとずれた。

「ああっ！　リリスちゃん！　あの腐くされ皇太子よりも、いけすかないゼノンよりも先に花はな嫁よめ姿を見れるのは役得だけどぉ、お兄ちゃん寂さびしいわ～！」

　挨あい拶さつもそこそこに、華はなやかに着き飾かざった女装姿のキーリに抱だきすくめられる。

　びっくりしてきょとんとしていると、その後ろで仲よく手を繫つないでいる双ふた子ごがこちらを見上げていた。いつもは眠ねむたそうな目がキラキラと輝かがやいている。

「……リリス姉様、きれい。キーリ、邪じや魔ま」

「いやよぉ！　リリスちゃん、やっぱりやめましょ！　ね？　まだ引き返せるから！」

　双子によって強ごう引いんに引ひき離はなされてもなお、異父兄あには必死に縋すがってきた。

　キーリは開口一番の言葉通り寂しがっているだけだ。

　だから反対されても悲しくはないので苦く笑しようするにとどめたが──そうだ。

「ゼノン兄上、大丈夫かな……舞ぶ踏とう会から今も寝ねこんだままなんだよね？　心配だな」

「ハッ……！　そうよぉ、ゼノンよぉ！」

　何事かひらめいたらしい異父兄あにが、双子の首根っこを摑つかみ上げたまま嬉き々きと続けた。

「ゼノンちゃんが寝こんだままなのに、婚礼を挙げちゃっていいのかしらぁ？　一生に一度なのよ～？　あのゼノンちゃんが参列できる時に挙げるべきよぉ！」

「……やっぱりゲスから生まれたゲス男」

「さすがキーリ、発想が違ちがう。ぼくたちはそこまでゲスじゃない」

「クソ双子の分際でうるせぇぞ！　援えん護ごしねぇなら黙だまってやがれ！」

　キーリによって猫ねこのようにぶら下げられる双子はすごく楽しそうだ。

　仲よしだなぁとリュカリスは微笑ほほえましく思いつつ、ゆるくかぶりを振ふった。

「確かにゼノン兄上に出席してもらえないのは残念だけど、元々出席してもらえると思っていなかったから大丈夫だよ。キーリ兄上、気き遣づかってくれてありがとう」

「ぐぬぬ……ゼノンざまぁみろと思ったら、こんなところで弊へい害がいが……！」

　その時だ。控え室に叩音ノツクが響ひびいた。従じゆう僕ぼくが呼びにきてくれたようだ。

　もうそんな時間なのか。リュカリスはまだつけていなかった、裾すそを引きずるほど長いヴェールをかぶろうとしたが──なんだか微び妙みように斜ななめになっている気がする。

「あれ？　あれ？」

　手間取っていると、あれほど渋しぶっていたキーリが手伝ってくれた。

「もう、リリスちゃんったら。仕方ないわねぇ」

「あ、ありがとう！　私、不器用だからキーリ兄上たちが来てくれて助かったよ。これでアルトゥールに恥はじをかかせずにすむね！」

「………………はぁあああ！　リリスちゃんのバカわいさには負けたわぁ」

　きれいに整えてもらえたことに喜んでいたら、キーリは肩かたを落として長ちよう息そくした。

「ほんっとうはイヤだけど！　皇太子を埋うめたいくらい憎にくらしいけど！　……そんな笑え顔がおを見せられちゃな。これがお前の幸せなら、お兄ちゃんも応おう援えんしてやるよ」

「キーリ兄上……」

　ヴェールの上から、そっと頭を撫なでられる。

　目を丸くしたまま凝ぎよう視しするリュカリスに、キーリは照れ笑いを浮うかべた。

「なにがあったって、お兄ちゃんはお前の味方だぞ。あいつがお前を悲しませたらぶっ潰つぶしてやるから、安心してリリスらしく生きればいいさ」

「……そう。ぼくたち、リリス姉様の味方」

「リリス姉様、幸せになってね。ならなかったら、皇太子を消すから安心してね」

「あはは！　キーリ兄上たちは大げさだなぁ。大丈夫！　アルトゥールと一いつ緒しよにいて、悲しいことなんてないよ！　だからみんなも心配しないでね」

　異父兄弟きようだいたちと順番に抱ほう擁ようしてから、控え室をあとにする。

　リュカリスは途と中ちゆうで三人と別れ、大聖堂の扉とびらの前に移動した。

　扉の前には守衛二人のほかに、珍めずらしく身なりを整えた父親が立っている。伸び放題だった前まえ髪がみは切り落とされ、普ふ段だん隠かくれているぼんやりした灰色の目がよく見えた。

　隣に並べば、父親は何度かまばたきしてから目を眇すがめ、ゆっくりと口を開く。

「──子供の成長は、早い」

「へ？」

「僕ぼくたちは君たちに……なにもしてあげられなかったのに。あのがんぜないばかりだった君が……これほど、大きくなった。きっと、あの皇太子のおかげなのだろう……」

　リュカリスは目を見開いた。

　あの極度に無口な父親が内心を吐と露ろする姿は衝しよう撃げき的だった。

「せめて今日だけでも、君の父親らしいことをしよう。……どうか、幸せに。僕たちの愛うい子……幾いく億おくの星の光が、君たちの道しるべにならんことを」

「ち、ちうえ……ありがとう、ございます」

　胸が詰つまって、自然と声が震ふるえてしまう。それ以上、言葉は続けられなかった。

　穏おだやかに微笑む父親の背後で、大聖堂の扉が押おし開あけられる。

　硬こう直ちよくしてしまっていたものの、父親の「かがんで」という音のない言葉に体は勝手に動く。リュカリスが膝ひざを折れば、父親が上がっていたヴェールを下ろす。

　それを契けい機きとして、父親の腕うでに手を添そえて真しん紅くの絨じゆう毯たんを進んでいく。

　頭がふわふわしていたけれど、感かん慨がい深ぶかそうな皇族やひそかに身を乗り出すアマーリア、肩をすくめるフーゴなどといった見知った帝国人はもちろん、満足げな星女王と不在のゼノンを除いた異父兄弟きようだい六人がすでに泣き出している姿は目に入った。

　けれど、リュカリスの視界はその先にいる、一人の青年によって占せん領りようされている。

　真っ赤な道の先にたたずむ彼かれのもとに辿たどり着つくのは体感時間としてはあっという間だった。父親に優やさしく背中を押され、リュカリスは彼の隣となりに立つ。

　祭さい壇だんの前で首しゆ尾びを確かく認にんした司祭が誓せい約やくを朗々と読み上げはじめた。

「汝なんじを妻とし──」

　リュカリスは父親の言葉を嚙かみしめながら、そっと隣を見上げる。

　今日は初めて顔を合わせる彼──アルトゥールはいつにも増して美しかった。

　大聖堂の着色硝子ステンドグラスから射さしこむ日の光がかかった彼の横顔はいっそ神こう々ごうしい。

（……いろいろあって忘れていた緊きん張ちようが今戻もどってきた気がする……！）

　異父兄弟きようだいたちはきれいだと励はげましてくれたけれど、急に自信が揺ゆらいでいく。

「────死が二人を分かつ時まで愛し、慈いつくしみ、貞てい節せつを守ることをここに誓ちかいますか」

「誓います」

　リュカリスはハッとして、まばたきを繰くり返かえした。

　眉まゆをひそめて見返してきた彼の表情に、「ち、誓います！」と慌あわてて答える。

　そうして向かい合い、アルトゥールが再びヴェールを上げてから──目元を赤らめた。

「────なに、アンタ。すでに涙なみだ目めなんだけど」

　司祭にも聞こえるかわからないほど小さな声で話しかけられ、何度か頷うなずく。

「う、うん……その、なんか……胸がいっぱいで」

「…………そう」

「あ、あの、今さらだけどこの衣装……変じゃないかな？　大丈夫？」

　ひたすらおろおろしていたら、アルトゥールの喉のどが上下する。ごくりと音が聞こえたかと思えば、彼はとろりと蕩とろけた菫すみれ色いろの双そう眸ぼうで見み据すえ、少しだけ身をかがめた。




「いつもの騎士服もきらいじゃない。けど──今日のリュカリスは、特にきれいだ」




　甘あまやかな低声が耳じ朶だを打った瞬しゆん間かん、唇くちびるに柔やわらかな感かん触しよくが触ふれる。誓いの接せつ吻ぷんだ。

　驚いてたたらを踏ふんだところをアルトゥールの腕に抱き寄せられ、密着度が高まる。さらに息を吞のめば、口づけは深まっていく。

　直後、吹ふき鳴ならされる祝福の喇らつ叭ぱとなぜかほとばしる悲鳴を聞きながら目を閉じた。
















（……私は、幸せだ）

　大好きな人たちに祝福され、恋こいした人と結ばれることができる。

　はじまりは政略結けつ婚こんとして引き合わされた相手だ。でもアルトゥールと出会えたことで、無能力である自分を受け入れ、そのままの自分を認められるようになった。

　相変わらず心臓は痛いが、これは恋の音だと、今のリュカリスは知っている。

「好きだ。ずっと、俺のそばにいてくれ」

　ようやく唇が離れた時、アルトゥールが囁ささやいた。

　胼た胝このない指先はまるで絹の手て触ざわりで、頰を撫でられる感触がくすぐったい。

　頰から首筋を辿り、両手を握りしめられた時、彼は懐ふところから小箱を取り出した。

　中には皇后から贈おくられた指輪が入っており、リュカリスの右手の薬指にはめられる。

「もちろん！　私も、君が大好きだよ」

　そう言って手を握にぎり返せば、最愛の人は破顔した。


〈Ｆｉｎ〉













あとがき






　こんにちは、朝前あざきみちるです。刊行間かん隔かくが空いたお詫わびやら、完結巻なのでキャラにも触ふれたいのですが、今回あとがきが一ページという関係でさっそく謝辞に入ります！

　前担当Ｕさん、大変お世話になりました！　新天地でも益ます々ますのご活かつ躍やくをお祈いのりしています。そして新担当Ｙさん、初しよっ端ぱなからお世話になりっぱなしですみません！　作業中、その女め神がみのような優やさしさに何度も救われました……これからよろしくお願いします。

　椎しい名な咲さ月つき先生、今巻もお忙いそがしい中ありがとうございました！　照れるツンデレのかわいさを再認識したりと、椎名先生に担当していただけて私もリュカリスたちも幸せでした。

　そのほか、校正者さんに書店さんに、印刷所さんや制作部の方など、ありとあらゆる方面から本作を支え、携たずさわってくださった方々に心より感謝しております！

　最後に、完結までお付き合いくださった読者のみなさま。おかげさまで無事タイトル回収まで辿たどり着つけました。本当に本当に、ありがとうございます！　お手紙やツイッターなどでもご感想やご声せい援えんをいただいたことも、大変励はげみになりました。お手紙のお返事には『新しん婚こん旅行』のペーパーＳＳの同どう封ふうを考えているので、もうしばしお待ちいただけましたら幸いです。リュカリスたちの輿こし入いれまでの物語、いかがだったでしょうか？　最後まで少しでも楽しんでいただけたら望外の喜びです。それでは、またご縁えんがあることを願って。


今年の夏の記き憶おくがない、とある秋の吉きち日じつに　朝前みちる（@azaki_m117）













電子特典　魔性殿下の愛しき煩悩









　────どうしてこうなったんだ。

　アルトゥール・フォン・ヴィッセンの脳裏に、本日何度目かの疑問が浮かぶ。




　婚礼を挙げた夜──つまり初夜にあたる、現在。

　主役ふたりが寝台に雁首を揃えるのは正しいはずだ。

　しかし、アルトゥールとリュカリスは対面した状態でなぜか床に正座していた。

　夜だからか、リュカリスはサラシで胸元を押さえつけていない。そのせいで薄い夜着も相まって目のやり場に困ってしまうのだが──正直困るだけですむなら平和だった。

「…………あのさ、この状況自体を理解できないんだけど────なに？」

　どうして自分は花嫁に土下座されているのか。

　リュカリスから微妙に視線を逸らしながら問えば、彼女は再び頭を下げた。ゴツンッ！　とすごい音が立ったので、額を床にぶつけたようだ。絨毯越しなのに物音がおかしい。

「ごめん！」

「…………は？」

　勢いしかない謝罪に、アルトゥールの心臓は確実に一度止まった。

　初夜で『ごめん』っていったいなんなんだ？

　思考回路は無慈悲な答えを導こうとしていたが、次の言葉で心臓が再び動き出す。

「なにをするかわからないんだ！」

　ガンッ！　と今度はアルトゥールが天蓋の柱に頭を打ちつけそうになる。




（そこからかよ！！！！！！！！）




　一瞬、初夜を断られたのかと錯覚しかけたではないか。

　いずれにしても魂の底から何度だって叫びたい──ここまで俺に丸投げするな！　と。

　アルトゥールは人間不信をこじらせているが皇太子だ。

　自身の結婚は国のためになるもので、私情を挟むべきではないと覚悟してきた。

　当然女遊びなんてもってのほかだし、日夜研究に明け暮れていればそんな暇もない。

　ゆえに自分もそう知識も経験もないが、情操教育は受けてきた。

　それは皇族として当然の教育のはずなのだが、こいつに常識を当てはめようとしても無駄らしい。いや知っていた。知っていたけれど、まさかここまでとは誰が思うまい。

　そりゃ恋愛感情がなんなのかよくわからないとか言い出すはずである。

「ご、ごめんね。あの、私も勉強しようと思ったんだけど……」

「勉強……」

　これほど不安になる単語があるだろうか？

　リュカリスは心底申し訳なさそうに眉尻を下げる。さらにうるうるしている天藍石の瞳に気づいてしまえば、アルトゥールはそれ以上のツッコミができなかった。

　とりあえず吞みこんだ皮肉のかわりの言葉を返す。

「……勉強って、アンタにそんな時間ってあった？」

「婚礼がすんで、バルコニーで国民へのお披露目も終わったあと、着替えていたら異父兄弟たちが会いに来てくれてさ。しばらく会えなくなるから、みんなが泊まっている宿にお邪魔させてもらったんだよね」

「アンタの姿が見えなかった理由ってそれか……」

　こめかみを押さえてうめく。

　そう。お披露目のあとリュカリスが着替えるというので別れたのだが、それから夕食の席まで行方がわからなかったのだ。

　当然、心配はしていた。ナイトのことが片づいたとはいえ、強硬派を掌握できたわけではない。なにかあったかもしれないと、彼女の顔を見るまで落ち着かなかった。

　それでも捜索隊を出さなかったのは、結婚早々に余裕がないやら過保護などと笑われたくなかったからだ。……主に皇帝とか皇帝とか皇帝とか、書記官とかに。

　それにリュカリスのことだから女官たちに囲まれているか、従妹のアマーリアに捉まっているか、はたまた警邏隊のヤツらに構われているか……そんな予想を立てていたのだが、的外れもいいところだった。家族に攫われていたのは盲点である。

　リュカリスの誘拐未遂話はまだ続くらしい。

「それでね、母上……えっと星女王陛下が、婚礼後……そ、その……あの」

　なにやら言いづらそうなリュカリスに、無言で首をかしげる。

　すると彼女はなぜか頰を赤らめると少しうつむきがちになった。

「だ、旦那様になった人と初めて迎える夜にする、花嫁の勤めがあるって教えてくれたんだ。アルトゥールも……知ってた？」

「か、かわ──ん……まぁ……」

　そわそわとこちらを窺うリュカリスに、慌てて言葉を濁す。

　危うく『かわいい』と口をすべらせそうになった。

（旦那って口にするだけで照れるってどんだけだよ……）

　普段なら平然と言いそうなのに、色恋沙汰には疎い彼女らしくはある。

　アルトゥールはだんだん悟りをひらいた聖職者のような気分になってきた。

「そっかぁ。……そしたら、寝こんでいたゼノン兄上が吐血して」

「はっ!?」

　最初から急転直下な展開すぎないか？

「キーリ兄上は白目をむいたまま動かなくなって、シモンとテオドラが泣き出して、ルキオーネ姉上が巨大な鎚を担いで素振りして、アルナイル兄上がなにかを詠唱しはじめて、ストラスは笑顔で枕を殴り続けててね」

「……一気に聞いたことのない名前が出てきたんだけど」

「あ、そういえば話したことなかったっけ。上からルキオーネ姉上が三番目、アルナイル兄上が四番目、ストラスは私のすぐ下で六番目の異父兄弟だよ！」

「……あぁそう……」

　返答のしようがなくて逃げたものの興味はなかったので生返事になってしまう。

「今を『初夜』って呼ぶんだよね？　いつもはみんな質問したら答えてくれるのに、今回は誰も教えてくれなかったんだ。みんなも『初夜』を知らなかったのかな」

「だろうな！！！！！」

　ヤケくそで同意するしかない。

　リュカリスの兄弟は彼女を溺愛していて、この政略結婚にも反対していた連中だ。

　婚礼で号泣しながらアルトゥールに殺気を飛ばしていた様子からして、今も賛成しているわけではないのだろう。そんな妹から『初夜』について質問された胸中たるや……。

「頭が痛いを通り越して、頭痛が痛いみたいな気分なんだけど」

「星女王陛下も大笑いするばかりで答えてくれなかったし、父上はずっと本を読んでいたからそもそも話を聞いてなくてさ」

「…………うわ、性質の悪い愉快犯がいる……」

　我が子たちを冥府に突き落とした張本人と当事者だけがぴんぴんしている。

「愉快犯？　それはよくわからないけど、『初夜』が大変なことらしいのはわかったよ！　だから時間だし、みんなやることあるみたいだから、皇城に戻ってきたんだけど」

「初夜の認識が曖昧なままなのもツッコミたいけど、ひとしきり絶望させてから放置して戻ってきたのかアンタ……」

「え？　夕食までに戻らなかったら君を心配させちゃうだろう？　シモンたちは気にかかるけど、兄上たちは優しいから、私が心配しなくたって慰めてくれるだろうし」

　きょとんとするリュカリスが誰にでも優しいのは間違いない。

　けれど八方美人なわけではなく、わりと優先順位がはっきりしている。

　この場合、嘆く兄弟よりもアルトゥールを優先してくれたというわけで……。

（………………しにたい……）

　両手で顔を覆う。嬉しいと感じてしまう自分がイヤだった。

　とりあえず絶対に慰めない未来しか見えないが、彼女がそう信じているなら否定しないでおこう。というか、この短いやり取りだけでも疲れたから掘り下げたくない。

「…………そうだな」

「でも、みんなに訊かなくてもよかったんだね。アルトゥールが知っているなら、君に教えてもらえばよかったんだ！」

「はっ？」

「アルトゥールは博識だもんね！　いつも私にもわかるように教えてくれるし！」

　目を輝かせてそんなことを言い出すリュカリスに、数秒ほど固まってからうめく。

「あのさぁ……俺に騙されるとか、思わないのか」

「思わない」

　即答した彼女は真っ直ぐ見返してきた。

　そのきらめく天藍石の双眸に迷いはなく、ひたむきな好意だけがこもっている。

　アルトゥールはごくりと喉を鳴らす。

　あることないこと、自分の都合のいいように教えこむのは簡単だろう。

　なにせリュカリスは人を疑わない。特に自分には全幅の信頼を寄せてくれている。

　ああ、でも。そうだ──彼女の直感ははずれない。

（俺が、アンタの信頼を裏切れるわけがない）

　欲望を抑えこみ、そっと息をつく。アルトゥールは顔を背ける。

「あまり、俺の口からは説明したくないんだけど」

「え！　『初夜』って、そんなに言いづらいことなの……？」

「アンタ、まるで知識がないんだろ。だから──リュカリスにとって、俺はイヤなことをするかもしれない。……時間がほしいなら、アンタの意思を尊重する。その時は俺のいないところで、皇后にでも『初夜』について訊いてくれ」

　彼女が衒いなく差し出してくれる好意に甘んじてばかりではいけないと自覚している。

　だからうまく素直になれないなりに優しくして、大切にしたいと考えてきた。

　それでも自分で説明するのは難しい。正直に打ち明けたあとの反応が予測できないのだ。

（……口づけ以上のことをしたいって言ってドン引きされたら、俺の心がヤバイ）

　リュカリスはただの政略結婚の相手ではない。

　だって、好きなのだ。アルトゥールとて心証をよく保ちたいと思ってなにが悪い。

　これが最大の譲歩だと示せば、リュカリスは少し考えこむ素振りを見せる。何度か口を開いては閉じると、ためらいがちに伺ってきた。

「私にとって、君がイヤなこと……それってつまり、君が私になにかをするってこと？」

「…………まぁそういうことになるな」

「なぁんだ！　そっかぁ」

　あ、イヤな予感がする。アルトゥールの危機察知能力は日に日に精度を増していた。

　この区切り方はダメなヤツだ。自然と死んだ魚のような目になっていく。

　リュカリスは胸を撫で下ろしてからはにかんだ。とても幸せそうに。

「君にされて、イヤなことなんてなにもないよ。君がしてくれることなら、どんなことだって嬉しいに決まっている」

「………………アンタさぁ……」

　それはいつかの告白の時でも聞いた言葉に似ている。

　あの時も心境が乱高下したが、今はもっと状況が悪い。

「俺に、なにか恨みがあるんだろ。この状況で？　はぁ？　アンタ……バカなの？」

「え？　え？」

　耐え切れず毒を吐けば、胸を張っていた彼女もおろおろしている。

　理性の箍が緩む。リュカリスの腕を摑み、強引に立たせる。戸惑いを無視して寝台に引き倒すと、乗り上げるアルトゥールの下でのんきに目をぱちくりさせていた。

「……アルトゥール？　どうかしたの？」

　この体勢で!?　本日何度目の驚愕になるだろう。

（こいつの恥じらいの境界おかしくない!?　というか、危機感も薄すぎなんだけど！）

　仮にも〈星騎士〉が無抵抗でいいのか？　とツッコミが浮かぶも、口に出したが最後、リュカリスに理性にとどめを刺されそうなのでやめておく程度には賢明だった。

　ふーっと腹の底から息を吐き出す。

　落ち着けと念じてから、彼女の腕を押さえつけていた手で頰に触れる。指先で撫ぜながら唇まで辿り、アルトゥールは目を細めた。

　花嫁はびくりと硬直する。しかし押し倒され、顔の両脇でつかれた腕に囲われた状態から抜け出そうとはしない。ただ無防備に、自分の夫となる相手を見上げている。

「……本当に、俺にならなにをされてもいいわけ？」

　低い囁きを、リュカリスの耳元で落とす。すると、甲高い声が上がった。

「ひゃっ……!?」

「今ならまだ、待てる────イヤなら、言え」

　そう呟いてから、アルトゥールは彼女の額に口づける。次いでこめかみ、目尻と優しく唇で触れていくと、そこから震えが伝わってきた。

「…………リュカリス？」

　ふと目線を上げて、息を吞む。

　リュカリスは顔を真っ赤にしていた。目いっぱい開いたままの切れ長の瞳に張られた水膜に内心うろたえるも、視線はアルトゥールから逸らされることはない。

「ア……ル、トゥール……」

　その呼びかけに、アルトゥールの背筋に痺れが走る。

　こぼれ落ちた声の想像以上の甘さに、返す言葉を見失う。

（────なんて声で、俺を呼ぶんだ）

　制止の役割を果たすどころか、理性の砦は崩れていくばかりだ。

　リュカリスがまばたいた拍子に、感情が昂ぶったのかほろりと一粒の涙が散る。

「どうしよう。恥ずかしいのに……心臓も、痛いのに……こんなに、息苦しいのに」

　実際、胸を大きく上下させて深呼吸を繰り返しているようだった。

　彼女は喘ぐように息をついて、ほころぶように笑う。

「君に、触れられると……嬉しい」

「な……」

「これが君の言う、私にとってイヤなことなの？」

「…………口に出すのも憚れるようなことを、アンタにもっとしたいんだ」

　全身が燃えるように熱い。もう格好つけることさえできず、うなるように言葉をひねり出す。すると、リュカリスは面映そうに睫毛を伏せた。

「それは、君が私にされたらイヤなこと？」

「別に──イヤじゃ、ない」

「なら、私だってイヤじゃないよ。君といるだけでこんなにも幸せなんだ。……アルトゥール、好きだよ。君と結婚できて、ほんと────んっ」

　──もう、どうにでもなれ。

　最後の理性は、リュカリスの鉄拳が粉砕した。

　アルトゥールは致死量に等しい言葉を息ごと奪うように唇に嚙みつく。そのままかき抱けば、やがて背中に腕が回る。その腕力を考えればあまりにあえかで、控えめに縋りつく彼女が愛しかった。このあとのことはなにも考えていないが、それもいいだろう。

（その時になったら考えればいい）

　今は腕の中のぬくもりを閉じこめておくことの方がなによりも大事だ。

　深く考えすぎる皇太子はこのいっとき思考を放棄し、煩悩に身を任せたのだった。
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